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�
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�
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山

�
李
白
故
里　

�
三
蘇
祠　

�
嘉
峪
関

�
敦
煌
・
莫
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窟　

�
麦
積
山　

�　
　

山

�
亀
茲
故
城　

�
北
庭
故
城
・
輪
台　

�
黄　

山

�
九
華
山　

�
武
夷
山　

�
泉　

州　

�
広　

州

�
羅
浮
山　

�　
　

池

　

前
漢
の
長
安
城
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
統
一
国
家
の
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
都

城
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
開
発
し
た 
渭  
南 
（
渭
水
の
南
）
の
地
を
利
用
し
て
、

い 
な
ん

高
祖
劉
邦
・
恵
帝
劉 
盈 
（
二
代
）・
武
帝
劉
徹
（
七
代
）
の
三
代
を
経
て
、
世

え
い

界
の
中
心
に
立
つ
都
城
と
し
て
の
威
容
を
整
え
た
。

　

都
城
の
プ
ラ
ン
は
、
秦
の
都 
咸
陽 
城
を
手
本
に
し
た
と
さ
れ
、
城
内
の
長

か
ん
よ
う

   ち
ょ
う

 
楽 らく 
宮 

き
ゅ
う

・ 
未  
央 

び 
お
う 
宮 

き
ゅ
う

と
城
外
の 
建 けん 
章 

し
ょ
う 
宮 
の
、
三
大
宮
殿
群
か
ら
成
る
。
宮
殿
区
の

き
ゅ
う

造
営
が
先
行
し
た
結
果
、
全
体
を
か
こ
む
城
壁
は
不
整
形
で
あ
っ
た
（
城
壁

の
全
周
は
約
二
五
キ
ロ
）。
西
安
市
の
西
北
約
三
キ
ロ
の
地
で
あ
る（
秦
の
都

咸
陽
城
の
ほ
ぼ
真
南
に
位
置
す
る
）。

　

都
の
人
口
は
、
約
三
十
万
と
も
約
五
十
万
と
も
さ
れ
る
が
、
城
内
の
宮
殿

区
が
き
わ
め
て
広
い
こ
と
を
特
徴
と
し
た
。
漢
初
に
造
営
さ
れ
た
長
楽
・
未

央
の
二
大
宮
殿
だ
け
で
も
、
全
城
の
三
分
の
一
以
上
の
面
積
を
占
め
、
武
帝

の
時
代
に
新
改
築
さ
れ
た
明
光
宮
・
桂
宮
・
北
宮
を
加
え
る
と
、
す
で
に
二

分
の
一
を
越
え
た
。
こ
れ
ら
の
諸
宮
殿
は
、
中
央
以
南
の
地
に
集
中
し
た
た

め
、
一
般
の
住
宅
地
は
、
残
る
北
部
に
か
た
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い

（
一
説
に
、
前
述
の
長
安
城
は
内
城
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
）。

　

長
安
城
内
で
最
も
壮
麗
な
建
築
は
、
東
南
部
の
長
楽
宮
と
西
南
部
の
未
央

宮
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
城
内
で
最
も
高
い
竜
首
原
の
高
地
に
あ
っ
た
。
長
楽

中 
国 
詩 
跡 
補 
考

植　
　

木　
　

久　
　

行
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宮
は
、
高
祖
劉
邦
が
政
治
を
と
っ
た
宮
殿
で
あ
る
が
、
二
代
の
恵
帝
以
後
は
、

も
っ
ぱ
ら
皇
太
后
（
皇
帝
の
母
）
の
住
居
と
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
中
の
一

つ
、 
長 

ち
ょ
う 
信 しん 
宮 

き
ゅ
う

は
、
成
帝
劉 　
 
の
と
き
、
才
色
兼
備
の
班

ご
う 

は
ん

   
 　
 
し
ょ
う 　

 （　
　

）が
、
淫

よ

蕩
な 
趙 

ち
ょ
う 
飛  
燕 
姉
妹
の
毒
手
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
、
皇
太
后
の
世
話
を
申
し

ひ 
え
ん

出
て
移
り
住
ん
だ
場
所
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　

失
意
を
か
こ
つ
班　
　

は
、
季
節
の
移
ろ
い
と
と
も
に
捨
て
ら
れ
る 
団
扇 

う
ち
わ

の
は
か
な
い
運
命
に
託
し
て
、「
怨
歌
行
」
を
作
っ
た
。
盛
唐
の
王
昌
齢
は
、

「
長
信
秋
詞
」（
そ
の
四
）
の
な
か
で
天
子
の
訪
れ
を
ひ
た
す
ら
待
ち
つ
つ
、

ひ
と
り
寂
し
く
暮
ら
す
彼
女
の
心
境
を
、
こ
う
詠
ん
だ
、「 
真
成 
に
薄
命
（
な

ま
こ
と

る
か
と
）
久
し
く 
尋  
思 
す
（
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
て
思
い
に
ふ
け
る
）、
夢
に

じ
ん 
し

 
君
王 
に 
見 
え
て　
 
覚 
め
て 
後 
疑
ふ
（

く
ん
の
う 

ま
み 

さ 

の
ち

 
真 
か
夢
か
と
思
い
ま
ど
う
）」
と
。

ま
こ
と

　

他
方
、 
未  
央 

び 
お
う 
宮 
は
、
二
代
の
恵
帝
以
降
、
天
子
の
住
む
皇
宮
と
な
り
、
前

き
ゅ
う

漢
王
朝
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
。「 
未 
だ 
央 
き
ず
」
の
名
称
ど
お
り
、
中
国

い
ま 

つ

の
歴
史
上
、
最
も
長
く
使
用
さ
れ
た
宮
殿
で
あ
る
。
長
安
に
都
を
置
い
た
北

朝
期
に
も
、
お
お
む
ね
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
も
絶
え
ず
修
復
さ
れ
た
。
唐
の

武
宗
の
会
昌
元
年
（
八
四
一
）、
未
央
宮
を
修
復
し
た
記
録
が
伝
わ
る
。

　

漢
の
長
安
城
は
、
唐
代
、
長
安
城
の
北
に
広
が
る
広
大
な 
禁  
苑 
の
中
に
、

き
ん 
え
ん

す
っ
ぽ
り
含
ま
れ
た
（
禁
苑
の
西
部
）。
景
竜
二
年
（
七
〇
八
）、
中
宗
李
顕

は
群
臣
を
従
え
て
こ
こ
を
訪
れ
、
宋
之
問
や
劉
憲
・ 
李 り 　
 
ら
の
詩
が
現
存
す

き
ょ
う

る
。
か
つ
て
七
言
詩
発
生
の
源
と
さ
れ
た
七
言
聯
句
の
催
し
の
舞
台
も
、
こ

の
未
央
宮
内
の 
柏 はく 
梁 

り
ょ
う 
台 
で
あ
っ
た
。

だ
い

　

ま
た
建
章
宮
は
、
武
帝
の
と
き
に
造
営
さ
れ
た
、「
千
門
万
戸
」
と
評
さ
れ

る
豪
奢
な
宮
殿
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
巨
大
な
た
め
、
未
央
宮
の
西
の
城
外

の
地
に
、
直
接
隣
り
あ
う
形
で
造
営
さ
れ
た
。
宮
殿
内
に
は
高
楼
が
林
立
し

て
、
武
帝
の
登
仙
飛
翔
へ
の
志
と
、
皇
帝
権
力
の
神
聖
さ
を
、
強
く
印
象
づ

け
た
。
こ
の
建
章
宮
と
前
述
の
未
央
宮
と
は
、
城
池
を
ま
た
ぐ 
輦  
道 
（
皇
帝

れ
ん 
ど
う

が
乗
車
の
ま
ま
通
行
で
き
る
高
架
道
）
で
結
ば
れ
、
皇
帝
は
自
由
に
往
復
で

き
た
の
で
あ
る
。

　

三
良
と
は
、
三
人
の
良
臣
の
意
。
春
秋
五
霸
の
一
人
、
秦
の 
穆  
公 
（ 　
  
任 

ぼ
く 
こ
う 

え
い 
じ
ん

 
好 
。
穆
公
は 
繆  
公 
と
も
書
く
）
が
死
ん
だ
と
き
（
前
六
二
一
年
）、
殉
死
し
た

こ
う 

ぼ
く 
こ
う

一
七
七
人
の
中
に
、 
子  
車  
氏 
（
秦
の 
大  
夫 
）
の
三
人
兄
弟
、 
奄  
息 
・

し 
し
ゃ 
し 

た
い 
ふ 

え
ん 
そ
く

 
仲 

ち
ゅ
う 
行 
・

こ
う

 
鍼  
虎 
が
い
た
。
彼
ら
三
人
は
い
ず
れ
も
有
為
の
人
材
で
あ
っ
た
た
め
、
秦
国

け
ん 
こ

の
人
々
は
「 
黄 こう 
鳥 
」
詩
を
作
っ
て
、
そ
の
死
を
哀
し
ん
だ
と
い
う
（『
左
伝
』

ち
ょ
う

文
公
六
年
の
条
な
ど
）。

　

唐
の
張
守
節
『
史
記
正
義
』（
秦
本
紀
所
引
）
に
見
え
る
後
漢
の 
応 おう 
邵 
の
言

し
ょ
う

葉
に
よ
れ
ば
、
穆
公
は
群
臣
と
の
宴
会
の
際
、「
生
き
て
は
此
の
楽
し
み
を
共

に
し
、
死
し
て
は
此
の
哀
し
み
を
共
に
せ
ん
」
と
い
っ
た
の
で
、
三
人
兄
弟

は
承
諾
し
て
殉
死
し
た
の
だ
と
い
う
。
か
く
し
て
三
人
の
殉
死
者
「
三
良
」

は
、
秦
の
穆
公
の
墳
墓
の
近
く
に
殉
葬
さ
れ
た
。

　

秦
の
穆
公
の
墓
は
、
西
安
市
の
西
北
約
一
五
〇
キ
ロ
、 
鳳 ほう 
翔 
県
城
内
の
東

し
ょ
う

南
隅
に
あ
る
、
高
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
の
土
丘
と
さ
れ
る
。『
史
記
』秦
本
紀
に

引
く
初
唐
の
『
括
地
志
』
に
は
、「
秦
の
穆
公
の 
冢 
は
、 
岐 

つ
か 

き 
州 

し
ゅ
う 
雍  
県 
（
今
の

よ
う 
け
ん

（
１
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

真
成
薄
命
久
尋
思
、
夢
見
君
王
覚
後
疑
（
唐
詩
選
）

（
２
）　

漢
長
安
城
全
般
に
関
し
て
は
、
松
浦
友
久
・
植
木
久
行
『
長
安
・
洛
陽
物
語
』

（
集
英
社
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
２
）
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鳳
翔
県
）
の
東
南
二
里
に
在
り
」
と
し
、「
三
良
の 
冢 
は
岐
州
雍
県
一
里
の 
故 

つ
か 

こ

 
城 
内
に
在
り
」
と
す
る
。

じ
ょ
う

　

三
良
墓
の
詩
跡
化
は
、
三
良
の
殉
死
を
知
っ
た
秦
国
の
人
々
が
、
そ
の
墓

穴
に
臨
ん
で
深
く
悲
し
み
、
彼
ら
を
殉
死
さ
せ
た
穆
公
の
非
人
道
的
行
為
を

 
刺 
っ
て
作
っ
た
と
い
う
『
詩
経
』
秦
風
「
黄
鳥
」
詩
に
始
ま
っ
た
。
詩
は
三

そ
し章

か
ら
成
り
、
第
一
章
に
い
う
、「 
交  
交 
た
る
（
小
さ
い
さ
ま
。
一
説
に
鳴
き

こ
う 
こ
う

声
の
形
容
） 
黄
鳥 
は
、

う
ぐ
ひ
す

 
棘 

な
つ
め

に 
止 
ま
る
。
誰
か 
穆
公 
に
従
ふ
、 
子  
車  
奄  
息 
。 
維 

と
ど 

ぼ
く
こ
う 

し 
し
ゃ 
え
ん 
そ
く 

こ

れ 
此 
の 
奄  
息 
は
、

こ 

え
ん 
そ
く

 
百 

ひ
ゃ
く 

夫 
の 
特 
（
百
人
の

ふ 

と
く

 
夫 
に
も
匹
敵
す
る
す
ぐ
れ
た
人
）。

お
と
こ

其
の
穴
（
墓
穴
）
に
臨
め
ば
、 
惴
惴 
と
し
て
（
ぞ
っ
と
す
る
さ
ま
）
其
れ 
慄 

ず
い
ず
い 

お
そ

る
」
云
々
と
。

　

三
良
の
殉
死
は
、
家
臣
の
「
忠
義
心
」
と
も
密
接
に
か
ら
み
あ
い
、
殉
死

行
為
の
是
非
、
あ
る
い
は
殉
死
命
令
の
有
無
、
さ
ら
に
は
殉
死
者
が
強
制
さ

れ
て
や
む
な
く
自
殺
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
自
ら
進
ん
で
選
択
し
た
行
為
な

の
か
、
と
い
う
論
点
に
ま
で
波
及
し
て
い
っ
た
。

　

後
漢
の 
王  
粲 
は
、「
詠
史
詩
」
の
な
か
で
、
三
良
の
痛
ま
し
い
死
を
、「

お
う 
さ
ん

 
古 

い
に
し

へ 
自 
り　

死
に

よ

 
殉 

し
た
が

ふ
こ
と 
無 
し
、（
こ
れ
は
）
達
人
（
道
理
に
通
じ
た
人
）
の

な

共
に
知
る
所
な
り
。 
秦
穆 
は　

三
良
を
殺
せ
り
、
惜
し
い 
哉 　

空
し
く 
爾  
為 

し
ん
ぼ
く 

か
な 

し
か 
な

せ
り
」
と
慨
嘆
し
、
穆
公
の
行
為
を
強
く
批
判
し
な
が
ら
も
、
三
良
に
対
し

て
は
、「
生
き
て
は
百
夫
の 
雄 
（
前
掲
の
「
百
夫
の
特
」
と
同
意
）
と 
為 
り
、

ゆ
う 

な

死
し
て
は
壮
士
の 
規 
（
手
本
）
と
為
る
」
と
た
た
え
た
。

の
り

　

他
方
、
魏
の
曹
植
も
「
三
良
の
詩
」
を 
遺 
し
て
い
る
。
王
粲
の
詩
に
刺
激

の
こ

さ
れ
て
の
作
ら
し
い
（
王
粲
と
曹
植
の
二
詩
は
、『
文
選
』
巻
二
十
一
所
収
）。

曹
植
は
、
三
良
の
殉
死
を
自
ら
進
ん
で
選
択
し
た
「
忠
義
」
の
行
為
で
あ
る

と
し
て
、
積
極
的
に
た
た
え
た
、「
秦
穆　

先
づ
世
を
下
り
て
、
三
臣　

皆
な

 
自 
ら

み
づ
か

 
残 

そ
こ
な

へ
り
。
生
け
る
時
は　
 
栄  
楽 
を
等
し
く
し
、
既
に
没
し
て
は　

憂
患

え
い 
ら
く

（
憂
い
や 
患 
し
み
）
を
同
じ
う
せ
り
。
誰
か 
謂 
ふ　
 
躯 
を 
捐 
つ
る
こ
と 
易 
し

く
る 

い 

み 

す 

や
す

と
、
身
を
殺
す
こ
と
は　

誠
に
独
り 
難 
し
」
と
。
そ
し
て
そ
の
死
を
深
く
悼

か
た

ん
で
い
う
、「 
涕 

な
み
だ

を 
攬 
ひ
て　
 
君 
が
墓
（
秦
君
穆
公
の
墓
。
三
良
も
と
も
に
眠

ぬ
ぐ 

き
み

る
）
に
登
り
、
穴
に
臨
ん
で　

天
を
仰
ぎ
て 
歎 
く
」
と
。

な
げ

　

ほ
ぼ
同
時
期
の 
阮  　
 
も
、「
誤
れ
る 
哉 　

秦
の
穆
公
、
身
没
し
て　

三
良
を

げ
ん 
う 

か
な

従
は
し
む
」（『
芸
文
類
聚
』
巻
五
十
五
）
と
詠
む
詩
を 
遺 
す
。

の
こ

　

以
後
、
東
晋
の
陶
淵
明
「
三
良
を
詠
ず
」
詩
は
、
曹
植
詩
の
立
場
に
た
ち
、

唐
の
柳
宗
元
「
三
良
を
詠
ず
」
詩
は
、
王
粲
詩
の
立
場
に
た
っ
て
、
三
良
を

詠
ん
だ
。
北
宋
の
蘇
軾
は
、「
秦
の
穆
公
の
墓
」（「
鳳
翔
の
八
観
〔
八
つ
の
見

ど
こ
ろ
〕」
の
一
）
の
な
か
で
い
う
、
慈
愛
深
い
穆
公
が
殉
死
さ
せ
る
は
ず
は

な
く
、
三
良
は
自
ら
進
ん
で
穆
公
の
後
を
追
っ
た
の
だ
、
と
。

　

三
良
墓
は
、「
殉
死
」
と
い
う
悲
劇
を
契
機
と
し
て
、
い
わ
ば
君
臣
関
係
の

あ
り
か
た
の
根
本
を
問
い
か
け
る
深
刻
な
詩
跡
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
た

と
え
詩
人
が
、
そ
の
墓
を
直
接
訪
れ
ず
に
詠
ん
だ
と
し
て
も
…
…
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

交
交
黄
鳥
、
止
于
棘
。
誰
従
穆
公
、
子
車
奄
息
。
維
此
奄
息
、
百
夫
之
特
。
臨

其
穴
、
惴
惴
其
慄
。

（
２
）　

自
古
無
殉
死
、
達
人
所
共
知
。
秦
穆
殺
三
良
、
惜
哉
空
爾
為
。
…
…　

生
為
百

夫
雄
、
死
為
壮
士
規
。

（
３
）　

秦
穆
先
下
世
、
三
臣
皆
自
残
。
生
時
等
栄
楽
、
既
没
同
憂
患
。
誰
言
捐
躯
易
、

殺
身
誠
独
難
。
…
…　

攬
涕
登
君
墓
、
臨
穴
仰
天
歎
。

（
４
）　

誤
哉
秦
穆
公
、
身
没
従
三
良
。

珠齲
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敦
煌
の
「 
莫
高
窟 
」
よ
り
一
世
紀
遅
れ
て
始
ま
る 
雲
岡 
（
雲
崗
）
の
石
窟

ば
つ
こ
う
く
つ 

う
ん
こ
う

は
、
五
世
紀
の
後
半
、 
北  
魏 
の
国
家
事
業
と
し
て
、
宗
教
局
長
官 
曇
曜 
の
指

ほ
く 
ぎ 

ど
ん
よ
う

導
の
も
と
に
強
力
に
推
進
さ
れ
た
。
当
時
の
北
魏
の
都
「
平
城
」（
大
同
市
）

の
西
郊
十
五
、
六
キ
ロ
に
あ
る 
武 ぶ 
州 

し
ゅ
う

（
周
） 
川 
峡
谷
の
、
そ
そ
り
た
つ
砂
岩

せ
ん

の
断
崖
（
武
州
山
・
雲
岡
）
を
掘
り
ぬ
い
て
造
営
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

初
期
の
「
曇
曜
五
窟
」（
西
区
の
第
十
六
〜
二
十
の
洞
）
は
、「
彫
飾
の
奇

異
な
る
こ
と
、
一
世
に
冠
た
り
」（『
魏
書
』
釈
老
志
）
と
評
さ
れ
た
。
い
ず

れ
も
高
さ
十
数
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
、
イ
ン
ド
風
の
巨
大
な
石
仏
を
中
心

と
す
る 
尊
像
窟 
で
あ
る
。
北
朝
で
は
、
皇
帝
を
「
生
き
仏
」（
皇
帝 
即
如
来 
）

そ
ん
ぞ
う
く
つ 

そ
く
に
ょ
ら
い

と
す
る
仏
教
観
が
根
づ
い
て
い
た
。 
脚
下 
で
見
あ
げ
る
大
仏
は
、
仏
徳
＝
帝

あ
し
も
と

徳
の
広
大
無
辺
さ
を
無
言
の
う
ち
に
語
り
か
け
て
く
る
。

　

こ
の
北
魏
最
大
の 
記
念
建
築
物 
は
、
中
国
最
初
の
廃
仏
（
仏
教
弾
圧
）
を

モ

ニ

ュ

メ

ン

ト

体
験
し
た
後
の
、
空
前
の
仏
教
隆
盛
期
を
背
景
と
し
て
誕
生
し
た
。
文
成

帝
・
献
文
帝
・
孝
文
帝
の
三
代
に
わ
た
っ
て
、
石
窟
が
造
営
さ
れ
、
雲
岡
は

新
し
い
仏
教
の
聖
地
と
な
る
。

　

今
日
、
主
な
洞
窟
だ
け
で
も
五
十
三
、
石
彫
像
が
五
万
体
を
数
え
る
。
な

か
で
も
雲
岡
随
一
の 
荘 

し
ょ
う 
厳 
さ
を
誇
る
第
六
窟
は
、
中
央
部
に
方
形
の
柱
を
置

ご
ん

く
華
麗
な 
塔 とう 
廟 

び
ょ
う 
窟 
で
あ
り
、
端
麗
な
大
仏
坐
像
を
本
尊
と
す
る
第
五
窟
と
一

く
つ

対
を
な
す
。
こ
の
両
窟
は
、
太
和
七
年
（
四
八
三
）
ご
ろ
、
孝
文
帝
が
父
親

の
追
孝 
供  
養 
の
た
め
に
造
営
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

く 
よ
う

　

雲
岡
石
窟
を
詠
ん
だ
初
期
の
詩
と
し
て
注
目
さ
れ
る
作
品
は
、
唐
の
天
宝

元
年
（
七
四
二
）
ご
ろ
に
成
る 
宋　
 
の
「
題
石
窟
寺
」（ 
石  
窟  
寺 
に 
題 
す
）
で

そ
う
い
く 

せ
っ 
く
つ 
じ 

し
る

あ
る
。
詩
の
冒
頭
に
は
、
石
窟
寺
の
概
観
が
、「 
梵  
宇 　
 
金  
地 
に
開
き
、 
香  
龕 

ぼ
ん 
う 

こ
ん 
じ 

こ
う 
が
ん

 
鉄  
囲 
を 
鑿 
つ
」（
壮
麗
な
仏
寺
が

て
っ 
ち 

う
が

 
黄
金 
の
大
地
に
造
ら
れ
、
諸
仏
を
安
置
す
る

こ
が
ね

 
香 

か
ぐ
わ

し
い 
仏  
龕 
が
、 
鉄  
囲  
山 
〔
仏
教
語
。
鉄
で
で
き
た
山
〕
の
ご
と
き
岩
山
の

ぶ
つ 
が
ん 

て
っ 
ち 
せ
ん

断
崖
に
掘
ら
れ
た
）
と
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
続
く
一
節
で
、
石
窟
内
外
に
広
が
る
神
秘
的
な
荘
厳
さ
を
、
こ
う

歌
う
、

　

影
中
群
象
動　

影
中　
 
群 ぐん 
象 
動
き

し
ょ
う

　

空
裏
衆
霊
飛　

空
裏　
 
衆 

し
ゅ
う 

霊 
飛
ぶ

れ
い

　

簷　

籠
朱
旭　
 
簷　
 　
 
朱 

え
ん
ゆ
う 

し
ゅ 

旭 
き
ょ
く

を 
籠 
め

こ

　

房
廊　

翠
微　

房
廊　
 
翠  
微 
を 　
 
む

す
い 
び 

く

―
石
窟
内
で
は
、
仏
や
菩
薩
な
ど
の
群
像
が
、
輝
く
光
の
な
か
で
動
き
、
多

く
の
神
霊
た
ち
が
空
中
を
飛
び
か
う
。
窟
外
に
接
し
て
建
つ
殿
堂
の
軒
や
窓

は
、 
朱 
い
日
ざ
し
を
あ
び
た
よ
う
に
色
鮮
や
か
で
あ
り
、
室
内
や
廊
下
は
、

あ
か

緑
の
山
気
に
し
っ
と
り
染
ま
っ
て
い
る
―
と
。

　

詩
は
、『
文
苑
英
華
』
巻
二
三
四
（
宋
版
）
に
、「
石
窟
寺
に 
題 
す
。
即
ち

し
る

魏
の
孝
文
（
帝
）
の
置
く
と
こ
ろ
な
り
」（「
即
ち
」
以
下
は
原
注
で
あ
ろ
う
）

と
題
さ
れ
、
前
述
の
第
五
窟
と
第
六
窟
を
歌
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
こ

の
両
洞
の
前
に
は
、
清
初
に
造
ら
れ
た
四
層
の
楼
閣
が
そ
そ
り
た
ち
、
昔
の

 
飛  
檐 
・
重
楼
（
高
層
建
築
）
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
（
こ
の
「
石
仏
寺
」
が
、

ひ 
え
ん

雲
岡
石
窟
参
観
の
正
門
入
口
と
な
る
）。

　

た
だ
雲
岡
石
窟
は
、
中
国
北
部
の
塞
外
に
位
置
し
、
し
か
も
こ
う
し
た
仏

教
芸
術
（
石
彫
像
）
は
、
従
来
、
詩
の
題
材
と
し
て
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
詩
跡
と
し
て
の
地
位
は
低
い
が
、
そ
れ
で
も
雲
岡
の
仏
教
遺
産

に
接
し
た
人
々
の
な
か
に
、
荒
廃
し
た
現
状
を
傷
む
詩
が
生
ま
れ
た
。
清
の

 
馮
雲 

ふ
う
う
ん 
驤 
の
「
雲
岡
の
寺
に
題
す
」
詩
な
ど
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
有
名
な

じ
ょ
う

第
二
十
洞
の
露
仏
も
、
本
来
石
窟
内
に
あ
っ
た
も
の
が
、
天
井
と
前
壁
の
崩

　
　
　

� 
雲
岡
石
窟
（
山
西
省
）

（
１
）

星笠�

騙�牋葡
括悒�

騙�牋葡

括悒�

註1
梵宇開金地、香龕鑿鉄囲（全唐詩121）



　41

落
に
よ
っ
て
露
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

古
来
、
国
家
の 
鎮 
め
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
「
五
岳
」
の
一
つ
、「 
北  
岳 
」
に

し
ず 

ほ
く 
が
く

あ
た
る
恒
山
は
、
現
在
の
河
北
省 
曲 

き
ょ
く 

陽 
県
の
西
北
か
ら
山
西
省 
渾
源 
県
の
南

よ
う 

こ
ん
げ
ん

に
延
び
る
、
百
数
十
キ
ロ
の
高
峻
な 
山
脈 
の
名
で
あ
る
。
塞
北
の
第
一
山
と

や
ま
な
み

も
俗
称
さ
れ
る
恒
山
は
、
一
時
期
、
前
漢
の
文
帝
劉
恒
の 
諱 
を
避
け
て
、「
恒
」

い
み
な

と
同
意
の
「
常
山
」
の
名
を
用
い
た
。 
大
茂
山 
の
別
名
も
あ
る
。

だ
い
ぼ
う
さ
ん

　

初
唐
の
李
泰
ら
『
括
地
志
』
巻
二
（
賀
次
君
『
輯
考
』
本
）
に
、「
恒
山
は

定
州 
恒
陽 
県
（
今
の
曲
陽
県
）
の
西
北
百
四
十
里
（
約
七
十
八
キ
ロ
）
に
在

こ
う
よ
う

り
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
現
在
、
恒
山
の
主
峰
と
目
さ
れ
る
「
天
峰
嶺
」（
海

抜
二
〇
一
七
メ
ー
ト
ル
、
渾
源
県
城
の
南
約
六
キ
ロ
）
付
近
か
ら
五
十
キ
ロ

以
上
も
東
南
方
向
に
離
れ
て
い
る
（
今
日
い
う
恒
山
の
範
囲
と
は
、
伸
び
る

方
向
も
異
に
す
る
）。

　

北
岳
恒
山
の
祭
祀
は
、
漢
代
以
降
、
明
代
以
前
に
到
る
間
は
、
ほ
ぼ
定
州

曲
陽
県
（
恒
山
の
東
南
端
）
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
清
初
、 
大
同  
府 
渾
源
州

だ
い
ど
う 
ふ

（
恒
山
の
西
北
端
）
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
塞
外
の
恒
山
が
、
中
原
（
黄

河
中
流
域
）
政
権
の
領
域
外
に
な
っ
た
り
、
元
代
、
北
京
に
遷
都
し
て
以

降
、
従
来
の
曲
陽
の
地
は
、
北
京
の
西
南
に
位
置
し
て
、
北
岳
の
呼
称
に
そ

ぐ
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
と
も
関
連
す
る
。

　

今
日
の
恒
山
（
渾
源
県
の
南
、
恒
山
の
西
北
端
）
を
北
岳
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
明
代
に
始
ま
り
、
清
代
に
定
着
し
た
。
詳
し
く
は
、
安
塞
・

徳 
斌 
「
北
岳
恒
山
」（『
五
岳
史
話
』
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
所
収
）
等
参

ひ
ん

照
。

　

従
っ
て
「
神
よ　
 
安 
く
に
在
り
や
、 
永 
く
我
が
王
国
を 
康 
ら
か
に
せ
よ
」

い
ず 

な
が 

や
す

と
歌
い
収
め
る
唐
の 
賈  
島 
「
北
岳
廟
」
詩
は
、
曲
陽
の
地
の
北
岳
廟
（
宋
・

か 
と
う

元
以
後
の
も
の
が
現
存
）を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
詩
の
一
節
に
は
、

恒
山
の
幽
深
な
神
秘
性
が
、
こ
う
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

巌
巒
畳
万
重　
 
巌
巒 　
 
万 

が
ん
ら
ん 

ば
ん 

重 
ち
ょ
う

を 
畳 
ね

か
さ

　

詭
怪
浩
難
測　
 
詭  
怪 　
 
浩 
と
し
て
測
り
難
し

き 
か
い 

こ
う

―
は
て
し
な
く 
畳 
な
り
あ
う
険
し
い
岩
山
、
そ
の
奇
怪
な
不
可
思
議
さ
は
、

か
さ

ま
こ
と
に
測
り
知
れ
ぬ
―
と
。
ち
な
み
に
、
明
代
（
十
六
世
紀
初
め
）、
渾
源

の
主
峰
「
天
峰
嶺
」
南
面
の
中
腹
に
も
、
朝
殿
（
北
岳
廟
）
が
造
営
さ
れ
た

（
現
存
）。

　

恒
山
は
塞
北
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、詩
跡
と
し
て
定
着
す
る
の
が
遅
れ
、

ほ
ぼ
明
・
清
期
で
あ
っ
た
（
清
の
乾
隆
二
十
八
年
重
刻
『
恒
山
志
』〔
山
西
人

民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
〕
参
照
）。
恒
山
第
一
の
絶
景
は
、�
空
中
の
楼
閣
�

の
よ
う
な
「 
懸
空  
寺 
」
で
あ
る
。
そ
の
名
（
空
に 
懸 
か
る
）
の
よ
う
に
、
主

け
ん
く
う 
じ 

か

峰
「
天
峰
嶺
」
を
前
に
望
む 
翠
屏
山 
の
、
断
崖
絶
壁
上
に
張
り
つ
く
よ
う
に

す
い
へ
い
さ
ん

造
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
「
天
下
の
巨
観
」（
明
末
の
旅
行
家
徐
霞
客
の
語
）
を

 
目 
の
あ
た
り
に
し
た
明
の 
王
湛
初 
は
、「
遊
懸
空
寺
」（
懸
空
寺
に
遊
ぶ
）
詩

ま 

お
う
た
ん
し
ょ

の
な
か
で
、「
誰
か 
鑿 
つ　

高
山
の
石（
の
壁
）を
、 
虚 
を
凌
い
で（
天
空
高
く
）

う
が 

き
ょ

 
梵 ぼん 
宮 （
寺
院
）を
構
ふ
」
と
詠
ん
だ
後
、
こ
う
歌
う
、

き
ゅ
う

　

蜃
楼
疑
海
上　
 
蜃
楼 　

海
上
か
と
疑
ひ

し
ん
ろ
う

　

鳥
道
没
雲
中　

鳥
道　

雲
中
に
没
す

― 
梵  
宮 
は
、
ま
る
で
海
上
に
出
現
す
る
蜃
気
楼
の
よ
う
、
鳥
し
か
通
え
ぬ
険

て 

ら

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

梵
宇
開
金
地
、
香
龕
鑿
鉄
囲
（
全
唐
詩
一
二
一
）

　
　
　

� 
恒　

山
（
山
西
省
）

（
１
）

（
２
）

註1
神兮安在哉、永康我王国（全唐詩571）

註2
誰鑿高山石、凌虚構梵宮（恒山志〔山西人民出版社、1986年〕295頁）
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し
い
絶
壁
に
鑿
た
れ
て
、
雲
の
な
か
に 
没 
ん
で
い
る
―
と
。
寺
は
北
魏
後
期

し
ず

の
創
建
と
さ
れ
、
今
も
な
お
観
光
の
名
所
で
あ
る
。

　

山
西
省
と
陝
西
省
と
の
間
を
切
り
裂
く 
晋
陝 
峡
谷
に
入
っ
た
黄
河
は
、
黄

し
ん
せ
ん

濁
の
激
流
と
化
し
、
西
岳
「 
華  
山 
」
に
向
か
っ
て
一
気
に
南
下
す
る
。
そ
の

か 
ざ
ん

晋
陝
峡
谷
の
終
点
（ 
汾  
河 
の
そ
そ
ぎ
口
付
近
）
に
、
黄
河
第
一
の
険
と
さ
れ

ふ
ん 
が

る
難
所
「
竜
門
」
が
あ
っ
た
。
山
西
省 
河  
津 
市
の
西
北
約
十
二
キ
ロ
（
陝
西

か 
し
ん

省 
韓 
城
市
の
東
北
約
二
十
五
キ
ロ
）
に
位
置
す
る
山
の
名
（
竜
門
山
）
で
あ

か
ん

る
。

　

古
代
、
黄
河
の
奔
流
は
、
こ
の
竜
門
山
に
激
突
し
て
、
天
空
に
ま
で
み
な

ぎ
る
大
洪
水
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
こ
の
惨
状
を
見
か
ね
た
尭
帝
の
命
を

受
け
た 
禹 
（
夏
王
朝
の
始
祖
）
は
、
竜
門
山
を
開
鑿
し
て
治
水
に
成
功
し
た

う

と
い
う
。
北
魏
の 　
 
道
元
『
水
経
注
』
巻
四
に
は
、「
大
禹
（
偉
大
な
禹
）
の

れ
き

 
鑿 
つ
所
。
…
…　

広
さ
八
十
歩
、 
巌
際 
（
岩
上
）
に 
鐫 
の
跡
あ
り
」
と
あ
り
、

う
が 

が
ん
さ
い 

の
み

ほ
と
り
に
は
、
禹
を
祭
る
廟
「 
大  
禹  
祠 
（
大
禹
廟
）」
が
歴
代
置
か
れ
て
き

だ
い 
う 

し

た
。
こ
の
伝
説
か
ら
、
竜
門
は
「
禹
門
」
と
も
い
う
。
ま
た
「
竜
門
口
」「
禹

門 
口 
」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
こ
が
黄
河
の
渡
口
（
渡
し
場
）
で
も
あ
っ
た
た
め

こ
う

で
あ
る
。

　

竜
門
は
、「
登
竜
門
」
の
故
事
で
名
高
い
。　
て
ん

   

（ 
鮪 
と
も
い
い
、
本
来
、
チ

い

ョ
ウ
ザ
メ
を
指
す
が
、
古
く
は 
鯉 
の
一
種
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
）
は
、
晩
春

こ
い

三
月
に
な
る
と
、
黄
河
を
溯
っ
て
竜
門
を
渡
ろ
う
と
し
た
。「
渡
る
を 
得 
れ

う

ば
、
竜
と
為
る
」
と
い
う
（『
水
経
注
』
巻
四
）。
ま
た
辛
氏
『
三
秦
記
』（『
元

和
郡
県
図
志
』
巻
十
二
所
引
）
に
は
、「 
河  
津 
は
、
一
に
竜
門
と
名
づ
く
。
水

か 
し
ん

 
陸 
（
険
？
）
通
ぜ
ず
、 
魚
鼈 
（
魚
や
す
っ
ぽ
ん
）
の 
属 
ひ
は
、
能
く 
上 
る
こ

マ
マ 

ぎ
ょ
べ
つ 

た
ぐ 

の
ぼ

と
莫
し
。
江
海
の
大
魚
の
、
竜
門
の 
下 
に
集
ま
る
も
の
数
千
、
上
る
を
得
ず
。

も
と

上
れ
ば
則
ち
竜
と
為
る
」
と
い
う
。
つ
ま
り
竜
門
の
「
竜
」
は
、
こ
の
伝
説

に
ち
な
み
、「
門
」
は
、
両
岸
の
絶
壁
が
門
の
よ
う
に
見
え
る
た
め
の
命
名
で

あ
る
。

　

後
漢
の
名
流
の
士
、 
李  
膺 
は
、
軽
々
し
く
人
と
会
わ
な
か
っ
た
。
彼
の
と

り 
よ
う

こ
ろ
に
出
入
り
を
許
さ
れ
た
者
は
、
魚
に
た
と
え
て
「
竜
門
に
登
る
」
と
い

っ
た
（『
後
漢
書
』
党
錮
列
伝
〔
李
膺
伝
〕）。
こ
れ
以
降
、「
登
竜
門
」
と
い

う
語
は
、
名
士
の
引
き
立
て
を
受
け
た
り
、
出
世
の
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
を

い
い
、
唐
代
で
は
、
最
難
関
の
「
進
士
科
」（
高
等
文
官
資
格
試
験
）
に
及
第

す
る
こ
と
を
も
指
し
た
。

　

こ
う
し
て
竜
門
は
、
禹
の
治
水
、
急
流
の
景
観
、
登
竜
門
に
ち
な
む
詩
跡

と
な
る
。
晩
唐
の
許
渾
は
、「
晩
登
竜
門
駅
楼
（ 
晩 
に
竜
門
の 
駅
楼 
〔
宿
駅
の

く
れ 

え
き
ろ
う

高
楼
〕
に
登
る
）」
詩
の
な
か
で
、
壮
大
な
景
色
を
、
こ
う
歌
う
、

　

青
嶂
遠
分
従
地
断　
 
青 せい 
嶂 
遠
く
分
か
れ
て　

地
よ
り
断
た
れ

し
ょ
う

　

洪
流
高
瀉
自
天
来　
 
洪 こう 
流 

り
ゅ
う

高
く 
瀉 
ぎ
て　

天
よ
り 
来 
る

そ
そ 

き
た

―
青
い 
嶂 
（
竜
門
山
）
は
、
地
表
か
ら
引
き
裂
か
れ
て 
遠 
か
に
対
峙
す
る
絶

み
ね 

は
る

壁
と
な
り
、
そ
の
間
を 
滔
 々
と
流
れ
る
黄
河
の
奔
流
は
、
ま
る
で
大
空
か
ら

と
う
と
う

流
れ
下
る
か
の
よ
う
だ
―
と
。

　

そ
し
て
「
魚
、
竜
と
化
す
」
伝
説
を
歌
っ
た
の
ち
、
知
遇
者
を
欠
く
わ
が

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

神
兮
安
在
哉
、
永
康
我
王
国
（
全
唐
詩
五
七
一
）

（
２
）　

誰
鑿
高
山
石
、
凌
虚
構
梵
宮
（
恒
山
志
〔
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
〕

二
九
五
頁
）

　
　
　

� 
竜　

門
（
山
西
省
）

（
１
）

邪驪�

鯵羶�

註1
全唐詩534。
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身
の
不
遇
感
を
嘆
く
、「
心
に 
膺
門 
（
李
膺
の
登
竜
門
の
故
事
）
に
感
じ
て　

よ
う
も
ん

 
身 

み
づ
か

ら 
此 
に 
過 
り
、
晩
山
（
夕
暮
れ
の
山
）
の
秋
樹
（
の
も
と
）　

独
り
徘
徊
す

こ
こ 

よ
ぎ

（
さ
ま
よ
う
）」
と
。

　

詩
跡
「
竜
門
」
は
、
以
後
も
歌
い
つ
が
れ
る
。
明
の
薛　
    

「
禹
門
」
詩
は
、

せ
つ
せ
ん

ま
ず
黄
河
の
奔
流
を
歌
い
、
次
の
よ
う
に
歌
い
収
め
た
。

　

更
欲
登
臨
窮
勝
景　

更
に
登
臨
し
て
勝
景
を
窮
め
ん
と
欲
す
る
も

　

却
愁
咫
尺
会
風
雷　

却
つ
て
愁
ふ　
 
咫  
尺 
に　
 
風
雷 
に
会
ふ
を

し 
せ
き 

ふ
う
ら
い

―
さ
ら
に
高
み
に
登
っ
て
竜
門
の
絶
景
を
一
望
の
も
と
に
見
き
わ
め
た
く
思

う
一
方
、
ま
た
心
配
に
も
な
る
、
荒
れ
狂
う
風
や
雷
の
よ
う
な 
怒  
涛 
の
音

ど 
と
う

が
、
間
近
に
迫
り
く
る
の
が
―
と
。
お
そ
ら
く
結
句
は
、
激
動
す
る
国
家
の

行
く
末
に
対
す
る
作
者
の
憂
慮
を
も
内
在
し
て
い
よ
う
。

　

泉
城
（
泉
の 
城 
）
と
呼
ば
れ
る 
済
南 
市
（
省
都
）
は
、
南
郊
外
の
石
灰
岩

ま
ち 

せ
い
な
ん

の
山
地
を
水
源
と
す
る
豊
か
な
伏
流
水
に
め
ぐ
ま
れ
、
清
ら
か
な
泉
が
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
湧
き
で
て
い
る
。
北
宋
の 
曽 そう 
鞏 
は
、「
斉
（
済
南
）
は
甘
泉
多

き
ょ
う

く
、
天
下
に
冠
た
り
」（「
斉
州
二
堂
記
」）
と
た
た
え
、
十
二
世
紀
の
金
代
以

後
、
七
十
二
泉
と
総
称
さ
れ
る
。

　

現
在
の
四
大
泉
群
は
、 　

突
泉 
・
黒
虎
泉
・ 
珍
珠
泉 
・
五
竜 
潭 
で
あ
る
が
、

ほ
う
と
つ
せ
ん 

ち
ん
じ
ゅ
せ
ん 

た
ん

な
か
で
も　

突
泉
こ
そ
、
七
十
二
泉
の
第
一
で
あ
っ
た
。　

突
と
は
、
ぶ
く

ぶ
く
と
勢
い
よ
く
噴
出
す
る
水
音
の
擬
声
語
で
あ
ろ
う
。
別
名
は 
檻
泉 
（
盛

か
ん
せ
ん

ん
に
湧
き
出
る
泉
の
意
。『
詩
経
』
大
雅
「 
瞻 せん 　
 
」
詩
に
も
と
づ
く
）・

ぎ
ょ
う

 
爆 ばく 
流 

り
ゅ
う

（ 
泉 
）。「
済
南
の
名
泉
は
七
十
二
、
爆
流
を
上
（
第
一
）
と
為
す
」
と
は
、

せ
ん

『
大
明
一
統
志
』
巻
二
十
二
の
説
で
あ
る
。

　

市
内
の
西
南
に
位
置
す
る　

突
泉
は
、　
 
水

    

の
水
源
で
あ
り
、
早
く
も
北

ら
く
す
い

魏
の 　
 
道
元
『
水
経
注
』
巻
八
の
な
か
に
、「
泉
源
は
上
奮
（
噴
出
）
し
、
水

れ
き

の 
涌 
く
こ
と　
 
輪 
の
ご
と
し
」と
記
さ
れ
て
い
る
。　

突
泉
の
名
の
初
出
は
、

わ 

わ

当
地
の
知
事
に
着
任
し
た
著
名
な
文
章
家
曽
鞏
の
詩
文
ら
し
い
。 
煕  
寧 
六
年

き 
ね
い

（
一
〇
七
三
）
に
成
る
「
斉
州
二
堂
記
」
の
中
に
、「 
泉 
有
り
て
湧
き
出
で
、

い
づ
み

高
さ
は
或
い
は
数
尺
（
一
尺
は
約
三
〇
セ
ン
チ
）
に
至
り
、
そ
の 
旁 
ら
の
人
、

か
た
は

こ
れ
を
名
づ
け
て
『　

突 
之 
泉
』
と
曰
ふ
」
と
あ
る
。
彼
は
ま
た
「　

突
泉
」

の

詩
を
も
作
り
、「 
已 
に
覚
ゆ　

路
傍
を 
行 
け
ば
（
く
っ
き
り
と
姿
を
映
し
て
）

す
で 

あ
る

 
鑑 

か
が
み

に
似
た
る
を
、最
も
憐
む（
愛
す
る
）　

沙
際
に 
涌 
い
て 
輪 
の
ご
と
き
を
」と

わ 

わ

歌
う
。

　

北
宋
時
代
、
こ
の
名
泉
は 
趙 

ち
ょ
う 

抃 
や
蘇
轍
ら
に
よ
っ
て
も
詠
ま
れ
、
し
だ
い

べ
ん

に
著
名
な
詩
跡
と
な
る
。
な
か
で
も
名
篇
と
し
て
知
ら
れ
る
元
の 
趙 

ち
ょ
う 

孟  　
 

も
う 
ふ

「　

突
泉
」
の
一
節
に
は
、
こ
の
名
泉
の
奇
景
が
、
済
南
を
代
表
す
る
二
つ

の
名
勝
と
と
も
に
、
こ
う
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

雲
霧
潤
蒸
華
不
注　

雲
霧
の
潤
ひ
は 
蒸 
す　
 
華  
不 

む 

か 

ふ 
注 

ち
ゅ
う

　

波
濤
声
震
大
明
湖　
 
波  
濤 
の
声
は 
震 
は
す　
 
大
明  
湖 

は 
と
う 

ふ
る 

た
い
め
い 
こ

―
泉
か
ら
盛
ん
に
立
ち
の
ぼ
る 
雲  
霧 
の
潤
い
は
、（
市
の
東
北
約
七
キ
ロ
の
名

も 

や

山
）
華
不
注
山
を
し
っ
と
り
と
つ
つ
み
こ
み
、
噴
出
す
る
激
し
い
水
音
は
、

（
市
内
西
北
部
の
秀
麗
な
湖
） 
大
明  
湖 
さ
え
も
震
わ
す
ほ
ど
―
と
。

た
い
め
い 
こ

　

現
在
、　

突
泉
付
近
は
、
美
し
い
公
園
と
な
る
。
泉
群
の
一
つ
、 
漱 そう 
玉 

ぎ
ょ
く 
泉 せん

（
２
）

（
３
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

全
唐
詩
五
三
四
。

（
２
）　
（
１
）と
同
じ
。
心
感
膺
門
身
過
此
、
晩
山
秋
樹
独
徘
徊
。

（
３
）　

詠
晋
詩
選
一
五
〇
頁
（
姚
奠
中
主
編
、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

　
　
　

� 　
　
　
（
山
東
省
）

（
１
）

（
２
）

珠喧�

路
突
泉�

灼�

路灼

路灼

路灼

卯�
激轢�

路灼�

邪驪�

路灼

路灼

路灼�

路灼

誂誂風�瀬�

路灼

註1
44P　註（1）を参照

註2
詠魯詩選注75頁（山東社会科学院語言文学研究所主編、山東人民出版社、1983年）
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の
あ
た
り
は
、
か
つ
て
宋
の
女
流
詞
人
李
清
照
の
旧
居
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
と

さ
れ
る
。
ま
た
公
園
内
の
東
南
区
の 
滄
園 
は
、
わ
が
国
で
愛
読
さ
れ
た
『
唐

そ
う
え
ん

詩
選
』
の
編
者
？
、
明
の
著
名
な
詩
人
李
攀
竜
が
、
若
い
こ
ろ
読
書
し
た
場

所
と
伝
え
て
い
る
。

　

渤
海
湾
に
の
ぞ
む
山
東
半
島
の
北
端
に
位
置
す
る 　
　
 
市
、
そ
の
北
約
一

ほ
う
ら
い

キ
ロ
の 
丹
崖
山 
の
頂
き
に
あ
る
眺
望 
絶  
佳 
の 
楼
閣 
（
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
）

た
ん
が
い
さ
ん 

ぜ
っ 
か 

た
か
ど
の

の
名
。
登
州　
　

県
の
名
は
、
昔
、
前
漢
の
武
帝
が
こ
こ
か
ら
海
中
の　
　

山
（
東
海
中
の
三
仙
山
の
一
）
を 
望 
め
た
た
め
の
命
名
と
い
う
（『
太
平
寰
宇

な
が

記
』巻
二
十
）。
こ
の
伝
承
は
、
よ
り
古
く
秦
の
始
皇
帝
が
仙
薬
を
求
め
た
話

に
も
連
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
こ
が
「 
海  
市  
蜃
楼 
」、
い
わ
ゆ
る
蜃
気
楼
の
奇
観

か
い 
し 
し
ん
ろ
う

で
有
名
な
場
所
だ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。

　

北
宋
の
蘇
軾
は
元
豊
八
年
（
一
〇
八
五
）
の
冬
、
登
州
の
知
事
と
な
っ
た

が
、
わ
ず
か
五
日
後
に
は
中
央
に
呼
び
も
ど
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ぜ
ひ

と
も
こ
の
奇
観
を
見
た
く
海
神
（
竜
王
）
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
は
現

れ
が
た
い
冬
な
の
に
、
翌
日
見
る
こ
と
が
で
き
た
（
蜃
気
楼
の
発
生
は
一
般

に
春
と
夏
）。
そ
の
感
激
を
「 
海  
市 
」
詩
の
中
で
、
こ
う
歌
っ
た
。

か
い 
し

　

重
楼
翠
阜
出
霜
暁　
 
重 

ち
ょ
う 
楼 　
 
翠  
阜 　
 
霜 

ろ
う 

す
い 
ふ 

そ
う 
暁 

ぎ
ょ
う

に 
出 
で
い

　

異
事
驚
倒
百
歳
翁　

異
事　

百
歳
の 
翁 
を
驚
倒
せ
し
む

お
き
な

―
重
な
り
あ
う 
高
楼 
と

た
か
ど
の

 
翠 
の
台
地
が
、
霜
お
く
冬
（
の
海
上
）
に
出
現
し
た
。

み
ど
り

こ
の
意
外
な
事
態
に
、
百
歳
の
老
人
さ
え
も
驚
き
あ
き
れ
る
始
末
―
と
。

　
　
　

閣
の
創
建
は
北
宋
時
代
で
あ
る
。
元
の 
于  
欽 
『 
斉 

う 
き
ん 

せ
い 
乗 
』
巻
五
に
は
、

じ
ょ
う

「 
本 
と
海
神
廟
の

も

 
基 
（
土
台
）。
宋
の
治
平
中
（
一
〇
六
四
―
六
七
）、
郡
守

も
と
ゐ

の
朱
処
約
、
そ
の
地 
太 
だ
高
峻
な
る
を
以
て
、
廟
を
移
し
、
西
の
か
た
平
地

は
な
は

に
置
き
、 
此 
に
（　
　

） 
閣 
を
建
つ
。

こ
こ 

か
く

 
実 
に
山
海
登
眺
の

ま
こ
と

 
勝 

し
ょ
う 

概 
（
景
勝
地
）

が
い

 
為 
り
。
…
…　

古
今
の
題
詠

た

 
甚 
だ
多
し
」
と
記
す
。

は
な
は

　

た
だ
創
建
者
で
あ
る
朱
処
約
の
「　
　

閣
記
」（ 
于 
国
俊
ほ
か
選
注
『　
　

う

歴
代
詩
文
選
』
山
東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
創
建

は 
嘉  
祐 
六
年
（
一
〇
六
一
）、
こ
の
地
こ
そ
「
治
世
（
泰
平
の
世
）
の　
　

か 
ゆ
う

（
仙
境
）
な
り
」
の
意
味
を
こ
め
て
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。『
斉
乗
』
の

「
治
平
」
は
、
嘉
祐
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

北
宋
の 
趙 

ち
ょ
う 
抃 
は
「 
孔
憲 
の　
　

閣
に 
次  
韻 
す
」
詩
の
中
で
、「 
山
巓 
の
危
構

べ
ん 

こ
う
け
ん 

じ 
い
ん 

さ
ん
て
ん

（
山
頂
の
高
楼
）
は　
（
神
仙
の
島
）　
　

に 
傍 
ひ
、
水
閣　

風 
長 
か
に
し
て

そ 

は
る

 
此 
は
快
き
か
な
」
と
絶
讃
す
る
。
ま
た
清
の 
甘
国
璧 
「　
　

閣
に
登
る
」
詩

こ
こ 

か
ん
こ
く
へ
き

に
も
、
楼
中
の
快
適
な
涼
し
さ
が
、「 
面 
を 
撲 
つ
涼
風
は　

天
外
よ
り
至
り
、

か
ほ 

う

人
に 
宜 
し
き
爽
気
は
、
座
中
に
浮
か
ぶ
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

よ
ろ

　

ち
な
み
に
、
現
存
す
る　
　

閣
の
そ
ば
に
は
、
竜
王
宮
、
三
清
殿
、 
呂  
祖 

り
ょ 
そ

殿
、
蘇
公
祠
な
ど
の
建
物
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

已
覚
路
傍
行
似
鑑
、
最
憐
沙
際
涌
如
輪
（
南
豊
先
生
元
豊
類　

七
）

（
２
）　

詠
魯
詩
選
注
七
十
五
頁
（
山
東
社
会
科
学
院
語
言
文
学
研
究
所
主
編
、
山
東

人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）

　
　
　

� 　
　

閣
（
山
東
省
）

（
１
）

（
２
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

蘇
軾
詩
集
二
六
（
孔
凡
礼
点
校
、
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）

（
２
）　

趙
抃
「
次
韻
孔
憲　
　

閣
」
山
巓
危
構
傍　
　

、
水
閣
風
長
此
快
哉
（
清
献

詩
鈔
〔
宋
詩
鈔
〕）

（
３
）

藁�楽�疉

來�

蓬
莱來�

蓬
莱

來�
蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱來�

蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱
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斉  
魯 
の
地
（
山
東
省
）
を
代
表
す
る
聖
な
る
山
、
泰
山
の
東
南
に
位
置
す

せ
い 
ろ

る
、
海
抜
一
〇
二
七
メ
ー
ト
ル
の
名
山
の
名
。 
泰
安 
市
街
を
は
さ
ん
で
斜
め

た
い
あ
ん

に 
対  
峙 
し
、
徂
来�
山
と
も
書
き
、 
尤  　

山 
と
も
い
う
。
古
来
、
美
し
い
松
の

た
い 
じ 

ゆ
う 
ら
い
さ
ん

茂
る
山
で
あ
り
（『
水
経
注
』
巻
二
十
四
）、『
詩
経
』
魯
頌
「 　
 ひ 
宮 
」
の
中
に

き
ゅ
う

「 
徂  
来 
の 
松 
」
と
歌
わ
れ
て
以
後
、

そ 
ら
い 

ま
つ

 
棟 
や
梁
の
材
を
生
む
大
山
の
イ
メ
ー
ジ

む
な
ぎ

を
も
つ
。

　
 
徂  
徠
山 
は
ま
た
、
唐
の
李
白
が 
孔
巣  
父 
・ 
韓 

そ 
ら
い
さ
ん 

こ
う
そ
う 
ほ 

か
ん 
準 

じ
ゅ
ん

ら
と
と
も
に
隠
棲
し
て 
沈 ちん

 
飲 
（
酒
び
た
り
）
の
日
々
を
す
ご
し
、「 
竹  
渓 
の 
六
逸 
（
六
人
の
隠
者
）」
と

い
ん 

ち
く 
け
い 

ろ
く
い
つ

呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
天
宝
四
載
（
七
四
五
）、
李
白
は
「
魯
郡

東
石
門
送
杜
二
甫
」（ 
魯  
郡 
〔 　
 

ろ 
ぐ
ん 

え
ん 
州 
市
〕
の

し
ゅ
う

 
東 

ひ
が
し

の 
石
門 
〔 
泗  
水 
の
石
堤
〕
に

せ
き
も
ん 

し 
す
い

て 
杜  
二  
甫 
を
送
る
）
詩
の
中
で
、
年
下
の
友
人
杜
甫
と
の
永
遠
の
別
れ
と
な

と 

じ 

ほ

る
場
面
を
、
こ
う
歌
っ
た
。

　

秋
波
落
泗
水　

秋
波　
 
泗  
水 
に
落
ち

し 
す
い

　

海
色
明
徂
徠　

海
色　

徂
徠
に
明
ら
か
な
り

―
秋
の
澄
ん
だ
川
波
が
、
水
か
さ
の
落
ち
た
泗
水
（
山
東
省
中
部
の
川
）
の

 
水
面 
に
低
く
ゆ
れ
、
は
る
か
な
東
海
の
輝
き
が
、
徂
徠
山
の
姿
を
明
る
く
浮

み
の
も

き
た
た
せ
る
―
と
。

　

徂
徠 
山  
下 
は
、
北
宋
の
剛
直
な
思
想
家 
石
介 
が
一
時
隠
棲
し
て
、
人
間
形

さ
ん 
か 

せ
き
か
い

成
を
重
視
す
る
教
育
を
行
な
い
、
徂
徠
先
生
と
尊
称
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
清
初
の 
王  
士  　
 
は
、「
徂
徠
山
下
の
田
家
（
農
家
）」
と
い
う
詩
の
中
で
、

お
う 
し 
し
ん

清
幽
な
自
然
を
、「 
空
翠 
の 
裏 
（
緑
し
た
た
る
山
気
の
中
）
を
行
き
行
け
ば
、

く
う
す
い 

う
ち

 
明
晦 　

更
に

め
い
か
い

 
姿 

す
が
た

多
し
（
急
に
明
る
く
な
っ
た
り 
晦 
っ
た
り
し
て
、
景
色
は
い

か
げ

っ
そ
う
豊
か
な
表
情
を
見
せ
る
）」
と
た
た
え
、
将
来
、
当
地
に
帰
隠
し
た
い

願
望
を
、
表
白
す
る
。
さ
ら
に
「
徂
徠
懐
古
二
首
」
を
作
り
、
李
白
や
孔
巣

父
、
そ
し
て
石
介
の
生
き
方
を
追
慕
し
た
。

　

北
宋
の 
西
京 
「
河
南
府
」（
今
の
洛
陽
市
）
は
、
高
い
学
術
文
化
と
美
し
い

せ
い
け
い

庭
園
に
彩
ら
れ
た
閑
静
な
副
都
で
あ
っ
た
。 
安
楽  
窩 
と
は
、
壮
大
な
無
限
循

あ
ん
ら
く 
か

環
の
歴
史
哲
学
を
作
り
あ
げ
た
特
異
な
思
想
家 
邵 

し
ょ
う 

雍 
（
康
節
先
生
）
が
、
た

よ
う

び
重
な
る
仕
官
の
要
請
を
拒
絶
し
て
、
市
井
の
一
隠
者
と
し
て
暮
ら
し
た
住

居
の
名
で
あ
る
（
窩
は
穴
・
巣
の
意
）。
洛
陽
第
一
の
名
勝
「 
天
津 

て
ん
し
ん 

橋 
」
の
南

き
ょ
う

に
位
置
す
る「 
尚 

し
ょ
う 
善
坊 
」内
の
東
に
あ
っ
た
（
植
木
久
行
「
洛
都
の
名
刹
『
天

ぜ
ん
ぼ
う

宮
寺
』
を
め
ぐ
っ
て
―
邵
雍
『
安
楽
窩
』
位
置
再
考
―
」〔『
東
方
』
七
四

（
一
九
八
七
年
五
月
号
）〕
参
照
）。
現
在
の 
洛  
河 
（
洛
水
）
南
岸
の
安
楽

ら
く 
が

（
窩
）
村
付
近
で
あ
る
（
こ
こ
に
は
、
邵
雍
祠
が
建
つ
）。

　

北
宋
の 
嘉  
祐 
七
年
（
一
〇
六
二
）、 
河  
南  
府  
尹 
の 
王
宣  
徽 
は
、
邵
雍
の
た
め

か 
ゆ
う 

か 
な
ん 
ふ 
い
ん 

お
う
せ
ん 
き

に
、
五
代
の
節
度
使 
安
審  　
 
の
旧
宅
あ
と
に
、
廃
屋
材
を
利
用
し
た
三
十 
間 

あ
ん
し
ん 
き 

け
ん

　
　
　

� 
徂
徠
山
（
山
東
省
）

（
１
）（

２
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

徂
来
之
松
。

（
２
）　

全
唐
詩
一
七
六
。

（
３
）　

王
士　

「
徂
徠
山
下
田
家
」
行
行
空
翠
裏
、
明
晦
更
多
姿
（
漁
洋
山
人
精
華

録
六
）

　
　
　

� 
安
楽
窩
・
独
楽
園
（
河
南
省
）

（
３
）

悶樒�

兌�交�

禮愼�

禮愼�

珠崎

（
３
）　

甘
国
璧
「
登　
　

閣
」
撲
面
涼
風
天
外
至
、
宜
人
爽
気
座
中
浮
（　
　

歴
代

詩
文
選
〔
山
東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
〕
九
十
九
頁
）

來�莱

來�

蓬
莱

來�

蓬
莱



46　

の
家
屋
を
作
っ
て
あ
げ
た
。
邵
雍
は
、
こ
の
家
を
安
楽
窩
と
名
づ
け
、
安
楽

先
生
と
自
称
す
る
。
後
に
そ
の
敷
地
が
売
り
に
出
さ
れ
る
と
、
今
度
は
邵
雍

の
高
潔
な
人
格
と
深
い
学
識
を
敬
愛
す
る 
司  
馬  
光 
や 
富  
弼 
ら
が
、
お
金
を
集

し 

ば 
こ
う 

ふ 
ひ
つ

め
て
貧
し
い
彼
に
買
い
与
え
た
。
邵
雍
は
こ
の
安
楽
窩
の
な
か
で
、
生
き
る

歓
び
と
、
巨
視
的
な
史
観
に
支
え
ら
れ
た
泰
平
意
識
を
歌
い
あ
げ
る
。
彼
の

「 
閑
適 
の 
吟 
」
に
い
う
、「
春
に
は
洛
城
の
花
（
牡
丹
）
を 
看 
、
秋
に
は
天
津

か
ん
て
き 

う
た 

み

の
月
を 
翫 
づ
。
夏
に
は 
嵩
岑 
（
嵩
山
の 
岑 
）
の
風
に
（
襟
を
） 
披 
き
、
冬
に

め 

す
う
し
ん 

み
ね 

ひ
ら

は
竜
山
（
南
郊
の
竜
門
山
）
の
雪
を 
賞 
づ
」
と
。

め

　

ま
た
彼
の
「
懶
起
吟
（ 
起 
く
る
に

お

 
懶 

も
の
う

き
の 
吟 
）」（「
安
楽
窩
」
と
も
題
す

う
た

る
）
に
は
、
悠
悠
自
適
の
一
こ
ま
が
、
こ
う
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

半
記
不
記
夢
覚
後　

半
ば 
記 
し　
 
記 
せ
ざ
る
は　

夢 
覚 
め
し 
後 

き 

き 

さ 

の
ち

　

似
愁
無
愁
情
倦
時　

愁
ひ
に
似
て　

愁
ひ 
無 
き
は　

な

 
情 

じ
ょ
う 
倦 
み
し
時

う

　

擁
衾
側
臥
未　

起　
 
衾 
を 
擁 
し
て 
側  
臥 
し　
 
未 
だ
起
く
る
を 　
 
は
ず

き
ん 

よ
う 

そ
く 
が 

い
ま 

ね
が

　

簾
外
落
花
撩
乱
飛　

簾
外
の
落
花　
 
撩 

り
ょ
う 
乱 
と
し
て
飛
ぶ

ら
ん

―
い
く
ら
か
お
ぼ
え
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
全
く
お
ぼ
え
て
い
な
い
よ
う

で
も
あ
る
の
は
、
ふ
と
ま
ど
ろ
ん
だ
夢
か
ら
さ
め
た
直
後
。
悲
し
い
よ
う
で

も
あ
り
、
悲
し
く
な
い
よ
う
で
も
あ
る
の
は
、
も
の
う
い 
倦
怠
感 
が
胸
中
に

け
ん
た
い
か
ん

ひ
ろ
が
る
と
き
。
か
け
ぶ
と
ん
を
か
ぶ
り
、
横
む
き
に
寝
た
ま
ま
、
ま
だ
起

き
た
く
な
い
。
す
だ
れ
の
外
で
は
、
は
ら
は
ら
と
散
り
ゆ
く
花
び
ら
が
、
春

風
に
の
っ
て
乱
れ
飛
ん
で
い
る
―
。

　
「
天
下
の
名
園　

洛
陽
を
重
ん
ず
」
と
は
、
邵
雍
「
春
遊
」
詩
中
の
言
葉
で

あ
る
。
花
の
王
「
牡
丹
」
に
彩
ら
れ
た
洛
陽
の
名
園
は
、 
伊  
水 
の
清
流
を
引

い 
す
い

き
入
れ
た
城
内
の
東
南
部
（
洛
水
の
南
）
に
集
中
し
、
唐
代
後
半
の
庭
園
を

踏
襲
・
発
展
さ
せ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
最
も
簡
素
と
評
さ
れ
た

の
が
、
王
安
石
の
新
法
に
強
く
反
対
し
て
、
洛
陽
に
閑
職
を
得
て
移
り
住
ん

だ
名
臣 
司  
馬  
光 
の
住
む
私
宅
の
庭
園
「
独
楽
園
」
で
あ
る
。
唐
代
、
白
居
易

し 

ば 
こ
う

の
住
ん
だ 
履  
道  
里 
の
西
北
隣
「 
尊
賢
坊 
」
内
の
北
に
あ
っ
た
（
洛
河
の
南
の

り 
ど
う 
り 

そ
ん
け
ん
ぼ
う

 
軍
屯
村 
付
近
）。

ぐ
ん
と
ん
そ
ん

　

独
楽
園
は
、
読
書
堂
・
釣
魚
庵
・ 
采
薬  
圃 
・
見
山
堂
・ 
弄
水
軒 
・
種
竹
斎
・

さ
い
や
く 
ほ 

ろ
う
す
い
け
ん

 
澆 

ぎ
ょ
う 
花  
亭 
か
ら
成
り
、
司
馬
光
み
ず
か
ら
「
独
楽
園
の
記
」
を
書
い
て
、
閑
居

か 
て
い

す
る
日
常
を
こ
う
記
す
。「 
迂  
叟 
（
司
馬
光
自
身
の
号
）、
平
日
多
く
堂
中
に

う 
そ
う

 
処 
り
て
書
を
読
む
。
…
…　

を

 
志 
倦
み

こ
こ
ろ

 
体 

か
ら
だ

疲
る
れ
ば
、
則
ち 
竿 
を
投
じ
て
魚
を

さ
を

取
り
、 
衽 
（
着
物
の
す
そ
）
を 
執 
つ
て
薬
（
薬
草
）
を 
采 
り
、 
渠 
を
決
し
て

じ
ん 

と 

と 

き
ょ

（
水
路
を
切
り
開
い
て
）
花
に 
灌 
ぎ
、 
斧 
を 
操 
つ
て
竹
を 
剖 
き
、
熱
（
熱
い

そ
そ 

を
の 

と 

さ

手
）
を 
濯 
つ
て
水
を 
盥 
ぎ
、
高
き
に
臨
ん
で
目
を

あ
ら 

そ
そ

 
縦 
に
す
。
逍
遥

ほ
し
い
ま
ま

 　
 　
し
ょ
う   

（
目

よ
う

的
も
な
く
そ
ぞ
ろ
歩
く
こ
と
）、
惟
だ 
意 

こ
こ
ろ

の 
適 
ふ
所
の
ま
ま
な
り
。

か
な

明
月 
時 とき

に
至
り
、
清
風 
自 

お
の
づ
か

ら 
来 
る
。
行
く
も 
牽 
く
所 
無 
く
、 
止 
ま
る
も 　
 
む
る
所
無

き
た 

ひ 

な 

と
ど 

と
ど

し
（
独
立
独
歩
の
さ
ま
）」
と
。

　

北
宋
第
一
の
文
人
蘇
軾
は
、「
司
馬 
君
実 
（
君
実
は
司
馬
光
の

く
ん
じ
つ

 
字 
）
の
独
楽

あ
ざ
な

園
」（
一
〇
七
七
年
の
作
）
詩
の
中
で
、
園
内
の
風
光
と
彼
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
、
こ
う
歌
う
、「
青
山　

屋
上
に 
在 
り
（
見
え
）、
流
水
（
伊
水
の
清
流
）　

あ

屋
下
に
在
り
。 
中 
に 
五  
畝 
の
園
（
庭
園
）
有
り
て
、
花
竹 
秀 
で
て 
野 
な
り

う
ち 

ご 

ほ 

ひ
い 

や

（
美
し
く
茂
り
あ
っ
て
野
趣
に
富
む
）。
花
の 
香 　

か
を
り

 
杖 　

じ
ょ
う 

く

   

（
歩
く
人
の 
杖 
や

つ
え

 　
 
）
を
襲
ひ
、
竹
の
色　
 
盞  　
 
を 
侵 
す
（
酒
杯
の
中
に
入
り
こ
む
）。
樽
酒　

く
つ 

さ
ん 
か 

を
か

余
春
を
楽
し
み
、 
棊 き 
局 
（
碁
を
し
て
）　

長
夏
を
消
す
」
云
々
と
。

き
ょ
く

　

司
馬
光
自
身
も
ま
た
、
静
か
な
園
内
の
様
子
を
、「 
小 

し
ょ
う 
院 
（
小
さ
な 
院 
）　

い
ん 

に
わ

 
地  
偏 
（ 
辺  
鄙 
）
に
し
て　
 
人 
到
ら
ず
、
満
庭
の

ち 
へ
ん 

へ
ん 
ぴ 

ひ
と

 
鳥 

ち
ょ
う 
迹 
（
小
鳥
の
足
あ
と
）　
 
蒼 

せ
き 

そ
う

 
苔 
（
青
ご
け
）
に 
印 
す
」（「
夏
日 
西  
斎 
書
事
」
詩
）
と
歌
う
。
そ
し
て
劉 
恕 

た
い 

い
ん 

せ
い 
さ
い 

じ
ょ

や 
范  
祖  
禹 
ら
の
協
力
を
得
て
、
不
朽
の
名
著
『
資
治
通
鑑
』（
編
年
体
の
歴
史

は
ん 
そ 

う

書
）
二
九
四
巻
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

（
３
）

（
４
）

（
１
）

（
２
）

（
５
）

快坎�

快坎�

彼淌�
往洋�

拐泥

履鏤�

嚴斗�亮�

履鏤�

註1
「閑適吟」春看洛城花、秋翫天津月。夏披嵩岑風、冬賞竜山雪（伊川撃壌集12）

註2
伊川撃壌集10

註3
「春遊」五首其四、天下名園重洛陽（伊川撃壌集二）

註5
「夏日西斎書事」小院地偏人不到、満庭鳥迹印蒼苔（温国文正〔司馬〕公文集6）

註4
47P　註（4）を参照
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ま
さ
に
独
楽
園
は
、
前
述
の
安
楽
窩
と
と
も
に
、
北
宋
の
西
京
（
洛
陽
）

の
卓
越
し
た
学
術
文
化
を
物
語
る
場
所
と
し
て
、
必
ず
思
い
起
こ
さ
れ
る
詩

跡
で
あ
っ
た
。

　

一
六
〇
年
あ
ま
り
続
い
た
北
宋
の
都
「 
東  
京 
・ 
開
封  
府 
」（ 　
  
京 
と
も
い

と
う 
け
い 

か
い
ほ
う 
ふ 

べ
ん 
け
い

う
。
今
の
開
封
市
）
は
、
黄
河
中
流
の
華
北
平
原
に
位
置
す
る
。
毎
年
「 　
 べん

 
河 
」
を
通
し
て
江
南
か
ら
運
び
こ
ま
れ
る
数
百
万
石
の
穀
物
、
そ
の
不
断
の

が供
給
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
、
人
口
一
五
〇
万
前
後
を
か
か
え
る
巨
大
な
都

城
で
あ
っ
た
。

　
「 
大  
内 
」（
宮
城
〔
皇
城
〕、
周
五
里
〔
二
・
五
キ
ロ
強
〕、
唐
後
期
の　

州

だ
い 
な
い

城
内
の 
子 し 
城 

じ
ょ
う

〔
宣
武
軍
節
度
使
の
幕
府
〕）・ 
内 ない 
城 
（
裏
城
〔
旧
城
〕、
周
二

じ
ょ
う

十
里
余
〔
約
十
一
キ
ロ
〕、
唐
後
期
の　

州
城
の
外
城
〔 
羅 ら 
城 

じ
ょ
う

〕）・ 
外 がい 
城 
（
新

じ
ょ
う

城
〔
国
城
〕、
周
五
十
里
余
〔
約
二
十
八
キ
ロ
〕）
か
ら
成
り
、
都
城
の
生
命

線
た
る　

河
が
「
内
城
」
内
を
東
西
に
貫
い
て
い
た
。

　

大
内
の
南
正
門
「 
宣
徳
門 
」・
内
城
の
南
正
門
「 
朱  
雀
門 
」・
外
城
の
南
正

せ
ん
と
く
も
ん 

す 
ざ
く
も
ん

門
「 
南  
薫  
門 
」
を
結
ぶ
、
幅
「
二
百
余
歩
（
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）」（
南
宋

な
ん 
く
ん 
も
ん

初
め
の
孟
元
老
『
東
京
夢
華
録
』
巻
二
）
の
、
南
北
に
直
進
す
る
都
大
路
が
、

都
城
の
中
心
街
「 
御
街 
」（
御
路
）
で
あ
り
、
春
夏
の
こ
ろ
に
は
、 
御
溝 
の
蓮

ぎ
ょ
が
い 

ぎ
ょ
こ
う

の
花
や
、
街
路
樹
（
桃
・ 
李 
・
梨
・
杏
）
の
花
に
美
し
く
彩
ら
れ
た
（
ほ
ぼ

す
も
も

今
の
中
山
路
に
あ
た
る
。）

　
 
州
橋 
と
は
、「
内
城
」
内
の
ほ
ぼ
中
間
、　

河
に
架
か
る
、
御
街
上
の
重
要

し
ゅ
う
き
ょ
う

な
橋
の
名
で
あ
る（
宣
徳
門
↓
州
橋
↓
朱
雀
門
と
な
る
）。橋
の
東
北
に
は
、名

刹
「 
相 

し
ょ
う 

国  
寺 
」（
現
存
）
が
あ
っ
た
。
州
橋
や
相
国
寺
付
近
は
、
都
を
代
表

こ
く 
じ

す
る
繁
華
街
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
州
橋
の 
夜  
市 
（
商
店
の
夜
間
営
業
）」
は

や 

し

有
名
で
あ
る
。

　

州
橋
は
「 
天
漢 

て
ん
か
ん 
橋 

き
ょ
う

」「 
天
津 

て
ん
し
ん 
橋 
」
と
も
呼
び
、
そ
の
前
身
は
、
中
唐
期
（
七

き
ょ
う

八
〇
年
代
）
に
造
ら
れ
た
「　

州
橋
」
ら
し
い
。
北
宋
の
都
の
繁
昌
記
『 
東 とう

 
京  
夢  
華  
録 
』
巻
一
、
河
道
に
よ
れ
ば
、
平
底
船
だ
け
が
下
を
通
行
で
き
る
、

け
い 
む 

か 
ろ
く

低
く
平
ら
な
石
橋
で
あ
っ
た
。
橋
脚
は
青
石
で
造
ら
れ
、
石
の 
梁 
や

は
し
げ
た

 
楯
欄 
も

て
す
り

あ
っ
て
、
石
を 
畳 
ね
た
両
岸
に
は
、
海
馬
・
水
獣
・
飛
雲
な
ど
が
彫
ら
れ
て

か
さ

い
た
と
い
う
。

　

北
宋
の
都
、
開
封
府
城
（　

京
）
の
繁
華
さ
の 
象
徴 
「
州
橋
」
は
、
北
宋

シ
ン
ボ
ル

の
王
安
石
「
州
橋
」
詩
に
よ
っ
て
詩
跡
化
し
、
南
宋
の
范
成
大
「
州
橋
」
詩

に
よ
っ
て
、
長
く
忘
れ
が
た
い
詩
跡
と
し
て
確
立
し
た
。
王
安
石
は
晩
年
、

宰
相
を
や
め
た
あ
と
、
南
京
の 
鍾 

し
ょ
う 
山 
（
紫
金
山
）
の
ほ
と
り
に
隠
棲
し
た
。

ざ
ん

そ
し
て
、
か
つ
て
は
月
光
の
ふ
り
そ
そ
ぐ
州
橋
の
も
と
で　

河
の
水
音
を
聞

き
な
が
ら
、
鍾
山
の
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
切
な
く
回
想
し
た
も
の
だ
、
と
歌

っ
た
あ
と
、
晩
年
の
現
状
を
こ
う
い
う
。

　

今
夜
重
聞
旧
嗚
咽　
 
今  
夜 
重
ね
て
聞
く　

こ
ん 
や

 
旧 

き
ゅ
う 
嗚
咽 

お
え
つ

　
　
　
　
　

註

（
１
）　
「
閑
適
吟
」
春
看
洛
城
花
、
秋
翫
天
津
月
。
夏
披
嵩
岑
風
、
冬
賞
竜
山
雪
（
伊

川
撃
壌
集
一
二
）

（
２
）　

伊
川
撃
壌
集
一
〇

（
３
）　
「
春
遊
」
五
首
其
四
、
天
下
名
園
重
洛
陽
（
伊
川
撃
壌
集
二
）

（
４
）　

青
山
在
屋
上
、
流
水
在
屋
下
。
中
有
五
畝
園
、
花
竹
秀
而
野
。
花
香
襲
杖
履
、

竹
色
侵
盞　

。
樽
酒
楽
餘
春
、
棋
局
消
長
夏
（
蘇
軾
詩
集
一
五
）

（
５
）　
「
夏
日
西
斎
書
事
」
小
院
地
偏
人
不
到
、
満
庭
鳥
迹
印
蒼
苔
（
温
国
文
正
〔
司

馬
〕
公
文
集
六
）

　
　
　

� 
州　

橋
（
河
南
省
）

（
１
）

嚴斗�亮�

沛�抃

沛�抃
沛�抃

沛�抃

沛�抃

沛�抃

沛�抃沛�抃

沛�抃

註1
王安石「州橋」（臨川詩鈔〔宋詩鈔〕）
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却
看
山
月
話
州
橋　

却
つ
て
山
月
を 
看 
て　

州
橋
を 
話 
る

み 

か
た

― 
今
夜 

こ
よ
い

、
昔
の
ま
ま
に
む
せ
び
泣
く 
早  
瀬 
の
音
を
再
び
聞
き
、
山
の 
端 
に
か

は
や 
せ 

は

か
る
月
を
ふ
り
か
え
り
眺
め
な
が
ら
、
今
度
は
州
橋
の
思
い
出
を
語
っ
て
い

る
―
と
。
詩
は
、
複
雑
な
心
境
を
淡
々
と
語
り
か
け
て
、
か
え
っ
て
深
い
余

情
に
富
む
。

　

南
宋
の 
乾
道 
六
年
（
一
一
七
〇
）、 
范
成
大 
は
孝
宗
の
命
を
受
け
て
、
国
境

け
ん
ど
う 

は
ん
せ
い
だ
い

の 
淮  
河 
を
越
え
、
金
国
の
都 
燕
京 
（
北
京
市
）
に
赴
い
た
。
こ
の
途
中
、
宋

わ
い 
が 

え
ん
け
い

の
旧
都
「
開
封
府
」
に
た
ち
よ
り
、
沈
痛
な
絶
唱
「
州
橋
」
詩
を
作
っ
た
。

　

州
橋
南
北
是
天
街　

州
橋
の
南
北
は　
 
是 
れ 
天
街 

こ 

て
ん
が
い

　

父
老
年
年
等
駕
回　
 
父  
老 
は
年
年　
 
駕 
の 
回 
る
を 
等 
つ

ふ 
ろ
う 

が 

か
へ 

ま

　

忍
涙
失
声
詢
使
者　

涙
を 
忍 
び　

声
を 
失 
し
て　

使
者
に 
詢 
ふ

し
の 

し
つ 

と

　

幾
時
真
有
六
軍
来　
 
幾  
時 
か

い 

つ

 
真 

ま
こ
と

に 
六
軍 
の 
来 
る
こ
と
有
り
や
と

り
く
ぐ
ん 

き
た

―
こ
こ
州
橋
の
南
と
北
は
、
か
つ
て
天
子
様
の
行
列
が
通
っ
た
都
大
路
「 
御 ぎょ

 
街 
」
で
あ
る
。
都
だ
っ
た
日
を
知
る 
故  
老 
た
ち
は
、
毎
年
ひ
た
す
ら
天
子
の

が
い 

こ 
ろ
う

 
車
駕 
が
お
帰
り
に
な
る
の
を
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
る
。（
そ
の
彼
ら
が
）
涙
を
こ

み
く
る
ま

ら
え
つ
つ
も
思
わ
ず
声
を
発
し
て
、
使
者
た
る
私
に
問
い
か
け
た
、「
い
つ
に

な
っ
た
ら
、
ほ
ん
と
う
に
天
子
様
の
軍
隊
（
南
宋
の
軍
）
が
来
て
く
だ
さ
る

の
で
し
ょ
う
」
と
―
。

　

詩
は
、
異
民
族
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
四
十
年
も
の
間
、
ひ
た
す
ら
解
放

を
待
ち
の
ぞ
む
故
老
た
ち
の
痛
切
な
心
情
を
、
白
話
的
表
現
を
用
い
て
生
き

生
き
と
代
弁
す
る
。
州
橋
こ
そ
、
北
半
分
を
占
領
さ
れ
た
漢
民
族
の
、
心
の

ふ
る
さ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
一
九
八
四
年
、
明
代
修
復
の
州
橋
（
三
孔
の
石
橋
）
が
、
相

国
寺
の
西
南
「
中
山
路
」
の
地
下
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
発
見
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
黄
河
の 
氾
濫 
に
と
も
な
う
大
量
の
泥
土
に
よ
っ
て
地
下
深
く

は
ん
ら
ん

埋
没
し
た
も
の
で
あ
り
、
橋
の
長
さ
は
十
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
三
十
メ
ー
ト

ル
に
も
お
よ
ん
だ
。
現
在
、
こ
の
地
上
の
中
山
路
に
、「
州
橋 
遺  
址 
」
の
標
識

い 

し

が
立
つ
。

　

後
世
、
詩
聖
と
評
さ
れ
る
杜
甫
は
、
大
暦
五
年
（
七
七
〇
）
の
冬
、
洞
庭

湖
に
そ
そ
ぐ 
湘 

し
ょ
う 
江 
下
流
（
も
し
く
は
そ
の
支
流
）
の
舟
中
で
、
十
年
を
越
す

こ
う

長
い
漂
泊
の
末
に
病
没
し
た
。
い
っ
た
ん
岳
陽
（
湖
南
省
岳
陽
市
）
に 
仮 
埋

か
り

葬
さ
れ
た
あ
と
、
元
和
八
年
（
八
一
三
）、
孫
の 
杜  
嗣 
と 

し 
業 
に
よ
っ
て
、
杜
甫
の

ぎ
ょ
う

柩
は
よ
う
や
く
、
先
祖
の
眠
る
河
南
府 
偃  
師 
県
（
河
南
省
偃
師
市
）
の
墓
地

え
ん 
し

に
改
葬
さ
れ
た
（
唐
の
元　
「
唐
の
検
校
工
部
員
外
郎
杜
君
の 
墓  
係  
銘 
」）。

ぼ 
け
い 
め
い

　

と
こ
ろ
で
杜
甫
の
墓
は
、
主
な
も
の
だ
け
で
も
四
つ
現
存
す
る
。
湖
南
省

の 
耒
陽 
市
と 
平
江 
県
、
河
南
省
の
偃
師
市
と

ら
い
よ
う 

へ
い
こ
う

 
鞏 

き
ょ
う 

義 
市
（
旧
「
鞏
県
」）
の
四
つ

ぎ

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
耒
陽
の
墓
は
、
唐
・
五
代
期
、
杜
甫
の
終
焉
の
地
と

伝
え
ら
れ
た
場
所
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
杜
甫
が
洪
水
の
た
め
に
飢

え
に
苦
し
ん
で
い
た
と
き
、
耒
陽
の
県
令
が
「
牛
肉
（
牛
炙
）
と 
白
酒 
」
を

ど
ぶ
ろ
く

贈
っ
て
く
れ
、
そ
の
過
食
・
過
飲
に
よ
っ
て
死
ん
だ
と
い
う
、
有
名
な
終
焉

伝
説
で
あ
る
（
唐
の
鄭
処
誨
『
明
皇
雑
録
』
補
遺
、
新
旧
『
唐
書
』
杜
甫
伝

な
ど
）。

　

晩
唐
の
羅
隠
は
、「 
耒
陽 
の
杜
工
部
の
墓
を 
経 
」の
詩
で
、「
紫
菊
の 
馨
香 （
よ

ら
い
よ
う 

ふ 

け
い
こ
う

（
２
）

　
　
　
　
　

註

　
　
　

� 
杜
甫
墓
（
河
南
省
）

（
１
）　

王
安
石
「
州
橋
」（
臨
川
詩
鈔
〔
宋
詩
鈔
〕）

（
２
）　

范
成
大
「
州
橋
」（
范
石
湖
詩
集
〔
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
〕
一

二
）

稲槇�
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い
か
お
り
）　
 
楚  
醪 
（
楚
の
地
の

そ 
ろ
う

 
醪 

ど
ぶ
ろ
く

）
を 
覆 
ひ
、
君
を 
江
畔 
（
耒
水
〔
湘
水
の

お
ほ 

こ
う
は
ん

支
流
〕
の 
畔 
り
）
に 
奠 
れ
ば　

雨

ほ
と 

ま
つ

 
蕭 

し
ょ
う 
騒 
た
り
（
わ
び
し
い
音
を
た
て
て
降
る
）」

そ
う

と
歌
う
。

　

ま
た
同
時
期
の
詩
僧 
斉  
己 
も
「
耒
陽
に 
次 
り
て
作
る
」
詩
の
な
か
で
、「
杜

せ
い 
き 

や
ど

公
の
墓
を
経
る
に
因
り
て
、 
惆
悵 
し
て
（
悲
し
み
に
く
れ
て
）　

文
章
（
詩
）

ち
ゅ
う
ち
ょ
う

を
学
ぶ
」
と
歌
い
、「
杜
工
部
の 
墳 
を
弔
ふ
」
詩
で
は
、「
域
中
（
天
下
）　

詩

は
か

価
（
詩
の
評
価
） 
大 
に
し
て
、
荒
外　

土
墳 
卑 
し
」
と
詠
む
。
こ
う
し
て
耒

だ
い 

ひ
く

陽
の
墓
は
、
四
墓
中
で
最
も
早
く
詩
跡
化
し
、
後
世
に
な
っ
て
も
詠
ま
れ
続

け
（
耒
陽
に
は
杜
甫
を
ま
つ
る
「
杜
公
祠
」
も
あ
る
）、
四
墓
中
で
は
ほ
と
ん

ど
唯
一
の
詩
跡
と
な
る
。

　

現
在
、
耒
陽
の
墓
は
、
市
の
北
一
キ
ロ
の
「
耒
陽
市
第
一
中
学
」
の
校
内

に
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
は
本
来
、
終
焉
伝
説
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
宋
代
に
は
す
で
に
「
空
墳
」（
杜
甫
が
溺
死
し
た
と
誤
解
し
た
県
令
の

建
て
た
一
種
の 
衣  
冠  
塚 
）
と
考
え
ら
れ
、
杜
甫
の
真
正
の
墓
と
は
認
め
が
た

い 
か
ん 
づ
か

い
（
ち
な
み
に
、『
全
唐
詩
』
巻
二
七
〇
に
収
め
る
中
唐
の 
戎 
じ
ゅ
う 　

 
「 
耒
陽
渓 
の

い
く 

ら
い
よ
う
け
い

夜
行
」
詩
〔
題
下
注
「
杜
甫
を
傷
む 
為 
に
作
る
」〕
は
、
開
元
二
十
八
年
（
七

た
め

四
〇
）に
没
し
た
張
九
齢
の
作
で
あ
り
、杜
甫
の
死
と
は
全
く
関
係
が
な
い
）。

　

他
方
、
平
江
県
（
湘
水
の
支
流
「 
汨  
羅  
江 
」
の
ほ
と
り
）
の
南
十
五
キ
ロ

べ
き 
ら 
こ
う

の
大
橋
郷 
小 

し
ょ
う 
田  
村 
に
あ
る
杜
甫
墓
は
、
一
説
に
仮
埋
葬
さ
れ
た
「
岳
陽
」
の

で
ん 
そ
ん

墓
に
あ
た
る
と
も
さ
れ
る
が
、
き
わ
め
て
疑
わ
し
く
（
唐
代
の
「
岳
陽
」
は
、

平
江
県
の
地
を
含
ま
な
い
）、
清
末
以
降
、 
好  
事  
家 
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た

こ
う 
ず 

か

「
新
説
」
ら
し
い
。

　

ま
た
杜
甫
の
生
ま
れ
た 
鞏 

き
ょ
う

県
（
鞏
義
市
）
の
墓
（
市
の
西
北
七
キ
ロ
の 
康 こう

 
店
村 
の 
北　

山 
の
上
に
あ
る
）
は
、
北
宋
の
周
序
の
作
と
さ
れ
る
「
少
陵

て
ん
そ
ん 

ほ
く
ぼ
う
さ
ん

（
杜
甫
）
の
墓
を
経
」（
清
の 　

鶚 
『
宋
詩
紀
事
』
巻
十
）
の
詩
に
、「
杜
陵

れ
い
が
く

の　
 
詩  
客 
（
詩
人
杜
甫
）
の
墓
、
遥
か
に
北　

の

し 
か
く

 
巓 

い
た
だ
き

き
に 
倚 
る
」
と
歌
わ
れ

よ

て
い
る
。
こ
の
旧
「
鞏
県
」
の
墓
は
、
偃
師
の
墓
か
ら
、
あ
る
い
は
ま
た
岳

陽
（
仮
埋
葬
）
の
墓
か
ら
、
移
葬
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
現
存
す
る
杜
甫
墓

の
な
か
で
は
最
大
の
規
模
を
も
つ
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
も
杜
甫

を
記
念
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
二
人
の
息
子
（
宗
文
・
宗
武
）

の
墓
も
あ
る
。

　

最
後
に
残
っ
た
偃
師
の 
首
陽 
山
下
の
杜
甫
墓（
鞏
県
墓
の
西
十
五
キ
ロ
強
）

し
ゅ
よ
う

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
信
憑
性
が
高
い
墳
墓
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
杜
甫
が

敬
愛
す
る
十
三
世
の
遠
祖
で
あ
る
西
晋
の
名
将
・
学
者
、 
杜  
預 
の
墓
の
あ
る

ど 

よ

場
所
で
あ
り
（
杜
甫
墓
は
そ
の
南
〇
・
五
キ
ロ
）、
杜
甫
が
若
い
と
き 
陸
渾
荘 

り
く
こ
ん
そ
う

を
構
え
た
、
杜
家
代
々
の
荘
園
、
か
つ
一
族
の
埋
葬
地
で
あ
っ
た
。
祖
父
の

杜
審
言
（
初
唐
の
宮
廷
詩
人
）
も
、
こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

た
だ
現
存
の
杜
甫
墓
（
偃
師
市
の
西
四
キ
ロ
の
、
南
北
の
「 
土  
楼  
村 
」〔
旧

と 
ろ
う 
そ
ん

「
土 
婁 
荘
」「
土
楼
村
」〕
の
間
に
あ
る
）
が
、
元　

の
「
墓
係
銘
」
に
い
う

ろ
う

「
首
陽
の
山
前
」
の
杜
甫
墓
で
あ
る
と
す
る
確
証
は
な
い
。
当
地
の
墓
は
清

代
以
後
に
見
え
は
じ
め
、
詩
の
中
に
も
ほ
と
ん
ど
詠
ま
れ
な
い
。
し
か
し
、

杜
甫
の
埋
葬
地
が
、
現
在
の
墓
付
近
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
馮
建
国

「
杜
甫
四
墓
考
」（『
草
堂
』
一
九
八
七
年
第
一
期
）
は
、
参
照
に
値
す
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
１
）　

羅
隠
「
経
耒
陽
杜
工
部
墓
」
紫
菊
馨
香
覆
楚
醪
、
奠
君
江
畔
雨
蕭
騒
（
全
唐

詩
六
六
二
）

（
２
）　

斉
己
「
次
耒
陽
作
」
因
経
杜
公
墓
、
惆
悵
学
文
章
（
全
唐
詩
八
四
三
）

（
３
）　

斉
己
「
弔
杜
工
部
墳
」
域
中
詩
価
大
、
荒
外
土
墳
卑
（
全
唐
詩
八
四
三
）

（
４
）　

周
序
「
経
少
陵
墓
」
杜
陵
詩
客
墓
、
遥
倚
北　

巓
。
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二
大
古
典
詩
人
の
一
人
、
杜
甫
は
、
唐
の
玄
宗
が
即
位
し
た
先
天
元
年

（
七
一
二
）、
河
南
府 
鞏 

き
ょ
う 
県 
の 
瑶
湾 
に
生
ま
れ
た
（
父
は
杜
閑
、
母
は
崔
氏
）。

け
ん 

よ
う
わ
ん

現
在
の
鄭
州
市
と
洛
陽
市
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る 
鞏 
き
ょ
う 
義 
市
の
東
北
十
キ
ロ

ぎ

の 
站
街
鎮 
（
旧「
鞏
県
」の
県
城
）
の 
南
瑶
湾
村 
で
あ
り
、 
伊  
洛  
河 
が
大
き
く

た
ん
が
い
ち
ん 

な
ん
よ
う
わ
ん
そ
ん 

い 
ら
く 
が

湾
曲
し
て
黄
河
へ
と
そ
そ
ぐ
ほ
と
り
に
あ
っ
た
。

　

杜
甫
は
二
十
歳
の
こ
ろ
、
長
期
の
漫
遊
に
出
か
け
る
前
は
、
七
十
キ
ロ
西

の
繁
華
な
東
都
洛
陽
に
住
む
と
き
以
外
は
、
こ
こ
に
住
ん
だ
ら
し
い
。
杜
甫

は
七
歳
の
と
き
か
ら
作
詩
を
始
め
、
病
弱
と
貧
窮
に
た
え
な
が
ら
万
巻
の
書

物
を
読
ん
だ
と
い
う
。
三
十
歳
以
前
の
詩
は
、ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
た
め
、

彼
の
幼
少
年
期
の
生
活
も
、
も
っ
ぱ
ら
回
想
詩
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
想
像
で

き
る
だ
け
で
あ
る
。

　

杜
甫
は
、「
壮
遊
」
詩
の
な
か
で
、「 
七
齢 
（
七
歳
）　

思
ひ
（
詩
想
）
即
ち

し
ち
れ
い

（
早
く
も
） 
壮 
ん
な
り
、
口
を
開
い
て　

鳳
凰
を
詠
ず
」
と
述
べ
、
十
四
、

さ
か

五
歳
の
こ
ろ
に
は
洛
陽
の
文
壇
に
出
入
り
し
て
、
先
輩
か
ら
漢
代
の
歴
史
家

班
固
や
文
学
者
揚
雄
の
よ
う
だ
と
評
さ
れ
た
と
い
う
。「
性
は
豪
に
し
て　
 
業 すで

に
酒
を 
嗜 
み
、 
悪 
を 
嫉 
み
て　

剛
腸
（
剛
直
な

こ
の 

あ
く 

に
く

 
腸 

こ
こ
ろ

）
を 
懐 
く
」（「
壮
遊
」）
と

い
だ

は
、
杜
甫
自
ら
語
る
十
代
後
半
の
姿
で
あ
る
。

　

早
熟
な
彼
に
も
、
や
ん
ち
ゃ
な 
童 
ら
し
い
一
面
も
あ
っ
た
。「
百
憂
集
行
」

こ
ど
も

（
百
憂
〔
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
〕
集
ま
る 
行 
の
意
）
の
な
か
で
、
自
ら
こ
う
歌

う
た

う
、「 
憶 
ふ
年
十
五　

心 
尚 
ほ 
孩 
に
し
て
（
幼
く
）、

お
も 

な 

が
い

 
健 

す
こ
や

か
な
る
こ
と 
黄
犢 

こ
う
と
く

（
あ
め
色
の
小
牛
）
の
如
く　

走
り
復
た 
来 
る
。
庭
前　

八
月　
 
梨  
棗 
（
梨

き
た 

り 
そ
う

と 
棗 

な
つ
め

）
熟
す
れ
ば
、
一
日
に 
樹 
に
上
る
こ
と 
能 
く 
千
廻 
な
り
き
」
と
。

き 

よ 

せ
ん
か
い

　

こ
の
鞏
県
の 
故
里 
は
、
当
地
の
県
令
に
な
っ
た
曽
祖
父
杜 
依  
藝 
以
来
の
こ

ふ
る
さ
と 

い 
げ
い

と
で
あ
り
、
祖
父
の
杜
審
言
（
初
唐
の
有
名
な
宮
廷
詩
人
）
も
、
こ
こ
で
生

ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
故
里
は
、
清
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
注
目
さ

れ
た
ら
し
い
。 
雍
正 
五
年
（
一
七
二
七
）、
張
漢
は
「 
詩  
聖  
故  
里 
」
の
碑
を
建

よ
う
せ
い 

し 
せ
い 
こ 

り

て
、
近
辺
に
は
乾
隆
三
十
一
年
（
一
七
六
六
）
に
成
る
李 
天  　
 
の
「
唐
工
部

て
ん 
ち

杜
甫
故
里
」（
工
部
は
杜
甫
の
就
い
た
検
校
工
部
員
外
郎
の
略
）
も
建
つ
。

　

現
在
、
当
地
（
南
瑶
湾
村
）
の 
筆  
架  
山 
下
に
あ
る
「
杜
甫
誕
生 　
 
」（　

は

ひ
つ 
か 
さ
ん 

よ
う

 　

洞 
〔
黄
土
台
地
に
多
い
、
冬
は
暖
か
く
夏
に
は
涼
し
い
洞
窟
の
住
居
〕
の

ヤ
オ
ト
ン

こ
と
。
奥
ゆ
き
十
一
メ
ー
ト
ル
、
間
口
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
六
メ
ー
ト

ル
。
元
・
明
期
の
修
復
）
は
、
当
地
で
昔
か
ら
杜
甫
の
誕
生
地
と
言
い
伝
え
、

呼
び
な
ら
わ
し
て
き
た
「
工
部　

」
を
、
一
九
六
二
年
（
杜
甫
の
生
誕
千
二

百
五
十
周
年
）、農
民
李
長
有
か
ら
買
い
と
っ
て
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
杜

甫
が
こ
の
中
で
生
ま
れ

た
か
ど
う
か
は
、
か
な

り
疑
わ
し
い
が
、
こ
の

付
近
が
杜
甫
の
故
里
で

あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑

い
な
い
。
詩
聖
杜
甫
を

し
の
ぶ
記
念
物
と
考
え

れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　

� 
杜
甫
故
里
（
河
西
省
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
１
）　
「
壮
遊
」
七
齢
思
即
壮
、
開
口
詠
鳳
凰
（
全
唐
詩
二
二
二
）

（
２
）　
（
１
）と
同
じ
。
性
豪
業
嗜
酒
、
嫉
悪
懐
剛
腸
。

（
３
）　
「
百
憂
集
行
」
憶
年
十
五
心
尚
孩
、
健
如
黄
犢
走
復
来
。
庭
前
八
月
梨
棗
熟
、

一
日
上
樹
能
千
廻
（
全
唐
詩
二
一
九
）
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嵩
山 
（
太
室
山
）
の
東
谷
か
ら
流
れ
出
て
、
東
南
麓
の 
告
成
鎮 
の
ほ
と
り

す
う
ざ
ん 

こ
く
せ
い
ち
ん

で
、 
潁  
河 
（
潁
水
）
に
そ
そ
ぐ
谷
川
の
名
。「 
石
淙  
河 
」「 
平
楽
澗 
」
な
ど
と

え
い 
が 

せ
き
そ
う 
が 

へ
い
ら
く
か
ん

も
い
う
。
特
に
告
成
鎮
の
東
約
三
キ
ロ
（ 
登
封 
市
の
東
南
二
十
キ
ロ
）
付
近

と
う
ほ
う

は
、
清
澄
な
深
い 
潭 
（ 
車 

ふ
ち 

し
ゃ 
箱 

し
ょ
う 
潭 
）
を
形
成
し
、
切
り
た
つ
断
崖
と
怪
石
に
か

た
ん

こ
ま
れ
た
奇
観
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
の
潭
付
近
の
峰
を
、
特
に
「 
石
淙 

せ
き
そ
う

 
山 
」
と
も
呼
ぶ
。

さ
ん

　

周
の
久
視
元
年
（
七
〇
〇
）
の
夏
五
月
、
則
天
武
后
は
群
臣
を
連
れ
て
避

暑
に
訪
れ
、
盛
大
な
宴
会
の
席
上
、
み
ず
か
ら
「
石
淙
」
詩
を
作
っ
て
、
太

子
や
従
臣
た
ち
に
唱
和
さ
せ
た
。
武
后
の
詩
に
い
う
、「 
万
仭 
の
高
き

ば
ん
じ
ん

 
巌 
は　

い
は
ほ

日
の 
色 

ひ
か
り

を 
蔵 
し
、 
千
尋 
の 
幽 
き 
澗 
は　

雲
の

か
く 

せ
ん
じ
ん 

ふ
か 

た
に

 
衣 

こ
ろ
も

に 
浴 
る
」
と
。

ひ
た

　

唱
和
者
の
一
人
、 
狄
仁
傑 
は
、「
水
木　

幽
奇
多
き
」（
後
述
の
孟
郊
の
詩

て
き
じ
ん
け
つ

句
）
風
景
を
、「
飛
泉　
 
液 
（
し
ぶ
き
）
を 
灑 
い
で　
 
恒 
に
雨
か
と
疑
ひ
、
密

え
き 

そ
そ 

つ
ね

樹
（
鬱
蒼
と
茂
る
林
の
中
）　

涼
（
気
）
を
含
み
て　
 
鎮 
に
秋
に
似
た
り
」
と

つ
ね

歌
う
（「
聖
制
『
夏
日　

石
淙
山
に
遊
ぶ
』
に
和
し
奉
る
」）。

　

そ
し
て 
李 り 　
 
き
ょ
う

・ 
沈　
  
期 
・
蘇
味
道
・ 
崔
融 
ら
、
合
計
十
七
首
の
詩
は
、
序

し
ん
せ
ん 
き 

さ
い
ゆ
う

文
と
と
も
に
車
箱
潭
の
北
崖
に
刻
ま
れ
、
今
日
も
な
お
、
良
好
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
石
淙
（
河
） 
摩  
崖 
題
詩
」
で
あ
る
（
清
の

ま 
が
い

 
王 おう 
昶 

ち
ょ
う

『
金
石
萃
編
』
巻
六
十
四
に
は
、「
夏
日　

石
淙
に
遊
ぶ
詩
、
序
を 
并 あは

す
」
と
し
て
所
収
）。

　

こ
う
し
て
詩
跡
化
し
た
石
淙
は
、
後
世
、
嵩
山
八
景
の
一
つ
と
し
て
、「
石

淙
会
飲
」
と
呼
ば
れ
た
。
中
唐
の
孟
郊
は
、
彼
独
特
の
特
異
な
比
喩
を
用
い

て
「
石
淙
十
首
」
を
詠
み
、
詩
跡
と
し
て
確
立
す
る
（
貞
元
九
年
〔
七
九
三
〕、

四
十
三
歳
の
作
と
さ
れ
る
）。「
黒
き
草　
 
鉄
髪 
（
黒
い
髪
。
黒
草
の
形
容
）

て
っ
ぱ
つ

を 
濯 
ひ
、
白
き
苔　

氷
銭
（
氷
の
ご
と
く
き
ら
め
き
、
銅
銭
の
ご
と
く
ま
る

あ
ら

い
さ
ま
）
を
浮
か
ぶ
」（
そ
の
四
）、「 
淙
淙 
と
し
て
（
激
流
が
岩
に
ぶ
つ
か
っ

そ
う
そ
う

て
「
淙
淙
」
と
水
音
を
た
て
て
）　
 
厚
軸 
（
地
軸
）
を 　
 
は
せ
、

こ
う
じ
く 

ふ
る

 
稜
稜 
と
し
て

り
ょ
う
り
ょ
う

（
両
岸
の
峰
々
は
「
稜
稜
」
と
鋭
く
切
り
た
っ
て
）　
 
高
冥 
（
天
空
）
に 　
 
が

こ
う
め
い 

む
ら

る
」（
そ
の
五
）、「 
石 せき 
稜 

り
ょ
う

（ 
石 
の
鋭
い 
稜 
）　

玉
の
ご
と
く
繊
繊
た
り
（
ほ
っ

い
わ 

か
ど

そ
り
と 
尖 
る
）、
草
色　
 
瓊 
（
美
玉
）
の
ご
と
く 
霏  
霏 
た
り
（
美
し
く
茂
り
あ

と
が 

け
い 

ひ 

ひ

う
）」（
そ
の
六
）
な
ど
と
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

石
淙
は
嵩
山
東
南
麓
の
名
勝
と
し
て
、以
後
も
詩
中
に
詠
ま
れ
て
い
く（
明

の 
袁
宏
道 
「
石
淙
」
二
首
な
ど
）。

え
ん
こ
う
ど
う

　

政
界
を
失
脚
し
た
北
宋
の
詩
人 
蘇 そ 
舜 

し
ゅ
ん 
欽 
が
、
慶
暦
五
年
（
一
〇
四
五
）、

き
ん

三
十
八
歳
の
と
き
、
蘇
州
城
内
の
南
端
中
央
部
に
あ
っ
た
、
五
代
の 
孫 そん 
承 

し
ょ
う 
祐 ゆう

の
池
館
（
一
説
に
、
広
陵
王 
銭
元 

せ
ん
げ
ん 　

 
の
池
館
）
の
跡
地
を
購
入
し
て
整
備
し

り
ょ
う

た
別
荘
の
名
で
あ
る
（
今
も
三
元
坊
の
孔
廟
の
東
に
現
存
）。

　

蘇
舜
欽
の
「 
滄
浪
亭  
記 
」
に
よ
れ
ば
、
草
や
木
（
特
に
竹
）
が
こ
ん
も
り

そ
う
ろ
う
て
い 
き

と
茂
り
、 
城 
の
中
と
は
思
え
な
い
「 
崇 
き 
阜 
、
広
き
水
」
が
気
に
入
っ
て
、

ま
ち 

た
か 

お
か

　
　
　

� 
石　

淙
（
河
南
省
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

則
天
武
后
「
石
淙
」
万
仞
高
巌
蔵
日
色
、
千
尋
幽
澗
浴
雲
衣
（
全
唐
詩
五
）

（
２
）　

狄
仁
傑
「
奉
和
聖
制
夏
日
遊
石
淙
山
」
飛
泉
灑
液
恒
疑
雨
、
密
樹
含
涼
鎮
似

秋
（
全
唐
詩
四
六
）

（
３
）　

孟
郊
「
石
淙
十
首
」
其
四
、
黒
草
濯
鉄
髪
、
白
苔
浮
氷
銭
（
全
唐
詩
三
七
五
）

（
４
）　
（
３
）と
同
じ
。
其
五
。
淙
淙　

厚
軸
、
稜
稜　

高
冥
。

（
５
）　
（
３
）と
同
じ
。
其
六
。
石
稜
玉
繊
繊
、
草
色
瓊
霏
霏
。

　
　
　

� 
滄
浪
亭
（
江
蘇
省
）

峰橋�

佳栓�

冠�逐�

攅讚�

攅讚�

冠�逐�珠僚�
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四
万
銭
で
購
入
し
、
水
べ
に
亭
を
作
っ
て 
滄
浪 
と
名
づ
け
た
。（
た
だ
し
、
現

そ
う
ろ
う

在
の
滄
浪
亭
は
、
築
山
の
上
に
移
さ
れ
て
い
る
）。
滄
浪
と
は
、
屈
原
の
作
と

伝
え
る
「 
漁  
父 
」
の
中
の
「
滄
浪
の
水
」
の
歌
（
世
の
清
濁
・
治
乱
に
応
じ

ぎ
ょ 
ほ

て
生
き
る
隠
者
の
処
世
観
を
表
す
）
に
も
と
づ
く
。

　

蘇
舜
欽
は
時
お
り
小
舟
を
こ
い
で
訪
れ
、
す
が
す
が
し
さ
に
帰
る
の
を
忘

れ
、
酒
を
飲
み
、
詩
を
作
っ
た
。
そ
ん
な
折
の
作
、「
初
晴
遊
滄
浪
亭
」（
初

め
て
晴
れ　

滄
浪
亭
に
遊
ぶ
）
詩
に
は
、

　

簾
虚
日
薄
花
竹
静　
 
簾  
虚 
し
く
日 
薄 
く
し
て　
 
花  
竹 
静
か
な
り

れ
ん 
む
な 

う
す 

か 
ち
く

　

時
有
乳
鳩
相
対
鳴　

時
に 
乳
鳩 

に
ゅ
う
き
ゅ
う

の　
 
相 
ひ 
対 
し
て
鳴
く
有
り

あ 

た
い

― 
簾 

す
だ
れ

は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
、 
薄  
日 
が
さ
し
、
花
も
竹
も
静
ま
り
か
え
る
。
時

う
す 
び

お
り
、
幼
い 
鳩 
が
ホ
ロ
ホ
ロ
と
鳴
き
か
わ
し
て
い
る
―
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

は
と

春
の
雨
あ
が
り
の
朝
の
、
お
だ
や
か
な
光
景
が
印
象
的
で
あ
る
（
四
十
一
歳

没
）。

　

ち
な
み
に
、
滄
浪
亭
の
あ
る
蘇
州
市
は
、 
江
南 
に 
甲 
（
第
一
）
た
る
（
古

こ
う
な
ん 

こ
う

典
） 
園
林 
都
市
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
元
末
の 
獅  
子  
林 
、 
明 
代
の 
拙
政
園 
、

え
ん
り
ん 

し 

し 
り
ん 

み
ん 

せ
っ
せ
い
え
ん

 
清 
末
の

し
ん

 
留 

り
ゅ
う 

園 
が
あ
り
、
四
大
名
園
の
名
で
知
ら
れ
る
。

え
ん

　

揚
州
市
の
西
北
に
あ
る
著
名
な
景
勝
地
「 
痩
西  
湖 
公
園
」
に
あ
る
湖
の
名
。

そ
う
せ
い 
こ

も
と
も
と
隋
唐
期
、
揚
州
の 
羅 ら 
城 
（
一
般
の
住
宅
・
商
業
地
）
内
を
走
っ
て

じ
ょ
う

い
た
、
曲
折
し
た
水
路
（
保
障
河
）
を
美
し
く
整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
ほ

か
の
水
路
と
通
じ
あ
う
。
清
代
、
天
下
の
名
勝
、
杭
州
の
西
湖
と
較
べ
て
、

す
っ
き
り
と
美
し
い
（ 
清
痩 
・
秀
麗
）
と
こ
ろ
か
ら
痩
西
湖
と
呼
ば
れ
、 
五 

せ
い
そ
う 

ご

 
亭 てい 
橋 
な
ど
の
名
所
が
あ
る
。

き
ょ
う

　

清
の 
金
農 
は
、「 
平
山
堂 
」（
北
宋
の
欧
陽
脩
が

き
ん
の
う 

へ
い
ざ
ん
ど
う

 
蜀 

し
ょ
く 
岡 
上
に
造
っ
た
、
見
晴

こ
う

ら
し
の
よ
い
遊
宴
の
場
所
）
詩
の
な
か
で
、
堂
上
か
ら
見
お
ろ
し
た
湖
畔
の

景
色
を
、

　

夕
陽
返
照
桃
花
渡　

夕
陽 
返 へん 
照 

し
ょ
う

す　

桃
花
の 
渡 と

　

柳
絮
飛
来
片
片
紅　
 
柳 

り
ゅ
う 

絮 
飛
来
す　
 
片
片 
の

じ
ょ 

へ
ん
ぺ
ん

 
紅 

く
れ
な
ゐ

― 
紅 
い
桃
の
花
が
咲
き
乱
れ
る 
園  
林 
「
桃
花
渡
」（ 
桃  
花  
塢 
と
も
い
う
。
痩
西

あ
か 

に 

わ 

と
う 
か 

お

湖
の
長
堤
上
に
あ
っ
た
）
付
近
は
、
い
ま
夕
日
の
照
り
返
し
を
あ
び
て
い
っ

そ
う
燃
え
た
ち
、
空
い
ち
め
ん
に
乱
舞
す
る
白
い
柳
絮
（
柳
の 
綿  
毛 
）
さ
え

わ
た 
げ

も
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
み
な
紅
く
染
ま
っ
て
い
る
―
と
詠
む
。
晩
春
の 
絢
爛 
た

け
ん
ら
ん

る
湖
畔
の
夕
景
色
が
、
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

　
 
岳  
飛 
と
は
、
南
宋
の
初
め
、
華
北
に
侵
入
し
た 
金 
（
女
真
族
）
に
抵
抗
し
、

が
く 
ひ 

き
ん

各
地
を
転
戦
し
て
輝
か
し
い
武
勲
を
あ
げ
、
徹
底
的
な
抗
戦
を
主
張
し
た
猛

将
の
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
と
の
講
和
を
画
策
す
る
宰
相 
秦
檜 
の
策
謀
に

し
ん
か
い

か
か
り
、
投
獄
さ
れ
て
死
ぬ
（
紹
興
十
一
年
〔
一
一
四
一
〕、
三
十
九
歳
）。

こ
の
と
き
、 
獄
卒 
の 
隗 

ご
く
そ
つ 

か
い 
順 

じ
ゅ
ん

は
夜
半
に
こ
っ
そ
り
そ
の
遺
体
を
背
負
っ
て
、 
銭 せん

（
１
）

　
　
　

� 
痩
西
湖
（
江
蘇
省
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

蘇
舜
欽
集
（
沈
文
倬
校
点
。
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
八
。

（
１
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

石
川
忠
久
『
漢
詩
を
よ
む　
　

風
土
と
人
々
（
江
南
の
巻
）』（
日
本
放
送
出

版
協
会
、
一
九
九
四
年
）
一
五
七
頁
。

　
　
　

� 
岳
飛
墓
（
浙
江
省
）
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塘
門
外 
の
九
曲 
叢  
祠 
（
杭
州
市
内
の
少
年
宮
の
北
）
に
埋
葬
し
、
目
印
と
し

と
う
も
ん
が
い 

そ
う 
し

て
二
本
の 
橘 
の
木
を
植
え
た
。

み
か
ん

　

二
十
年
後
の
紹
興
三
十
二
年
（
一
一
六
二
）、
即
位
し
た
孝
宗
は 
輿  
論 
に
配

よ 
ろ
ん

慮
し
て
、
岳
飛
の
名
誉
を
回
復
し
、
現
在
の
「 
岳
墳 
」（
西
湖
の
西
北
の
湖

が
く
ふ
ん

畔
、 
棲  
霞  
嶺 
の
南
麓
、
西　

橋
の
近
辺
）
に
手
厚
く
改
葬
し
た
。
そ
し
て
嘉

せ
い 
か 
れ
い

定
十
四
年
（
一
二
二
一
）
に
は
、
岳
飛
の
霊
を
祭
る 
岳
王 

が
く
お
う 
廟 
（
岳
廟
）
の
基

び
ょ
う

礎
も
で
き
た
。

　

岳
飛
の
悲
劇
的
な
境
涯
は
、
愛
国
の
烈
士
、
民
族
の
英
雄
と
し
て
、
後
世

の
人
々
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。
と
く
に
宋
末
・
元
初
以
降
、
岳
飛
を
弔
う

詩
が
急
増
し
、「
数
十
百
篇
を
下
ら
ず
」（
元
末
・
明
初
の
陶
宗
儀
『 
輟
耕
録 
』

て
っ
こ
う
ろ
く

巻
三
）
と
ま
で
記
さ
れ
る
著
名
な
詩
跡
と
な
る
。

　

な
か
で
も
落
涙
を
さ
そ
う
有
名
な
詩
の
一
つ
、
元
の 
趙 

ち
ょ
う 
孟  　
 
「
岳
鄂
王
墓
」

も
う 
ふ

（ 
岳
鄂
王 
〔
岳
飛
は
死
後
、
鄂
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
〕
の
墓
）
に
は
、

が
く
が
く
お
う

　

南
渡
君
臣
軽
社
稷　

南
渡
の
君
臣　
 
社 しゃ 
稷 

し
ょ
く

を 
軽 
ん
じ

か
ろ

　

中
原
父
老
望
旌　
　

中
原
の 
父  
老 　
 
旌  
旗 
を
望
む

ふ 
ろ
う 

せ
い 
き

　

英
雄
已
死
嗟
何
及　

英
雄 
已 
に
死
す　
 
嗟 
く
も
何
ぞ
及
ば
ん

す
で 

な
げ

　

天
下
中
分
遂
不
支　

天
下
中
分
し
て　
 
遂 
に 
支 
へ
ず

つ
ひ 

さ
さ

―
長
江
を
渡
っ
た
南
宋
の
君
臣
た
ち
（
高
宗
と
秦
檜
）
は
、
国
家
と
し
て
の

威
厳
を
棄
て
て
講
和
・
停
戦
し
、
北
中
国
に
残
さ
れ
た 
父
老 
は
、
ひ
た
す
ら

ひ
と
び
と

北
伐
す
る
官
軍
の 
御  
旗 
を
待
ち
続
け
た
。
そ
の
切
な
る
願
い
も
、
英
雄
岳
飛

み 
は
た

が
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
も
は
や
嘆
い
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

天
下
は
北
の 
金 
と
南
の 
宋 
と
に
分
断
さ
れ
て
、
か
く
し
て
統
一
の
情
勢
を
持

き
ん 

そ
う

ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
―
と
歌
う
。

　
『
大
明
一
統
志
』
巻
三
十
八
に
い
う
、「
今
、
そ
の
墓
上
の
枝
は
皆
な
南
に

向
か
ふ
。
識
者 
謂 
へ
ら
く
、
そ
の
忠
義
の 
感 
か
す
所
な
り
と
」
と
。

お
も 

う
ご

　

悲
劇
の
英
雄
岳
飛
の
墓
は
、
明
朝
の
愛
国
の
忠
臣 
于  
謙 
の
墓
と
と
も
に
、

う 
け
ん

天
下
の
名
勝
西
湖
に
、 
凛
然 
た
る
精
神
的
な
輝
き
を
添
え
る
こ
と
に
な
っ

り
ん
ぜ
ん

た
。
清
の 
袁
枚 
は
こ
の
点
を
強
調
し
て
高
ら
か
に
歌
う
、「 
人
間 
（
人
の
世
）

え
ん
ば
い 

じ
ん
か
ん

 
才 
め
て
西
湖
を
重
ん
ず
る
を 
覚 
ゆ
」（「
岳
王
の
墓
に 
謁 
〔
見
〕
し
て
十
五
絶

は
じ 

お
ぼ 

え
つ

句
を
作
る
」
の
一
）
と
。

　

ち
な
み
に
現
在
の
岳
王
廟
は
、
東
の
忠
烈
祠
と
西
の
岳
飛
墓
と
に
二
分
さ

れ
、
墓
園
内
に
は 
鎖 

く
さ
り

に 
繋 
が
れ
た
秦
檜
夫
婦
の
坐
像
が
あ
る
。

つ
な

　
 
湘 

し
ょ
う 
江 
の
西
岸
に
位
置
し
、 
江 
を
隔
て
て
長
沙
の 
城 
と
向
か
い
あ
う
名
山
の

こ
う 

か
わ 

ま
ち

名
（
海
抜
二
九
五
メ
ー
ト
ル
）。
長
沙
市
の
西
郊
に
あ
る
こ
の 
岳
麓
山 
は
、
南

が
く
ろ
く
さ
ん

岳・ 
衡
山 
の
七
十
二
峰
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
北
麓・
に
当
た
る
た
め
の
命
名
と

こ
う
ざ
ん

い
う
。
南
岳
衡
山
の 
首 

あ
た
ま

に
あ
た
る 
回
雁
峰 
（ 
衡
陽 
市
）
に
対
し
て
、
そ
の
足

か
い
が
ん
ほ
う 

こ
う
よ
う

（
麓
）
に
当
た
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
単
に
「 
麓
山 
」
と
も
い
う
。

ろ
く
さ
ん

　

岳
麓
山
は
、
名
勝
古
跡
に
富
ん
で
い
る
。
山
麓
に
あ
る
湖
南
大
学
の 
校
園 

キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
は
、
宋
代
の
四
大
書
院
の
一
つ
「
岳
麓
書
院
」
が
あ
る
。
少
し
山
を
登

れ
ば
、
紅
葉
の
美
し
い 
楓
樹 
に
か
こ
ま
れ
た
清
風
峡
の
中
に
「 
愛
晩
亭 
」
が

ふ
う
じ
ゅ 

あ
い
ば
ん
て
い

建
ち
、
さ
ら
に
石
段
を
登
っ
た
中
腹
に
は
、
湖
南
省
最
古
の
名
刹
「 
麓
山  
寺 
」

ろ
く
さ
ん 
じ

が
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
と
り
に
は
清
ら
か
な
名
水
「 
白
鶴
泉 
」
が
湧
い
て
い
る
。

は
く
か
く
せ
ん

　

岳
麓
書
院
は
北
宋
時
代
（
九
七
六
年
）
の
創
建
、
南
宋
の
著
名
な
儒
学
者

（
１
）

（
２
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

元
詩
選
初
集
（
丙
集
・
松
雪
斎
集
）

（
２
）　

袁
枚
「
謁
岳
王
墓
作
十
五
絶
句
」
其
十
五
、
人
間
才
覚
重
西
湖
（
小
倉
山
房

詩
集
二
六
）

　
　
　

� 
岳
麓
山
（
湖
南
省
）

汚冷�

誂誂風�瀬�

旗稘�
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朱  
熹 
や

し
ゅ 
き

 
張 

ち
ょ
う 　

 
ら
が
講
義
し
、
最
盛
時
の
学
生
数
は
千
人
に
達
し
た
と
い
う
。

し
ょ
く

千
年
の
長
い
歴
史
を
も
つ
学
府
で
あ
る
。

　

こ
の
岳
麓
書
院
付
近
は
、
宋
代
以
来
の
有
名
な
詩
跡
で
あ
り
、
譚
修
・
周

祖
文
『
岳
麓
書
院
歴
代
詩
選
注
』（
増
訂
本
、
湖
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五

年
）
に
は
、
三
百
余
首
の
詩
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、
朱
熹
の
「 
石
瀬 
」

せ
き
ら
い

（
清
風
峡
下
の
浅
瀬
の
名
）
詩
に
は
、「
暮
館　

寒
声 
繞 
り
、
秋
空　

め
ぐ

 
澄 

ち
ょ
う 
碧 
動

へ
き

く
」
と
あ
り
、
明
の 
戴  
嘉  
猷 
「
岳
麓
に
遊
ぶ
」
詩
に
は
、「 
肱 
を
曲
げ
て

た
い 
か 
ゆ
う 

ひ
ぢ

 
聊 
か

い
さ
さ

 
仮  
寐 
（
仮
眠
）
す
れ
ば
、 　

佛 
と
し
て
（
お
ぼ
ろ
に
）
朱
（
熹
）
張
（　

）

か 

び 

ほ
う
ふ
つ

を
見
る
」
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
現
存
の
建
物
は
清
代
の
も
の
で
あ
る
。

　

愛
晩
亭
は
、
清
の
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
年
）
の
創
建
と
さ
れ
、
初

め
紅
葉
亭
・ 
愛
楓
亭 
と
呼
ば
れ
た
が
、
清
の
有
名
な
詩
人 
袁
枚 
が
杜
牧
の

あ
い
ふ
う
て
い 

え
ん
ば
い

「
山
行
」
詩
の
一
節
「
停
車
坐
愛
楓
林
晩
」（
車
を 
停 
め
て 
坐 
ろ
に
愛
す　

楓

と
ど 

そ
ぞ

林
の 
晩 
）
に
も
と
づ
い
て
改
名
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
杜
牧
自
身
は
長
沙
に

く
れ

は
来
て
い
な
い
）。

　

岳
麓
寺
は
西
晋
の
武
帝 
泰  
始 
四
年
（
二
六
八
）
の
創
建
と
さ
れ
る
古
刹
で

た
い 
し

あ
り
、
唐
の 
李 　   

「 
麓
山  
寺  
碑 
」（
現
存
、
七
三
〇
年
作
）
で
名
高
く
、「（ 
岳 
）

り 
よ
う 

ろ
く
さ
ん 
じ 

ひ 

が
く

 
麓
山  
寺 
」
と
も
い
う
。

ろ
く
さ
ん 
じ

　

大
暦
四
年
（
七
六
九
）、
杜
甫
は
こ
こ
を
訪
れ
て
「
岳
麓
山
・ 
道
林 
の
二
寺

ど
う
り
ん

の 
行 
」
を
作
っ
た
。
道
林
寺
は
今
日
す
で
に
失
わ
れ
た
が
、
岳
麓
山
下
の
寺

う
た

院
の
名
で
あ
り
、
唐
代
、
山
中
の
岳
麓
寺
と
並
ぶ
名
刹
と
し
て
知
ら
れ
、
晩

唐
の
詩
僧 
斉  
己 
が
長
く
住
し
た
。
杜
甫
は
歌
う
、「
寺
門
高
く
開
く　

洞
庭
の

せ
い 
き

 
野 
（
原
野
）、
殿
脚
（
寺
殿
の 
脚 
）
挿
み 
入 
る　
 
赤  
沙 
の
湖
（
洞
庭
湖
の
西
に

や 

あ
し 

い 

せ
き 
さ

連
な
る
湖
の
名
）」
と
。

　

ま
た
中
唐
の 
劉 

り
ゅ
う 
長 

ち
ょ
う 
卿 
「
道
林
寺
よ
り 
西 
の
か
た
石
路
（
石
段
）
に
入
り
、

け
い 

に
し

麓
山
寺
に
至
り
て
…
…
」
詩
（
大
暦
六
年
の
作
？
）
に
は
、「 
香 
は
青
き 
靄 
に

こ
う 

も
や

随
ひ
て
散
じ
、
鐘
は
白
き
雲
を 
過 
り
て 
来 
る
」
と
歌
う
。
明
の
李
東
陽
も
、

わ
た 

き
た

こ
う
詠
む
、「
万
樹
の 
松 

し
ょ
う 
杉 　
 
双
径 
（
二
つ
の
小
道
）
合
し
、
四
山
の
（
吹
き

さ
ん 

そ
う
け
い

く
る
）
風
雨　

一
僧
寒
し
」（「
岳
麓
寺
に
遊
ぶ
」）
と
。

　

岳
麓
山
は
、
湖
南
の
古
城
「
長
沙
」
を
代
表
す
る
名
勝
な
の
で
あ
る
。

　
�
永
遠
の
旅
人
（ 
客 
）�
と
も
評
さ
れ
る
詩
仙
李
白
は
、
少
数
民
族
の
子
と

か
く

し
て
西
域
に
生
ま
れ
（
七
〇
一
年
）、
五
歳
の
こ
ろ
、
父
親
（ 
李  
客 
）
と
と
も

り 
か
く

に 
蜀 

し
ょ
く

（
四
川
省
）
の 
綿 
州

め
ん

 
昌
隆 

し
ょ
う
り
ゅ
う

県 
清
廉 

せ
い
れ
ん 

郷 
き
ょ
う

（ 
江
油 
市
の
西
南
十
五
キ
ロ
の 
青 

こ
う
ゆ
う 

せ
い

 
蓮
鎮 
〔
青
蓮
郷
〕）
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
し
て
二
十
五
歳
の
こ
ろ
、
蜀
を
出
て

れ
ん
ち
ん

旅
立
つ
ま
で
の
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
清
廉
郷
の
住
居
を
中
心
に
活

動
す
る
（
昌
隆
県
は
先
天
元
年
〔
七
一
二
〕、
昌
明・
県
に
改
め
ら
れ
、
五
代
に

は
彰・
明
県
と
な
る
。
他
方
、
清
廉
郷
も
明
清
以
降
、
一
般
に
青
蓮
・
・
郷
と
記
さ

れ
る
）。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

朱
熹
「
石
瀬
」
暮
館
繞
寒
泉
、
秋
空
動
澄
碧
（
文
公
集
補
鈔
〔
宋
詩
鈔
補
〕）

（
２
）　

戴
嘉
猷「
遊
岳
麓
」曲
肱
聊
仮
寐
、　

佛
見
朱
張（
岳
麓
書
院
歴
代
詩
選
注〔
増

訂
本
〕
二
十
二
頁
）

（
３
）　

杜
甫
「
岳
麓
山
道
林
二
寺
行
」
寺
門
高
開
洞
庭
野
、
殿
脚
挿
入
赤
沙
湖
（
全

唐
詩
二
二
三
）

（
４
）　

劉
長
卿
「
自
道
林
寺
西
入
石
路
、
至
麓
山
寺
…
…
」
香
随
青
靄
散
、
鐘
過
白

雲
来
（
全
唐
詩
一
四
八
）

（
５
）　

李
東
陽
「
遊
岳
麓
寺
」
万
樹
松
杉
双
径
合
、
四
山
風
雨
一
僧
寒
（
明
詩
別
裁

集
三
）

　
　
　

� 
李
白
故
里
（
四
川
省
）

机弑�

机弑�

化彷�

邑�災

化彷�
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こ
の 
故
里 
は
、
李
白
み
ず
か
ら
字
音
・
字
義
の
両
面
に
わ
た
る
一
種
の 
双 

ふ
る
さ
と 

か

 
関 け 
語 

こ
と
ば

か
ら
成
る
「
青
蓮
（
清
廉
） 
居  
士 
―
清
廉
・
・
郷
出
身
の
脱
俗
的
な
青
蓮
・
・
居

こ 

じ

士
」
と
号
し
た
点
か
ら
も
、
ほ
ぼ
立
証
さ
れ
る
（
後
引
の
松
浦
説
）。
と
す
れ

ば
、
清
廉
（
青
蓮
）
郷
こ
そ
、
秋
の
静
か
な
夜
、「 
牀 

し
ょ
う 
前 
（
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
）

ぜ
ん

月
光
を
看
る
、
疑
ふ
ら
く
は 
是 
れ　

地
上
の
霜
か
と
。 
頭 
を
挙
げ
て　

山
月

こ 

か
う
べ

を
望
み
、
頭
を 
低 
れ
て　

故
郷
を
思
ふ
」（「
静
夜
思
」）
と
歌
っ
た
望
郷
詩
の

た

絶
唱
の
「
故
郷
」
と
し
て
、
永
遠
に
忘
れ
が
た
い
詩
跡
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、

松
浦
友
久
『
李
白
伝
記
論
―
客
寓
の
詩
想
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
四
年
）
第

三
章
参
照
。

　

杜
甫
は
上
元
二
年
（
七
六
一
。
翌
年
が
李
白
の
没
年
）、
蜀
の
成
都
で
、
消

息
の
と
だ
え
た
十
一
歳
年
長
の
李
白
の
身
の
上
を
心
配
し
て
、「 
匡 

き
ょ
う 
山 
は　

ざ
ん

書
を
読
み
し 
処 
、

と
こ
ろ

 
頭 

か
う
べ

白
し　
 
好 
し
く
帰
り 
来 
る
べ
し
」（「
見
ず
」）
と
歌
っ

よ
ろ 

き
た

た
。
こ
の
匡
山
は
大
匡
山
（ 
大
康
山 
）
を
指
す
と
さ
れ
、
清
廉
郷
の
は
る
か

だ
い
こ
う
さ
ん

北
に
あ
っ
た
（
江
油
市
の
西
北
十
五
キ
ロ
の
大
康
郷
）。

　

大
匡
山
の
北
に
連
な
る
峰
が 
戴
天
山 
で
あ
る
（
戴
天
山
は
大
匡
山
の
別
名

た
い
て
ん
ざ
ん

と
も
い
う
）。
李
白
が
蜀
を
出
る
前
に
作
っ
た
数
少
な
い
詩
の
一
つ
、「
戴
天

山
の
道
士
を
訪
ぬ
る
も 
遇 
は
ず
」
は
、「
犬
は 
吠 
ゆ　

水
声
の 
中 
、
桃
花　

露

あ 

ほ 

う
ち

を
帯
び
て 
濃 
や
か
な
り
（
し
っ
と
り
と
美
し
い
）」
と
歌
い
起
こ
し
、「
人
の

こ
ま

　
（
道
士
の
） 
去 
き
し
所
を
知
る 
無 
く
、 
愁 
ひ
て 
倚 
る　

両
三
の
松
」
と
結

ゆ 

な 

う
れ 

よ

ぶ
。
少
年
李
白
の
落
胆
ぶ
り
が
、
ま

ざ
ま
ざ
と
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ

る
（
十
九
歳
ご
ろ
の
作
）。

　

今
日
、
青
蓮
鎮
付
近
に
は
、
李
白

の
住
居
あ
と
と
伝
え
る
「 
隴
西
院 
」、

ろ
う
せ
い
い
ん

妹
（ 
李  
月
円 
）
の
墓
と
そ
の
住
居
あ

り 
げ
つ
え
ん

と
「 
粉
竹
楼 
」、
洗
墨
池
、
太
白
祠
な
ど
が
残
り
、
江
油
市
の
北
郊
（

ふ
ん
ち
く
ろ
う

 
昌 

し
ょ
う 
明 めい

 
河 
畔
）
に
は
李
白
紀
念
館
が
建
つ
。
詳
し
く
は
、
呉
丹
雨
・
梁
吉
充
『
李
白

か与
江
油
』（
電
子
科
技
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
参
照
。

　

三
蘇
と
は
、
北
宋
の 
蘇 そ 
洵 
と
そ
の
子
、

じ
ゅ
ん

 
軾 

し
ょ
く

・ 
轍 
兄
弟
の
総
称
。
こ
の
父
子

て
つ

三
人
は
、
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
散
文
家
と
し
て
唐
宋
八
大
家
の
う
ち
に
数
え

ら
れ
、
な
か
で
も
蘇
軾
（
一
〇
三
六
―
一
一
〇
一
）
は
、
学
問
・
芸
術
（
詩
・

詞
・
書
・
文
）
の
諸
分
野
に
す
ぐ
れ
た
天
才
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

蘇
軾
兄
弟
の
生
家
は
、
蘇
軾
み
ず
か
ら
「
我
が
家
は　

江
水
（
長
江
）
の

初
め
て
源
を
発
す
る
と
こ
ろ
」（「
金
山
寺
に
遊
ぶ
」）
と
歌
う
よ
う
に
、
長
江

の
上
流
「 
岷
江 
」（
蜀
江
）
に
臨
む 
眉 

び
ん
こ
う 

び 
州 

し
ゅ
う 

眉  
山 
県
（
成
都
市
の
西
南
九
十
キ

び 
ざ
ん

ロ
の
眉
山
県
）
城
内
の
西
南
隅
「 
紗  　
  
行 
」（
絹
織
物
業
者
の
集
ま
る
と
こ

さ 
こ
く 
こ
う

ろ
）
内
に
あ
っ
た
（
た
だ
し
、
小
地
主
ら
し
い
）。
そ
の
西
南
に
は
、
蜀
（
四

川
省
）
の
名
峰 
峨  
眉  
山 
が
そ
そ
り
た
つ
。

が 

び 
さ
ん

　
 
元 
の
時
代
、
こ
の
生
家
（
蘇
洵
の
住
居
）
の
跡
地
に
、
三
人
を
記
念
す
る

げ
ん

「
三
蘇
祠
」
が
建
て
ら
れ
、
明
初
の
洪
武
年
間
（
十
四
世
後
半
）、
重
修
さ
れ

た
（『
大
明
一
統
志
』
巻
七
十
一
）。

（
１
）

（
２
）（

３
）

李白の住居あと？
（隴西院の中）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

李
白
「
静
夜
思
」
牀
前
看
月
光
、
疑
是
地
上
霜
。
挙
頭
望
山
月
、
低
頭
思
故

郷
（
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
六
七
八
頁
）

（
２
）　

杜
甫
「
不
見
」
匡
山
読
書
処
、
頭
白
好
帰
来
（
全
唐
詩
二
二
七
）

（
３
）　

李
白
「
訪
戴
天
山
道
士
不
遇
」
犬
吠
水
声
中
、
桃
花
帯
雨
濃
。
…
…　

無
人

知
所
去
、
愁
倚
両
三
松
（
全
唐
詩
一
八
二
）

　
　
　

� 
三
蘇
祠
（
四
川
省
）

（
１
）

穀�縣�

註1
蘇軾「遊金山寺」我家江水初発源（蘇軾詩集7）
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清
初
の
康
煕
十
一
年
（
一
六
七
二
）、
眉
州
を
通
っ
た 
王  
士  　
 
（
漁
洋
）

お
う 
し 
し
ん

は
、
こ
こ
を
訪
ね
て
、「
眉
州
に
て
三
蘇
公
の 
祠 
に 
謁 
す
」
と
い
う
詩
を
作
っ

し 

え
っ

た
。
詩
中
に
は
、
廟
内
の
様
子
が
、「 
長 

ち
ょ
う 
公 
（
蘇
軾
）
の 
遺  
像 
（
石
刻
）
は

こ
う 

い 
ぞ
う

　

竜
眠
（
宋
の
有
名
な
画
家 
李  
公  
麟 
）
の
筆
、 
馬  
券 
（
天
子
か
ら
賜
っ
た
馬

り 
こ
う 
り
ん 

ば 
け
ん

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
蘇
軾
の
文
〔
の
文
字
〕） 
剥
落 
す　
 　

翁 （ 
黄
庭
堅 
）

は
く
ら
く 

ふ
う
お
う 

こ
う
て
い
け
ん

の
書
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
蘇
軾
兄
弟
が
、
こ
の
故
郷
で
静
か
に
余

生
を
送
る
こ
と
な
く
没
し
た
こ
と
を 
悼 
む
。

い
た

　

ち
な
み
に
、
現
在
の
三
蘇
祠
は
、
清
代
以
降
の
再
建
・
増
築
を
経
た
も
の

で
あ
り
、
蘇
氏
ゆ
か
り
の 
洗
硯  
池 
や
旧
井
な
ど
が
残
り
、
三
蘇
関
係
の
資
料

せ
ん
け
ん 
ち

が
多
く
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　

明
代
の
万
里
の
長
城
の
西
端
に
位
置
す
る 
関 かん 
城 
（
城
壁
で
囲
ま
れ
た
関

じ
ょ
う

所
）
の
名
。
東
端
の
渤
海
湾
に
臨
む 
山
海
関 
（
河
北
省 
秦
皇
島 
市
）
と
、
東

さ
ん
か
い
か
ん 

し
ん
こ
う
と
う

西
一
対
を
な
す
軍
事
上
の
要
地
で
あ
る
。

　

明
初
の
洪
武
五
年
（
一
三
七
二
）、
将
軍 
馮 ふう 
勝 
は
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
撃
退
し

し
ょ
う

て
甘
粛
の
地
を
平
定
し
た
と
き
、西
方
の
要
塞
と
し
て
こ
の
関
城
を
設
け
た
。

一
九
六
五
年
に
で
き
た
新
興
の
鉄
工
業
都
市
、 
嘉  
峪  
関 
市
の
西
郊
三
キ
ロ
の

か 
よ
く 
か
ん

地
に
あ
る
。
関
所
の
名
は
、
峻
険
な
嘉
峪
山
の
西
麓
に
置
か
れ
た
こ
と
に
も

と
づ
く
。

　
 
嘉  
峪  
関 
城
は
、
台
形
を
し
た
二
重
の
城
壁
（
高
さ
約
十
二
メ
ー
ト
ル
）
か

か 
よ
く 
か
ん

ら
成
り
、
全
周
〇
・
七
キ
ロ
強
、
東
西
の
両
門
上
に
は
三
層
の
城
楼
が
建
ち
、

「
天
下
の 
雄
関 
」
の
名
に
恥
じ
な
い
（
た
だ
し
、
そ
の
位
置
は
、
漢
の
玉
門

ゆ
う
か
ん

関
よ
り
東
へ
三
〇
〇
キ
ロ
以
上
も
後
退
し
た
）。
南
に
は
、白
い
雪
を
い
た
だ

く 　
  
連 
山
脈
が
連
な
り
、
北
に
は
、 
広
漠 
た
る
ゴ
ビ
砂
漠
が
広
が
っ
て
い

き 
れ
ん 

こ
う
ば
く

る
。
西
域
と
中
国
内
地
と
を
つ
な
ぐ
交
通
幹
線
上
に
位
置
し
た
の
で
あ
る
。

　

嘉
峪
関
の
詩
跡
化
は
、 
新 しん 
疆 

き
ょ
う

へ 
流  
刑 
と
な
っ
た
清
の 
洪 

る 
け
い 

こ
う 

亮 
り
ょ
う 

吉 
や 
林  
則  
徐 
ら

き
つ 

り
ん 
そ
く 
じ
ょ

に
も
と
づ
く
、
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
洪
亮
吉
は
、
流
刑
地
の 
伊  
犁 

い 

り

（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
西
北
端
、 
伊  
寧 
市
付
近
）
か
ら 
赦 
さ
れ
て
帰
還

い 
ね
い 

ゆ
る

す
る
途
中
、「
嘉
峪
関
に 
入 
る
」
詩
を
作
り
、
無
事
に
帰
れ
る
喜
び
を
こ
う
歌

い

う
、「
風
は 
逓 
ふ　
 
管  
鑰 
の
声
（
か
ぎ
・
・
の
音
。
こ
こ
で
は
城
門
を
開
閉
す
る

つ
た 

か
ん 
や
く

音
）、 
巌　
 
（ 
巌 
の
ご
と
く
そ
そ
り
た
つ
城
門
の
か
ん
ぬ
き
）　
 
忽
然 
と
し
て

が
ん
け
い 

い
わ 

こ
つ
ぜ
ん

（
突
然
） 
拓 
く
。

ひ
ら

 
城 

じ
ょ
う 
垣 
（
城
壁
）　
 
金
碧 
（
黄
金
と 
碧 

え
ん 

き
ん
ぺ
き 

へ
き 
玉 
）
の
ご
と
く
麗
し

ぎ
ょ
く

く
、
始
め
て
見
る　
 
瓦 
か
は
ら

も
て 
屋 
（
屋
根
）
を
作
る
を
」
と
。

お
く

　

ま
た
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
勇
名
を
は
せ
た
林
則
徐
も
、
同
じ
く
伊
犁
へ
と
流

さ
れ
た
。
流
刑
地
へ
と
赴
く
途
上
の
豪
放
・
悲
涼
の
作
、「
出
嘉
峪
関
感
賦
」

（
嘉
峪
関
を 
出 
で
て
感
じ
て 
賦 
る
）
詩
（
そ
の
一
）
に
は
、
こ
う
歌
わ
れ
て

い 

つ
く

い
る
（
七
律
の
後
半
）。

　

天
山
巉
削
摩
肩
立　

天
山
は 
巉
削 
と
し
て　

肩
を 
摩 
し
て
立
ち

ざ
ん
さ
く 

ま

　

瀚
海
蒼
茫
入
望
迷　
 
瀚
海 
は 
蒼
茫 
と
し
て　
 
望 
に
入
り
て
迷
ふ

か
ん
か
い 

そ
う
ぼ
う 

ぼ
う

　

誰
道　

函
千
古
険　

誰
か 
道 
ふ　
 　

函 
は
千
古
の
険
な
り
と

い 

こ
う
か
ん

　

回
頭
只
見
一
丸
泥　

頭
を 
回 
ら
せ
ば 
只 
だ
見
る　
 
一
丸
泥 

め
ぐ 

た 

い
ち
が
ん
で
い

―
険
し
く
そ
そ
り
た
つ
天
山
（ 　
  
連 
山
脈
）
の
峰
々
は
、
ま
る
で
肩
を
こ
す

き 
れ
ん

り
あ
わ
せ
る
よ
う
に
連
な
り
、
眼
前
の
瀚
海
（
ゴ
ビ
砂
漠
）
は
、
あ
て
ど
も

（
２
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

蘇
軾
「
遊
金
山
寺
」
我
家
江
水
初
発
源
（
蘇
軾
詩
集
七
）

（
２
）　
「
眉
州
謁
三
蘇
公
祠
」（
題
下
自
注
「
祠
即
故
宅
、
今
為
眉
山
書
院
」）
長
公
遺

像
竜
眠
筆
、
馬
券
剥
落　

翁
書
（
漁
洋
山
人
精
華
録
三
）

　
　
　

� 
嘉
峪
関
（
甘
粛
省
）

（
１
）

（
２
）

禮愼�
沿倍�

沿倍�

祀郁�
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岬淆�
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註2
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な
く
広
が
っ
て
目
を
ま
ど
わ
せ
る
。
い
っ
た
い
誰
が
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、 　

山 
や 
函
谷
関 
は
、
永
遠
不
変
の
天
下
の
要
害
だ
な
ど
と
。
ふ
り
か
え

こ
う
ざ
ん 

か
ん
こ
く
か
ん

っ
て
眺
め
や
れ
ば
、
あ
た
か
も
丸
い
泥
の
固
ま
り
の
よ
う
に
小
さ
い
で
は
な

い
か
―
と
。
時
に
道
光
二
十
二
年
（
一
八
四
二
）、
作
者
五
十
八
歳
で
あ
る
。

最
後
の
句
は
も
ろ
ち
ん
、
嘉
峪
関
の
高
大
・
雄
険
な
偉
容
を
誇
張
し
た
表
現

で
あ
る
。

　

明
・
清
期
に
お
け
る
嘉
峪
関
は
、
西
域
と
本
土
と
の
境
界
を
な
し
、
い
わ

ば
漢
・
唐
時
代
の
玉
門
関
と
共
通
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
備
え
た
新
し
い
詩
跡
な

の
で
あ
る
。

　
（
過
去
の
）
中
国
の
西
北
端
に
位
置
す
る
オ
ア
シ
ス
「 
敦
煌 
」
は
、
前
漢
以

と
ん
こ
う

来
、
東
西
（
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
）
と
南
北
（
北
方
遊
牧
民
と
チ
ベ
ッ
ト
族
）

の
交
通
の
要
衝
と
し
て
繁
栄
し
た
国
際
都
市
で
あ
っ
た
（
漢
・
唐
の
敦
煌
県

城
は
、
一
般
に
現
在
の
敦
煌
市
の
西
約
三
キ
ロ
の
故
城
〔
旧
城
、 
党  
河 
の
西

と
う 
が

岸
〕
と
さ
れ
る
が
、
ま
だ
確
証
は
な
い
）。
た
だ
唐
代
で
は
、
主
要
な
西
域
ル

ー
ト
か
ら
は
ず
れ
た
辺
境
都
市
と
な
り
、
む
し
ろ
仏
教
の
霊
場
「 
莫
高
窟 
」

ば
く
こ
う
く
つ

（
莫
高
は
唐
代
の
郷
名
）
を
ひ
か
え
た
宗
教
都
市
と
し
て
知
ら
れ
た
。

　

莫
高
窟
と
は
、
敦
煌
市
の
東
南
約
二
十
五
キ
ロ
、 
鳴  
沙  
山 
東
端
の
断
崖
に

め
い 
さ 
ざ
ん

 
穿 うが
た
れ
た
石
窟
寺
院
を
い
う
。
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、 
前
秦 
の
建
元
二

ぜ
ん
し
ん

年
（
三
六
六
）、
千
仏
（
無
数
の
仏
）
の
ご
と
き 
金
色 
の
光
を
見
た 
沙
門 
（
僧
）

こ
ん
じ
き 

し
ゃ
も
ん

の 
楽　
 
が
、
当
地
（ 
大
泉  
河 
の
流
れ
る
、
鳴
沙
山
と 
三  
危  
山 
に
は
さ
ま
れ
た

ら
く
そ
ん 

だ
い
せ
ん 
が 

さ
ん 
き 
ざ
ん

峡
谷
）
に 
開
鑿 
し
て
以
来
、
十
三
世
紀
の
元
初
に
至
る
ま
で
、
仏
教
東
伝
の

か
い
さ
く

ル
ー
ト
上
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
次
々
と
石
窟
が
掘
ら
れ
、
俗
に

「 
千
仏
洞 
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
ま
で
増
え
た
、
宗
教
上
の
一
大
聖
地
で
あ

せ
ん
ぶ
つ
ど
う

る
。
ま
さ
に
壮
麗
な
宗
教
芸
術
の
殿
堂
で
あ
り
、
現
在
も
な
お
、
四
九
二
の

石
窟
内
部
に
、
色
彩
豊
か
な
仏
教
の
壁
画
と
塑
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

莫
高
窟
の
全
盛
期
は
、
唐
代
で
あ
る
。
当
時
、
石
窟
の
外
部
に
は
多
く
の

木
造
建
築
が
立
ち
、 
桟
道 
で
石
窟
間
を
結
ん
で
い
た
。
敦
煌
（ 
沙 

か
け
は
し 

さ 
州 

し
ゅ
う

）
が 
吐 と

 
蕃 
（
チ
ベ
ッ
ト
）
の
支
配
下
（
六
十
七
年
間
）
か
ら
脱
し
た
大
中
二
年
（
八

ば
ん四

八
）
以
後
、
二
十
余
年
間
に
成
る
と
さ
れ
る
「
敦
煌 
廿 

に
じ
ゅ
う 
詠 
」（
敦
煌
の
名

え
い

勝
・
旧
跡
を
詠
ん
だ
七
言
律
詩
の
連
作
。
作
者
未
詳
）
そ
の
三
に
、「
莫
高
窟

詠
」（
莫
高
窟
の 
詠 うた
）
が
あ
り
、
当
時
の
隆
盛
ぶ
り
を
歌
う
。「 
雪
嶺 
（
雪
を

せ
つ
れ
い

い
た
だ
く
三
危
山
）　
 
青
漢 
を 
干 
し
（
そ
び
え
て
青
空
に
つ
き
さ
さ
り
）、 
雲 

せ
い
か
ん 

を
か 

う
ん

 
楼 
（
雲
に
と
ど
く
高
楼
）　
 
碧
空 
に 
架 
す
（
高
々
と
青
空
に
か
か
る
）」
と
歌

ろ
う 

へ
き
く
う 

か

っ
た
あ
と
、
石
窟
寺
院
を
こ
う
描
写
す
る
、

　

重
開
千
仏
刹　
 
重 
ね
て 
開 
く　
 
千
仏
刹 

か
さ 

ひ
ら 

せ
ん
ぶ
つ
さ
つ

　

旁
出
四
天
宮　
 
旁 

あ
ま
ね

く 
出 
づ　
 
四  
天 

い 

し 
て
ん 
宮 

き
ゅ
う

―
数
知
れ
ぬ
石
窟
寺
（
千
仏
洞
）
が
重
な
り
あ
う
よ
う
に
穿
   

た
れ
、
四

う
が

し
   
 
天
王 

て
ん
の
う

（
四
方
を
守
護
す
る
四
神
、
護
法
神
）
を 
祀 
る
仏
殿
が
、
あ
ち
こ
ち
に
姿
を

ま
つ

み
せ
る
―
と
。

　

ま
た
、
敦
煌
の
土
豪 
張 

ち
ょ
う 
義 ぎ 
潮 
が
、
大
中
二
年
、
吐
蕃
か
ら
敦
煌
を
奪
回
し

ち
ょ
う

た
と
き
の
喜
び
を
歌
う
詩
「
敦
煌
」（
作
者
未
詳
）
も
、
前
掲
の
「
敦
煌
廿

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

洪
亮
吉
「
入
嘉
峪
関
」
風
逓
管
鑰
声
、
巌　

忽
然
拓
。
城
垣
金
碧
麗
、
始
見

瓦
作
屋
（
嘉
峪
関
詩
選
〔
孫
一
峰
主
編
、
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
〕

二
十
五
頁
）

（
２
）　

近
代
詩
一
百
首
（
鍾
鼎
選
注
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
十
二
頁
。

　
　
　

� 
敦
煌
・
莫
高
窟
（
甘
粛
省
）

（
１
）

岬淆�
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詠
」
と
と
も
に
、
第
十
七
窟
（
い
わ
ゆ
る 
蔵 ぞう 
経 

き
ょ
う 
洞 
）
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る

ど
う

（
敦
煌
遺
書
の
一
）
。
そ
の
一
節
に
、
こ
う
歌
わ
れ
る
、「
歌
謡
再
び 
復 
り
て

か
へ

（
よ
み
が
え
る
）　

唐
国
に 
帰 
し
、
道
に
は
舞
ふ　

春
風　
 
楊 

き 

よ
う 
柳 
の
花
（
白
い

り
ゅ
う

 
柳 

り
ゅ
う 
絮 
）」
と
。
道
に
乱
舞
す
る
の
は
、
単
に
柳
絮
だ
け
で
な
く
、
敦
煌
の
人

じ
ょ

民
を
含
め
て
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

　

天
水
市
の
東
南
四
十
五
キ
ロ
、 
秦
嶺 
山
脈
の
西
端
に
位
置
し
、
峰
の
形
が

し
ん
れ
い

麦
わ
ら
を
高
く
積
み
あ
げ
た
姿
に
似
て
い
る
た
め
の
命
名
と
い
う
。
こ
の 
麦 ばく

 
積
山 
は
、
敦
煌
・ 
雲
岡 
・
竜
門
と
と
も
に
、
中
国
の
四
大
石
窟
の
一
つ
に
数

せ
き
ざ
ん 

う
ん
こ
う

え
ら
れ
る
「
秦
川
（
関
中
平
原
）
の
勝
境
」（
後
引
の 
祝 

し
ゅ
く 

穆 
の
語
）
で
あ
る
。

ぼ
く

　

石
窟
の
造
営
は 
後
秦 
（
三
八
四
―
四
一
七
）
に
始
ま
り
、
清
代
ま
で
続
い

こ
う
し
ん

た
。
宋
代
の
編
纂
『
玉
堂
閑
話
』（
後
述
）
に
は
、
五
代
の
石
窟
寺
院
の
状
況

を
、
こ
う
伝
え
る
、「
青
雲（
の
た
な
び
く
山
）の
半
ば
、 
峭 

し
ょ
う 
壁 
（
き
り
た
つ
断

へ
き

崖
）
の 
間 
（
と
こ
ろ
）

か
ん

に
、 
石 
を 
鐫 
り
て
仏
（
像
）
を 
成 
り
、 
万
龕 
千
室
（
無

い
は 

ほ 

つ
く 

ま
ん
が
ん

数
の 
仏
龕 
・
石
室
）〔
を
な
す
〕。
人
の
力
と
曰
ふ
と

ぶ
つ
が
ん

 
雖 

い
へ
ど

も
、
そ
の 
鬼  
功 
（
鬼

き 
こ
う

神
の
し
わ
ざ
）
か
と
疑
ふ
」
と
。

　

今
日
も
な
お
、
高
さ
一
四
二
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
上
に
、
一
九
四
の
石
窟
が

あ
り
、
七
千
余
体
の 
塑  
像 
（ 
泥  
塑 
が
中
心
）
と
多
く
の
壁
画
を
伝
え
て
い
る
。

そ 
ぞ
う 

で
い 
そ

「
壁
画
館
」
敦
煌
に
対
し
て
、「
彫
塑
館
」
の
異
名
を
も
つ
。

　

杜
甫
は 
乾
元 
二
年
（
七
五
九
）、
秦
州
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
こ
の
仏
教

け
ん
げ
ん

の
聖
地
を
訪
れ
、「 
山  
寺 
」
詩
を
作
っ
た
。
南
宋
の
祝
穆
『 
方  
輿 

さ
ん 
じ 

ほ
う 
よ 
勝 

し
ょ
う 
覧 
』
巻

ら
ん

六
十
九
、
天
水
軍
の
条
に
よ
れ
ば
、 
後
秦 
の 
姚
興 
が
「
山
を 
鑿 
ち
て 
修 
」
っ

こ
う
し
ん 

よ
う
こ
う 

う
が 

つ
く

た
麦
積
山
の 
瑞
応
院 
を
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
そ
の
一
節
に
い
う
、「
乱
水　

ず
い
お
う
い
ん

人
を
通
じ
て 
過 
ぎ
し
め
、 
懸
崖 
（
そ
そ
り
た
つ
断
崖
）　
 
屋 
（
仏
殿
）
を
置
く

す 

け
ん
が
い 

お
く

こ
と 
牢 
し
」
と
。

か
た

　

乱
水
は
「
乱
石
」
に
も
作
る
。
開
元
二
十
二
年
（
七
三
四
）、
天
水
一
帯

は
、
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
。
二
十
五
年
後
の
当
時
に
あ
っ
て
も
、
麦
積
山
付

近
は
、
そ
の 
爪
痕 
を
残
し
て
い
た
ら
し
い
。
上
掲
の
二
句
は
、
石
質
の
も
ろ

つ
め
あ
と

い 
山
石 
が
崩
落
し
て
道
を
ふ
さ
ぎ
、
ど
う
に
か
通
れ
る
よ
う
な
状
況
と
、
地

い

わ

震
を
た
え
ぬ
い
た
建
物
の 
堅
牢 
さ
を
表
現
し
た
も
の
と
い
う
（
李
済
阻
「
秦

け
ん
ろ
う

州 
踪
迹 
」〔『
杜
甫 
隴
右  
詩 
研
究
論
文
集
』
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年

そ
う
せ
き 

ろ
う
ゆ
う 
し

所
収
〕
な
ど
。
た
だ
し
、
同
論
文
集
に
収
め
る
王
廷
賢
「
読
『
隴
右
詩
』
志

疑
」
は
、
杜
詩
の
山
寺
は
、
麦
積
山
の
そ
れ
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
と
す

る
）。
ち
な
み
に
、
今
日
、
石
窟
群
が
東
西
に
分
断
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の

同
じ
大
地
震
の
影
響
だ
と
い
う
。

　

秦
州
（
天
水
市
付
近
）
出
身
の 
王
仁
裕 
は
、
五
代
初
め
の
九
一
一
年
、「
題

お
う
じ
ん
ゆ
う

麦
積
山
天
堂
」（
麦
積
山
の 
天
堂 
に 
題 
す
）
詩
を
作
り
、
山
を
詩
跡
化
す
る
。

て
ん
ど
う 

し
る

こ
の
詩
を
引
く
『
太
平
広
記
』
巻
三
九
七
、
麦
積
山
の
条
所
引
『
玉
堂
閑
話
』

（
王
仁
裕
が
書
い
た
各
種
の
筆
記
資
料
を
集
め
て
編
纂
し
た
も
の
〔
周　

初

説
〕、
編
者
未
詳
）
は
、
石
窟
の
状
況
を
詳
細
に
記
し
た
貴
重
な
古
い
資
料
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、（
絶
壁
に
張
り
出
し
て
）、
ま
る
で
天
空
に 
懸 
る
か

か
か

の
よ
う
な
、
高
く
険
し
い 
梯 
（
階
段
、
は
し
ご
）
を
登
り
ゆ
く
と
、「
千
房
万

き
ざ
は
し

（
２
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

作
者
未
詳
「
莫
高
窟
詠
」（
敦
煌
廿
詠
）
雪
嶺
干
青
漢
、
雲
楼
架
碧
空
（
全
唐

詩
補
編
〔
補
全
唐
詩
拾
遺
三
〕）

（
２
）　

作
者
未
詳
「
敦
煌
」
歌
謡
再
復
帰
唐
国
、
道
舞
春
風
楊
柳
花
（
全
唐
詩
補
編

〔
補
全
唐
詩
拾
遺
三
〕）

　
　
　

� 
麦
積
山
（
甘
粛
省
）

（
１
）（

２
）

韻�勘�

註1
杜甫「山寺」乱水通人過、懸崖置屋牢（全唐詩225）

註2
全唐詩736。
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室
」
が
空
中
高
く
造
ら
れ
、
人
々
は
こ
わ
く
て
ふ
り
返
れ
な
い
。
詩
題
の

「
天
堂
」と
は
、最
高
処
に
あ
る
石
窟
の
名（
西
崖
の
最
高
処
東
端
に
あ
る「
天

堂
洞
」。
高
さ
七
、
八
十
メ
ー
ト
ル
。
北
魏
の
晩
期
に
成
る
）。
そ
こ
ま
で
登

り
ゆ
く
勇
気
の
あ
る
者
は
、
い
な
か
っ
た
。
た
だ
王
仁
裕
だ
け
は
登
り
き
っ

て
、
天
堂
の
西
壁
上
に
詩
を
書
き
つ
け
た
と
い
う
。

　

詩
の
前
半
に
は
、
高
峻
さ
を
、
こ
う
歌
う
、

　

躡
尽
懸
空
万
仞
梯　
 
躡 
み
尽
く
す　
 
懸
空 　
 
万
仞 
の 
梯 

ふ 

け
ん
く
う 

ば
ん
じ
ん 

て
い

　

等
閑
身
共
白
雲
斉　
 
等
閑 
に　

身
は　

白
雲
と
共
に 
斉 
し

と
う
か
ん 

ひ
と

　

簷
前
下
視
群
山
小　
 
簷
前 
に
下
視
す
れ
ば　

群
山
小
さ
く

え
ん
ぜ
ん

　

堂
上
平
分
落
日
低　

堂
上
に
平
分
す
れ
ば　

落
日
低
し

―
天
空
に 
懸 
る
高
く
険
し
い

か
か

 
梯 
を
踏
み
し
め
な
が
ら
頂
上
近
く
に
た
ど
り
つ

き
ざ
は
し

く
と
、
思
い
が
け
な
く
も
、
わ
が
身
は
、
た
だ
よ
う
白
い
雲
と
同
じ
高
さ
。

天
堂
（
洞
）
の 
簷 
（ 
窟
簷 
）
さ
き
か
ら
見
お
ろ
す
と
、
群
が
る
山
々
は
小
さ

の
き 

く
つ
え
ん

く
な
り
、
堂
上
か
ら
水
平
に
視
線
を
の
ば
せ
ば
、
沈
み
ゆ
く
太
陽
は
、
は
る

か
下
に
あ
る
―
と
。

　

詩
中
に
は
、
故
郷
の
名
勝
を
征
服
し
た
満
足
感
が
た
だ
よ
う
。
時
に
作
者

三
十
二
歳
で
あ
る
。

　
 
吐
魯 

ト

ル 
番 
盆
地
（
天
山
山
脈
東
部
の
南
麓
）
の
東
北
部
に
、
や
や
斜
め
方
向

フ
ァ
ン

に
一
〇
〇
キ
ロ
連
な
る 
紅 
い
砂
岩
の
山
脈
を
呼
ぶ
（
明
代
以
降
の
）
名
称
。

あ
か

古
く
は
「 
火  
石  
山 
」「 
火  
山 
」
な
ど
と
い
う
。 
高 

か 
せ
き 
ざ
ん 

か 
ざ
ん 

こ
う 
昌 
故
城
（
唐
代
の
西
州
・

し
ょ
う

 
交  
河  
郡 

こ
う 
が 
ぐ
ん 
城 
。
ト
ル
フ
ァ
ン
市
の
東
南
約
四
十
キ
ロ
に
あ
る
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド

じ
ょ
う

の
要
衝
）
の
ほ
と
り
で
あ
る
。

　

ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
は
、「
ア
ジ
ア
の
井
戸
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
全
体

の
標
高
が
海
面
下
と
い
う
、
中
国
で
最
も
低
い
土
地
で
あ
り
、
乾
燥
・
炎
熱
・

強
風
を
特
色
と
す
る
。
そ
し
て
す
り 
鉢 
状
の
地
形
か
ら
、
夏
は
フ
ェ
ー
ン
現

ば
ち

象
が
生
じ
て
異
常
高
温
（
時
に
四
十
七
度
以
上
）
と
な
り
、
熱
の
発
散
が
遅

い
た
め
、
冬
期
で
も
比
較
的
暖
か
か
っ
た
。

　
　
　

山
の
乾
き
き
っ
た
紅
い
山
肌
は
、
長
年
の
風
化
と 
浸 しん 
蝕 
作
用
に
よ
っ

し
ょ
く

て
深
く
彫
り
刻
ま
れ
、
草
木
は
全
く
生
え
て
い
な
い
。
地
表
温
度
が
五
、
六

十
度
を
越
す
（
時
に
は
八
十
度
に
達
す
る
）
真
夏
に
な
る
と
、
強
烈
な
太
陽

が
照
り
つ
け
て
赤
い
光
を
反
射
し
、
あ
た
り
一
面
に
か
げ
ろ
う
が
立
っ
た
。

こ
の
と
き
、
深
い
し
わ
・
・
（
ひ
だ
）
を
も
つ
こ
の
紅
い
断
崖
も
左
右
に
ゆ
れ
て
、

ま
る
で
燃
え
た
つ
炎
（　
　

）
の
よ
う
に
見
え
た
。「
火
山
」「　
　

山
」
な

ど
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　
　

山
の
詩
跡
化
は
、唐
代
の
辺
塞
詩
人 
岑
参 
の
詩
に
よ
っ
て
確
立
す
る
。

し
ん
じ
ん

天
宝
八
載
（
七
四
九
）、
安
西
都
護
府
（ 
庫  
車 
）
へ
赴
任
す
る
途
中
の
厳
寒

ク 
チ
ャ

期
、
う
わ
さ
で
聞
い
て
い
た
異
様
な
山
容
を
初
め
て
眺
め
、
激
し
い
衝
撃
を

受
け
て
、「
経
火
山
」（
火
山
を 
経 
）
を
詠
ん
だ
。

ふ

　

赤　

焼
虜
雲　
 
赤  　
 　
 
虜
雲 
を
焼
き

せ
き 
え
ん 

り
ょ
う
ん

　

炎
氛
蒸
塞
空　
 
炎
氛 　
 
塞
空 
を 
蒸 
す

え
ん
ぷ
ん 

さ
い
く
う 

む

―
燃
え
た
つ
赤
い
炎
は
、 
胡
地 
（
西
北
の
辺
地
）
の
雲
を
紅
く
焼
き
こ
が
し
、

こ

ち

立
ち
の
ぼ
る
熱
気
は
、
辺
境
の
空
を
む
ん
む
ん

・
・
・
・
と 
蒸 
し
た
て
る
―
と
。

む

　

山
下
に
は
熱
風
が
吹
き
わ
た
り
、
人
も
馬
も
、
汗
が
流
れ
落
ち
た
と
も
歌

　
　
　
　
　

註

　
　
　

� 　
　

山
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
）

（
１
）　

杜
甫
「
山
寺
」
乱
水
通
人
過
、
懸
崖
置
屋
牢
（
全
唐
詩
二
二
五
）

（
２
）　

全
唐
詩
七
三
六
。

（
１
）

火
焔�餡�

火
焔�餡�

火
焔�餡�

火
焔�餡�

火
焔�餡�焔�餡�

焔�餡�

註1
岑参「経火山」（全唐詩198）
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う
。
ま
る
で
噴
炎
を
あ
げ
る
活
火
山
を
思
わ
せ
る
描
写
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ

ん
単
な
る
詩
的
誇
張
に
す
ぎ
な
い
。

　

第
二
回
め
の
西
域
行
の
と
き
（
天
宝
十
四
載
）
に
も
、「
交
河
郡
に
使
ひ

す
」
と
い
う
詩
を
作
っ
た
。
題
下
に
「
郡
は
火
山
の 
脚 
に
在
り
。
そ
の
地
は

ふ
も
と

 
苦 

は
な
は

だ
熱
く
、
雨
雪 
無 
し
」
云
々
と
注
す
る
（
詩
題
の
一
部
と
も
す
る
）
と
と

な

も
に
、
こ
う
歌
っ
た
、「 
暮 
に
交
河
城
（

く
れ

 
交
河
郡
城 

カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ

〔
高
昌
故
城
〕）
に 
投 
れ

い
た

ば
、
火
山
赤
く 
崔
嵬 
た
り
（
そ
そ
り
た
つ
さ
ま
）。
九
月
（
晩
秋
）　
 
尚 
ほ
汗

さ
い
か
い 

な

を
流
し
、
炎
風　
 
沙  
埃 
（
沙
ぼ
こ
り
）
を
吹
く
」
と
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
岑

さ 
あ
い

参
は
「
火
山
」
の
語
を
愛
用
す
る
。

　

豊
か
な
中
国
古
典
詩
の
中
に
あ
っ
て
も
、「
火
山
」
を
詠
む
詩
は
ま
れ
で
あ

る
。
そ
う
し
た
な
か
、
六
朝
・
宋
の 
鮑 ほう 
照 
は
、「
苦
熱
行
」
の
な
か
で
、
南
方

し
ょ
う

の
暑
熱
を
表
す
「
火
山
」
を
詠
ん
だ
。
岑
参
は
、
そ
れ
を
西
域
の
「
火
州

（
火
の 
州 
）」
と
も
呼
ば
れ
る
炎
熱
と
乾
燥
の
風
土
を
表
す
詩
語
へ
と
転
換

く
に

し
、
噴
炎
を
吐
く
活
火
山
の
よ
う
な
幻
想
的
イ
メ
ー
ジ
を
つ
け
加
え
た
の
で

あ
る
。

　

明
の
陳
誠
も
、
こ
の
岑
参
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
、「
炎
炎
た
る 
気  　
 
き 
え
ん

（
燃
え
さ
か
る
炎
と
熱
気
）
は　

空
を
焼
か
ん
と
欲
す
」（「　
　

山
」）
と
歌

う
。「
火
山
」（　
　

山
）
こ
そ
、
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
特
有
の
乾
燥
し
た
灼
熱

の
大
地
を
象
徴
す
る
風
景
な
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、　
　

山
は
、
有
名
な
『
西
遊
記
』
の
中
に
も
登
場
す
る
。
三
蔵

法
師
一
行
が
燃
え
さ
か
る
炎
に
は
ば
ま
れ
て
立
往
生
し
た
と
き
、
孫
悟
空
が

大
活
躍
し
て
、
芭
蕉
扇
で
火
を
消
す
名
場
面
で
あ
る
。

　
 
亀 
き
ゅ
う 

茲 
（
キ・
ジ
と
読
む
の
は
誤
り
）
と
は
、
前
漢
時
代
以
来
、
天
山
南
路
の

じ

諸
国
を
ほ
ぼ
支
配
し
て
き
た
亀
茲
国
の
都
城
と
な
り
、
東
西
交
易
の
中
継
点

と
し
て
繁
栄
し
た 
城 
で
あ
る
。

ま
ち

　

唐
朝
は
、 
貞 

じ
ょ
う 
観 
二
十
二
年
（
六
四
八
）、
反
抗
す
る
亀
茲
国
を
滅
ぼ
し
、

が
ん

 
安
西 

あ
ん
せ
い 
都
護
府 
を
西
州
（
ト
ル
フ
ァ
ン
）
か
ら
当
地
（

と

ご

ふ

 
亀 

き
ゅ
う 
茲  
王 

じ 
お
う 
城 
）
へ
と
移
し

じ
ょ
う

た
。
こ
の
あ
と
、 
吐  
蕃 
な
ど
の
攻
撃
を
受
け
、
安
西
都
護
府
（
つ
い
で
安
西

と 
ば
ん

節
度
使
）
の
設
置
場
所
は
再
三
移
動
し
た
が
、
長
寿
元
年
（
六
九
二
）
以
降

の
百
年
間
、
亀
茲
王
城
の
中
に
置
か
れ
続
け
た
（ 
貞
元 
三
年
〔
七
八
七
〕、
吐

て
い
げ
ん

蕃
に
よ
っ
て
陥
落
）。
こ
の
た
め
、
安
西
は
亀
茲
の
別
名
と
も
な
る
。

　

安
西
（ 
鎮
西 
）
都
護
府
（
安
西
節
度
使
）
は
、
天
山
山
脈
以
南
の
西
域
を

ち
ん
せ
い

広
く
統
治
す
る
最
高
の
行
政
・
軍
事
機
関
で
あ
り
、
総
計
二
、
三
万
の
兵
士

を
擁
す
る
四
つ
の 
軍
鎮 
、
亀
茲
（
ク
チ
ャ
）・ 
于  　
 
（
ホ〔
コ
〕ー
タ
ン
）・ 
疏 

ぐ
ん
ち
ん 

う 
て
ん 

そ

 
勒 
（
カ
シ
ュ
ガ
ル
）・ 
焉  
耆 
（
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
。
後
に
「 
砕  
葉 
」〔
ス
イ
ア
ブ
〕

ろ
く 

え
ん 
ぎ 

さ
い 
よ
う

に
代
わ
る
）
を
支
配
し
た
（
安
西
四
鎮
）。
安
西
都
護
府
の
存
続
は
、
西
域

（
タ
リ
ム
盆
地
周
辺
）
の
制
圧
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　

安
西
都
護
府
の
置
か
れ
た
「
亀
茲
王
城
」（
亀
茲
鎮
）
の
遺
跡
は
、 
庫  
車 
県

ク 
チ
ャ

の
旧
城
と
新
城
の
間
に
あ
る
「 
皮  
朗 
旧
城
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
漢
代
以
来
、

ピ 
ラ
ン

亀
茲
国
の
都
城
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
（
た
だ
し
、
漢
代
の
「
延
城
」
と

（
２
）

（
３
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

岑
参
「
経
火
山
」（
全
唐
詩
一
九
八
）

（
２
）　

岑
参
「
使
交
河
郡
」
暮
投
交
河
城
、
火
山
赤
崔
嵬
。
九
月
尚
流
汗
、
炎
風
吹

沙
埃
（
全
唐
詩
一
九
八
）

（
３
）　

陳
誠
「　
　

山
」
炎
炎
気　

欲
焼
空
（
歴
代
西
域
詩
選
注
〔
新
疆
人
民
出
版

社
、
一
九
八
一
年
〕
九
十
三
頁
）

　
　
　

� 
亀
茲
故
城
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
）閣巓

火
焔�餡�

火
焔�餡�

火
焔�餡�

火
焔�餡�

火
焔�餡�

焔�餡�
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唐
初
の
「 
伊
邏
盧 

い

ら

ろ 
城 
」
で
は
、
規
模
が
異
な
る
）、「（
全
）

じ
ょ
う

 
周 
十
七
八
里
」（
唐

し
ゅ
う

の
玄
奘
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
、
屈
支
国
の
条
）
の
規
模
は
、
残
存
す
る
城

壁
か
ら
の
推
定
（
約
七
キ
ロ
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

豊
か
な
オ
ア
シ
ス
「
亀
茲
」（
丘
茲
・
屈
支
と
も
書
く
）
は
、
唐
初
、「 
伽 が

 
藍 
百
余
所
、
僧
徒
五
千
余
人
」（『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
と
記
さ
れ
る
仏
教

ら
ん都

市
で
あ
り
、
仏
典
の
漢
訳
で
知
ら
れ
る 
鳩
摩
羅 

く

ま

ら 
什 
の
出
身
地
で
も
あ
る
。

じ
ゅ
う

ま
た
有
名
な
「 
亀 

き
ゅ
う 

茲
伎 

じ

ぎ

」（
音
楽
・
舞
踊
）
の
発
祥
地
で
あ
り
、
亀
茲 
錦 
・

き
ん

 
葡  
萄 
酒
・
良
馬
の
名
産
で
も
知
ら
れ
た
。

ぶ 
ど
う

　

安
西
都
護
府
は
、
王
維
の
有
名
な
送
別
詩
「 
元  
二 
の　

安
西
・
・
に
使
ひ
す
る

げ
ん 
じ

を
送
る
」
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
辺
塞
詩
人 
岑
参 
が
、
天
宝
九

し
ん
じ
ん

載
（
七
五
〇
）
前
後
の
一
年
あ
ま
り
、
安
西
四
鎮
節
度
使 
高
仙  
芝 
の
幕
僚
と

こ
う
せ
ん 
し

し
て
滞
在
し
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ
た
場
所
で
も
あ
る
。
岑
参
の
「
安
西
館

中
思
長
安
」（ 
安
西 
の 
館 
〔
役
所
・
幕
府
〕
中
に
て
長
安
を
思
ふ
）
詩
に
は
、

あ
ん
せ
い 

か
ん

ま
ず
望
郷
の
思
い
を
、「（
わ
が
）家
は　

日
の 
出 
づ
る

い

 
処 （
都
長
安
）に
在
り
。

と
こ
ろ

 
朝 

ち
ょ
う 
来 
（

ら
い

 
今
朝 
）　

東
風（
春
風
）を
喜
ぶ
。
風
は
帝
郷（
都
）従

け

さ

よ
   

り 
来 
り
、
家
信

き
た

（
家
か
ら
の
便
り
）
の
通
ぜ
し
と
異
な
ら
ず
」
と
歌
う
。

　

そ
し
て
都
長
安
か
ら
約
七
千
里
（
三
五
〇
〇
キ
ロ
前
後
）
も
離
れ
た
安
西

付
近
の
地
勢
を
、
こ
う
表
現
す
る
。

　

絶
域
地
欲
尽　

絶
域　

地 
尽 
き
ん
と
欲
し

つ

　

孤
城
天
遂
窮　

孤
城　

天 
遂 
に
窮
ま
ら
ん

つ
ひ

―
こ
の 
最  
果 
て
の
地
で
は
、
足
も
と
の
大
地
も
つ
き
は
て
よ
う
と
し
、
こ
の

さ
い 
は

孤
立
す
る 
城
塞 
で
は
、
頭
上
の
天
空
も
、
こ
の
ま
ま
窮
ま
り
は
て
よ
う
と
す

ま

ち

る
―
と
。

　

ま
た
「 
宇  
文  
判
官 
に
寄
す
」
詩
の
な
か
で
、
目
に
う
つ
る
荒
涼
た
る
厳
寒

う 
ぶ
ん 
は
ん
が
ん

の
風
景
を
、「
終
日
（
一
日
中
）　

風
と
雪
と
、
連
天
（
毎
日
）　
 
沙  
復 
た
山
」

す
な 
ま

と
歌
う
。
亀
茲
故
城
は
、
王
維
と
岑
参
の
詩
に
よ
っ
て
忘
れ
が
た
い
詩
跡
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

北
庭
故
城
と
は
、
天
山
山
脈
以
北
の
西
域
を
広
く
統
治
す
る
行
政
・
軍
事

の
最
高
機
関
「 
北
庭 

ほ
く
て
い 
都
護
府 
」（
則
天
武
后
の
長
安
二
年
〔
七
〇
二
〕
設
置
。

と

ご

ふ

後
に
北
庭 
節 
度 
使

せ
つ
ど

し

    

に
改
称
）
の
置
か
れ
た
唐
代
の
庭
州 
金
満 
県
城
の
遺
跡
で

き
ん
ま
ん

あ
る
。
天
山
東
部
の 
博
格
達 
峰
の
北
麓
、

ボ

グ

ダ

 
吉
木
薩 

ジ

ム

サ 
爾 
県
城
（
烏
魯
木
斉

（
ル
）

      

市
の

ウ

ル

ム

チ

東
約
一
三
〇
キ
ロ
。
吉
木
は
「
金
満
」
の 
転
音 
、
薩
爾
は
ウ
イ
グ
ル
語
で

な
ま
り

「
城
」
の
意
）
の
北
約
十
キ
ロ
の
「 
護  
堡  
子  
破 

ご 
ほ
う 
し 

は 
城 

じ
ょ
う

（ 
子 
）」
を
指
し
、
不
整

し

形
な
長
方
形
を
し
た
内
外
二
重
の
城
壁
が
残
存
す
る
。

　
 
羅 ら 
城 
（
外
城
）
は
約
四
・
六
キ
ロ
、
内
城
は
約
三
キ
ロ
で
あ
り
、
前
者
は

じ
ょ
う

唐
初
（
後
に
二
度
修
補
）、
後
者
は 
高 こう 
昌 

し
ょ
う 

回  
鶻 
（
ウ
イ
グ
ル
）
時
期
（
十
世

か
い 
こ
つ

紀
ご
ろ
）
の
築
造
ら
し
い
（
秦
浩
『
隋
唐
考
古
』
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九

九
二
年
）。

　

庭
州
（
金
満
県
城
、
ビ
シ
ュ
バ
リ
ク
）
は
、
古
く
か
ら
周
辺
の
中
心
地
と

な
り
、
唐
代
に
は
、
新
し
い
天
山
北
路
（ 
伊
州 
―
北 
庭

ハ

ミ

    

―

ジ
ム
サ

 
輪
台 
―
砕
葉

ウ
ル
ム
チ

    

）、
お

ス
イ
ア
ブ

よ
び 
金  
沙  
嶺 
越
え
の
「

き
ん 
さ 
れ
い

 
他
地 

た

ち 
道 
」（
天
山
を
縦
断
し
て

ど
う

 
西
州 
に
至
る
）
の
通
る

ト
ル
フ
ァ
ン

交
通
の
要
衝
に
位
置
し
た
。
当
地
に
設
置
さ
れ
た
北
庭
都
護
府
は
、
兵
士
二

（
１
）

（
２
）

　
　
　
　
　

註

　
　
　

� 
北
庭
故
城
・
輪
台
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
）

（
１
）　

岑
参
「
安
西
館
中
思
長
安
」
家
在
日
出
処
、
朝
来
喜
東
風
。
風
従
帝
郷
来
、

不
異
家
信
通
（
全
唐
詩
一
九
八
）

（
２
）　

岑
参
「
寄
宇
文
判
官
」
終
日
風
与
雪
、
連
天
沙
復
山
（
全
唐
詩
二
〇
〇
）
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万
人
を
擁
し
て
、
異
民
族
の
侵
攻
に
備
え
た
の
で
あ
る
。

　

唐
代
の
辺
塞
詩
人 
岑
参 
は
、
天
宝
十
三
載
（
七
五
四
）、
四
十
歳
？
の
と

し
ん
じ
ん

き
、
安
西
・
北
庭 
節  
度  
判
官 
と
し
て
、
節
度
使 
封 

せ
つ 
ど 
は
ん
が
ん 

ほ
う 
常 

じ
ょ
う 
清 
の
幕
下
に
入
る
た
め

せ
い

に
当
地
を
訪
れ
、
百
数
十
キ
ロ
西
の
輪
台
県
城
（
庭
州
の
属
県
。
ウ
ル
ム
チ

市
付
近
で
あ
る
が
、
遺
跡
は
未
確
定
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
の
北
の
米
泉
県

「
破
城
子
」
遺
跡
と
、
市
の
南
の 
烏
拉
泊 
古
城
が
有
力
。
天
山
南
麓
に
あ
る

ウ

ラ

ボ

漢
代
の
輪
台
県
と
の
混
同
に
注
意
）
と
の
間
を
往
復
し
な
が
ら
、
約
三
年
間

滞
在
し
、
長
篇
の
す
ぐ
れ
た
歌
行
体
の
詩
を
多
く
作
っ
た
（「
天
山
の
雪
の
歌

…
」「
熱
海
の 
行 
…
」「
輪
台
の
歌
…
」「
火
山
の
歌
…
」
な
ど
〔
後
引
の
詩
を

う
た

除
く
〕。
最
初
の
西
域
行
〔
安
西
（ 
庫  
車 
）
滞
在
〕
の
と
き
よ
り
も
、
質
量
と

ク 
チ
ャ

も
に
数
段 
優 
る
）。

ま
さ

　

天
宝
十
四
載
（
七
五
五
）
に
成
る
「
北
庭
作
」（ 
北
庭 
に
て
作
る
）
詩
に

ほ
く
て
い

は
、 
北
庭 
の
地
理
的
位
置
を
、
こ
う
表
現
す
る
。

ジ
ム
サ

　

孤
城
天
北
畔　

孤
城
は　

天
の 
北
畔 

ほ
く
は
ん

　

絶
域
海
西
頭　

絶
域
は　

海
の 
西
頭 

せ
い
と
う

―
こ
の
孤
立
し
た 
城
塞 
は
、
広
大
な
天
空
の
北
辺
に
あ
り
、
こ
の
最
果
て
の

ま

ち

地
は
、
広
漠
た
る
沙
の
海
の
西
側
に
あ
る
―
と
。

　

楽
し
い
は
ず
の
宴
会
も
、さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
言
葉
と
音
楽
が
入
り
乱
れ
、

望
郷
の
思
い
が
つ
の
り
ゆ
く
。「
座
は 
参 
ふ　

殊
俗
の
語
、 
楽 
は 
雑 
ふ　

異
方

ま
じ 

が
く 

ま
じ

の
声
」（「 
封
大  
夫 
〔
常
清
〕
の
宴
に
陪
し
奉
る
」）、「
旧
国
（
故
郷
）
は　

天

ほ
う
た
い 
ふ

末
（
空
の
は
て
）
に 
眇 
く
、
帰
心　
 
日 
に 
悠 
な
る 
哉 
」（「
北
庭
の 
北
楼 
に
登

と
ほ 

ひ 

ゆ
う 

か
な 

ほ
く
ろ
う

り
て
、
幕
中
の
諸
公
に
呈
す
」）。

　

岑
参
は
北
庭
よ
り
も
輪
台
県
城
（
北
庭
都
護
府
の
管
轄
下
に
あ
る
戦
略
要

地
・
交
通
の
要
衝
）
に
多
く
住
み
（
約
二
年
間
）、
す
ぐ
れ
た
詩
を
残
し
た

（
た
だ
し
、
岑
参
は
北
庭
と
輪
台
の
語
を
通
用
す
る
）。「 
独  
孤  
漸 
と
別
れ
を

ど
く 
こ 
ぜ
ん

 
道 
ふ
…
…
」（
天
宝
十
五
載
の
作
）
に
は
、
輪
台
の
荒
涼
と
し
た
風
景
を
、
こ

いう
歌
う
、「 
窮 

き
ゅ
う 
荒 　
 
絶
漠 （
こ
の
最
果
て
の
沙
漠
地
帯
で
は
）　

鳥
も
飛
ば
ず
、

こ
う 

ぜ
つ
ば
く

 
万
磧 
千
山
（
数
知
れ
ぬ
ゴ
ビ 
灘 
と
山
々
に
囲
ま
れ
）　

夢
も 
猶 
ほ

ば
ん
せ
き 

タ
ン 

な

 
懶 
し
（
夢
の

も
の
う

中
で
あ
っ
て
さ
え
、
帰
郷
の
旅
路
の
困
難
さ
に 
怯 
え
て
し
ま
う
の
だ
）」
と
。

お
び

　

輪
台
で
の
名
作
二
首
の
一
節
を
あ
げ
よ
う
。「 
走  
馬  
川 
（
輪
台
県
城
の
西
約

そ
う 
ば 
せ
ん

一
五
〇
キ
ロ
の 
瑪
納
斯 

マ

ナ

ス

河
〔
白
楊
河
〕
？
）
の 
行 
…
…
」
に
は
、
晩
秋
の
す

う
た

さ
ま
じ
い
強
風
を
こ
う
歌
う
、「
輪
台
九
月　

風 
夜  
吼 
え
、 
一
川 
（
水
の
涸
れ

よ
る 
ほ 

い
っ
せ
ん

た
川
原
い
ち
め
ん
）
の
砕
石
は　

大
き
さ 
斗 
（
一
斗
〔
約
一
升
〕
入
り
の
ま・

と

す・
）
の 
如 
く
、
風
に
随
ひ　

地
に
満
ち
て　

石
乱
れ
走
る
」（
三
句
一
韻
）

ご
と

と
。
ま
た
「
白
雪
の
歌
…
…
」
に
は
、
秋
の
半
ば
、
突
如
襲
い
く
る
雪
の
奇

景
を
、
こ
う
表
現
す
る
、「
北
風　

地
を 
捲 
い
て　
 
白
草 
（
塞
外
特
有
の
堅
い

ま 

は
く
そ
う

草
、
牧
草
の
一
種
）
折
れ
、
胡
天
八
月　

即
ち
（
早
く
も
）
雪
を
飛
ば
す
。

 
忽 

あ
た
か

も
一
夜　

春
風 
来 
り
て
、
千
樹
万
樹　

き
た

 
梨
花 

り

か

（
白
い
梨
の
花
）
開
く
が 
如 ごと

し
」（「
忽
如
…
」
は
、
ま
る
で
…
…
の
よ
う
だ
の
意
）
と
。

　

北
庭
故
城
と
幻
（
未
確
認
）
の
輪
台
は
、
未
知
の
荒
々
し
い
風
土
「
西
域
」

を
多
様
に
歌
い
あ
げ
た
辺
塞
詩
人
岑
参
の
才
能
を
、
一
気
に
開
花
さ
せ
た
、

忘
れ
が
た
い
詩
跡
な
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

岑
参
「
北
庭
作
」（
全
唐
詩
二
〇
〇
）

（
２
）　

岑
参
「
奉
陪
封
大
夫
宴
」
座
参
殊
俗
語
、
楽
雑
異
方
声
（
全
唐
詩
二
〇
〇
）

（
３
）　

岑
参
「
登
北
庭
北
楼
、
呈
幕
中
諸
公
」
旧
国
眇
天
末
、
帰
心
日
悠
哉
（
全
唐

詩
一
九
八
）

（
４
）　

岑
参
「
与
独
孤
漸
道
別
…
…
」
窮
荒
絶
漠
鳥
不
飛
、
万
磧
千
山
夢
猶
懶
（
全

唐
詩
一
九
九
）

註5
岑参「走馬川行……」輪台九月風夜吼、一川砕石大如斗、随風満地石乱走（唐詩三百首）

註6
岑参「白雪歌……」北風捲地白草折、胡天八月即飛雪。忽如一夜春風来、千樹万樹梨花開（唐詩三百首）
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黄
山
市
の
北
西
に
あ
る 
黄
山 
は
、 
安  
徽 
省
南
部
に
お
け
る
最
高
峰
（
一
八

こ
う
ざ
ん 

あ
ん 
き

七
三
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
、
古
来
、
多
く
の
薬
草
に
恵
ま
れ
た
神
仙
の
住
む

霊
山
「 
霊
仙 
の 
窟
宅 
」（『
方
輿
勝
覧
』
巻
十
六
）
で
あ
っ
た
。
古
代
の
帝
王

れ
い
せ
ん 

く
つ
た
く

 
黄
帝 
が
山
中
で
丹
薬
（
仙
薬
）
を 
煉 
っ
た
と
い
う
伝
承
に
も
と
づ
き
、
唐
の

こ
う
て
い 

ね

玄
宗
の
天
宝
六
載
（
七
四
七
）
の
時
、
旧
来
の
「 　
  
山 
」
の
名
を
黄
山
に
改

い 
さ
ん

め
た
の
で
あ
る
。

　

今
日
、
黄
山
は
雲
海
・
奇
松
・
怪
石
・
温
泉
の
「 
四  
絶 
」
で
知
ら
れ
る
屈

し 
ぜ
つ

指
の
景
勝
地
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
交
通
の
不
便
な
僻
地
に
あ
っ
た
た
め
、

唐
代
以
降
、よ
う
や
く
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
始
め
た
。
盛
唐
の
李
白
は
、

「
送
温
処
士
帰
黄
山
白
鵝
峰
旧
居
」（
温
処
士
の
、
黄
山
の 
白  
鵝  
峰 
の
旧
居
に

は
く 
が 
ほ
う

帰
る
を
送
る
）
詩
の
冒
頭
で
、
黄
山
の
高
峻
・
秀
麗
な
山
容
を
、
生
き
生
き

と
こ
う
歌
っ
た
。

　

黄
山
四
千
仞　

黄
山
は　
 
四
千
仞 

よ
ん
せ
ん
じ
ん

　

三
十
二
蓮
峰　

三
十
二
の 
蓮
峰 

れ
ん
ぽ
う

　

丹
崖
夾
石
柱　
 
丹
崖 　

石
柱
を 
夾 
む

た
ん
が
い 

は
さ

　
　
　

金
芙
蓉　
 　
　
 　
 
金  
芙  
蓉 

か
ん
た
ん 

き
ん 
ふ 
よ
う

―
黄
山
の
高
さ
は
、
四
千 
仞 
（
仞
は
七
尺
）、
蓮
の
花
を
思
わ
せ
る
名
峰
は
、

じ
ん

三
十
二
。 
丹 
い
（
花
崗
岩
の
）

あ
か

 
山
崖 

が

け

が
、
す
っ
く
と
そ
ば
だ
つ 
石 
の
柱
を
は

い
わ

さ
ん
で
、
あ
る
峰
は
蓮
の
花
の
つ
ぼ
み
、
ま
た
あ
る
峰
は 
金
色 
に
開
い
た
蓮

こ
ん
じ
き

の
花
の
よ
う
―
と
。

　

続
く
晩
唐
に
は
、
も
と
僧
侶
の 
繆
島
雲 
が
黄
山
に
関
す
る
詩
を
数
首
残

ぼ
く
と
う
う
ん

す
。
そ
の
う
ち
の
一
首
、「
黄
山
の
諸
峰
を
望
む
」
詩
に
は
、「
峰
峰 
寒
列 
し

か
ん
れ
つ

て
（
寒
々
と 
列 
な
り
）　
 
芙  　
 

つ
ら 

ふ 
き
ょ 
簇 
る
（
蓮
の
花
が
群
が
り
咲
く
か
よ
う
）、
静

む
ら
が

か
に
想
へ
ば　
 
嵩
陽 
（
河
南
の
名
峰
嵩
山
）
も　
 
秀 
づ
る
こ
と 
如 
か
ず
」
と

す
う
よ
う 

ひ
い 

し

た
た
え
る
。
な
お
黄
山
の
温
泉
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
繆
島
雲
の
ほ
か
、
同

時
期
の
杜
荀
鶴
も
詩
を
残
す
。

　

黄
山
は
、
こ
う
し
て
詩
跡
化
す
る
。
元
の 
鄭 てい 
玉 
「
黄
山
に
遊
ぶ
」
詩
に
い

ぎ
ょ
く

う
、「 
幾
千 

い
く
せ
ん 
百 

ひ
ゃ
く

の 
澗 
（
谷
川
）
は 
蒼 

か
ん 

そ
う 
玉 

ぎ
ょ
く

（ 
碧 へき 
玉 
の
よ
う
な
水
）
を
流
し
、
三

ぎ
ょ
く

十
六
の
峰
は
白
雲
（
俗
塵
を
遠
く
離
れ
た
神
仙
的
世
界
の
象
徴
）
を
生
ず
」

と
。
劉
夜
烽
・
徐
伝
礼
選
注
『
黄
山
詩
選
』（
安
徽
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三

年
）
が
あ
る
。

　
 
青
陽 
県
の
西
南
部
に
あ
る

せ
い
よ
う

 
九 

き
ゅ
う 
華  
山 
（
海
抜
一
三
四
二
メ
ー
ト
ル
）
は
、
黄

か 
ざ
ん

山
と
並
ぶ 
安  
徽 
省
南
部
の
名
山
で
あ
る
が
、
古
く
は
交
通
の
便
の
悪
い
僻
遠

あ
ん 
き

の
地
に
あ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
無
名
で
あ
っ
た
。
盛
唐
期
、 
新
羅 
国
の
名

し
ら
ぎ

（
５
）　

岑
参
「
走
馬
川
行
…
…
」
輪
台
九
月
風
夜
吼
、
一
川
砕
石
大
如
斗
、
随
風
満

地
石
乱
走
（
唐
詩
三
百
首
）

（
６
）　

岑
参
「
白
雪
歌
…
…
」
北
風
捲
地
白
草
折
、
胡
天
八
月
即
飛
雪
。
忽
如
一
夜

春
風
来
、
千
樹
万
樹
梨
花
開
（
唐
詩
三
百
首
）

　
　
　

� 
黄　

山
（
安
徽
省
）（

１
）

（
２
）（

３
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

李
白
「
送
温
処
士
帰
黄
山
白
鵝
峰
旧
居
」（
全
唐
詩
一
七
五
）

（
２
）　

繆
島
雲
「
望
黄
山
諸
峰
」
峰
峰
寒
列
簇
芙　

、
静
想
嵩
陽
秀
不
如
（
全
唐
詩

補
編
上
〔
全
唐
詩
補
逸
一
二
〕）

（
３
）　

鄭
玉
「
遊
黄
山
」
幾
千
百
澗
流
蒼
玉
、
三
十
六
峰
生
白
雲
（
黄
山
詩
選
）

　
　
　

� 
九
華
山
（
安
徽
省
）

黔夥�

芥�函凾
芥�啗

芥�函凾
芥�啗

渠�華

渠�華
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僧 
金  
地  
蔵 
が
山
中
で
修
行
し
て
以
来
、
地
蔵 
菩  
薩 
の
霊
場
と
な
り
、
中
国
四

き
ん 
じ 
ぞ
う 

ぼ 
さ
つ

大
仏
教
聖
地
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
（
明
・
清
期
、
栄
え
る
）。

　

九
華
山
は
、
古
く
は 
陵 

り
ょ
う 
陽  
山 
・

よ
う 
ざ
ん

 
九 

き
ゅ
う 
子  
山 
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ
、
安

し 
ざ
ん

定
し
た
山
名
を
も
た
な
か
っ
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
、�
詩
仙
�
李
白
も
、
こ
の
山

を
訪
れ
、
九
つ
の
峰
が
蓮
の 
華 
の
よ
う
に
天
空
に
か
ざ
さ
れ
る
秀
麗
な
山
容

は
な

を
見
て
、「
九
華
山
」
と
命
名
し
た
（
李
白
「
九
子
山
を
改
め
て
九
華
山
と 
為 な

す
、 
聯  
句 
」
序
）。
そ
し
て
「
望
九
華
山　

贈
青
陽
韋
仲
堪
」（
九
華
山
を
望

れ
ん 
く

ん
で
青
陽
（
県
令
）
の 
韋 い 
仲 

ち
ゅ
う 

堪 
に
贈
る
）
詩
の
な
か
で
、

か
ん

　

天
河
挂
緑
水　
 
天  
河 　

緑
水
を 
挂 
け

て
ん 
が 

か

　

秀
出
九
芙
蓉　

秀
出
す　
 
九 

き
ゅ
う 
芙  
蓉 

ふ 
よ
う

―
山
上
の 
瀑
布 

た

き

は
、
あ
た
か
も 
倒 
し
ま
に
か
か
る
緑
の
水
の

さ
か

 
天
河 
、
天
空
に

あ
ま
の
が
わ

そ
そ
り
た
つ
峰
々
は
、
水
面
か
ら
出
た
九
つ
の 
芙
蓉 
の
花
―
と
歌
っ
た
。

は

す

　

続
い
て
中
唐
の
劉
禹
錫
も
、「
九
峰　
 
秀 

し
ゅ
う

を
競
ひ
、 
神
采 
（
表
情
）
奇
異
た

し
ん
さ
い

る
」
山
容
に
接
し
て
、「
九
華
山
の
歌
」
を
作
っ
た
。「
奇
峰 
一 
た
び
見
て　

ひ
と

 
魂
魄 
（
心
）
を
驚
か
す
、

こ
ん
ぱ
く

 
意 

こ
こ
ろ

に
想
ふ　
 
洪  
炉 
（
天
地
を
指
す
）
始
め
て 
開 

こ
う 
ろ 

か
い 
闢 

び
ゃ
く

す
と
。
疑
ふ
ら
く
は
是
れ　
 
九 

き
ゅ
う 

竜 
り
ゅ
う

（
九
匹
の
竜
） 
夭 よう 
矯 
と
し
て
（
体
を
屈
伸

き
ょ
う

さ
せ
つ
つ
）
天
に 
攀 
ら
ん
と
欲
し
て
、
忽
ち
（
突
然
） 
霹
靂 
一
声
（
雷
鳴
）

の
ぼ 

へ
き
れ
き

に
逢
ひ
て　
 
化 
し
て
石
と
為
る
か
と
。
…
…
」。

か

　

こ
う
し
て
九
華
山
は
、
詩
跡
と
し
て
確
立
す
る
。
晩
唐
期
に
は
、 
九 

き
ゅ
う 
華 か 
山 さん

 
人  
杜 

じ
ん 
と 
荀 

じ
ゅ
ん 
鶴 
や
顧
雲
・ 
殷
文
圭 
ら
が
山
中
で
勉
学
し
、
江
南
の
文
学
の
一
中
心

か
く 

い
ん
ぶ
ん
け
い

と
な
っ
た
。
寺
尾
剛
「
李
白
と
九
華
山
の
『
詩
跡
』
化
に
つ
い
て
」（『
愛
知

淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
第
二
十
号
、
一
九
九
七
年
）
の
専
論
が
あ
る
。

　

後
世
、
名
づ
け
親
た
る
李
白
の
跡
を
追
い
求
め
て
訪
れ
る
人
も
多
い
。
明

の
王
陽
明
（
守
仁
）
は
、「 
太
白  
祠 
（
九
華
山
中
の 
化 

た
い
は
く 
し 

け 
城 

じ
ょ
う 
寺 
の
東
に
あ
っ
た

じ

祠
廟
）」（
二
首
そ
の
二
）
の
な
か
で
、
こ
う
歌
う
、「 
謫  
仙 
（
李
白
）　
 
棲
隠 

た
く 
せ
ん 

せ
い
い
ん

の
地
、
千
載　
 
尚 
ほ
高
風
あ
り
」
と
。
九
華
山
は
、
今
日
も
な
お
、
李
白
ゆ

な

か
り
の
伝
承
を
多
く
留
め
て
い
る
（
太
白
書
堂
〔
址
〕・
太
白
井
・
太
白 
洗
硯 

せ
ん
け
ん

 
池 
〔 
金  
沙  
泉 
〕
な
ど
）。

ち 

き
ん 
さ 
せ
ん

　

福
建
省
の
西
北
部
、 
武
夷 

ぶ

い 
山 
市
（
一
九
八
九
年
、 
崇
安 
県
を
改
名
す
る
）

さ
ん 

す
う
あ
ん

の
西
南
約
十
五
キ
ロ
、 
神
人 
（
仙
霊
）「

し
ん
じ
ん

 
武
夷 

ぶ

い 
君 
」
が
住
み
、「
地
仙
の
宅
」

く
ん

と
呼
ば
れ
た
霊
山
の
名
（『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
〇
一
）。
約
七
・
五
キ
ロ
の

渓
流
ぞ
い
に
連
な
る
「 
三
三
六
六 
」
の
名
勝
で
知
ら
れ
る
� 
碧
水 
・ 
丹
山 

さ
ん
さ
ん
ろ
く
ろ
く 

へ
き
す
い 

た
ん
ざ
ん

（ 
丹 
き
山
）�
の
仙
境
で
あ
る
。

あ
か

　

三
三
と
は
、
山
中
を
九
回
折
れ
ま
が
っ
て 
崇
陽
渓 
へ
と
そ
そ
ぐ
「
九 
曲

す
う
よ
う
け
い

    
き
ゅ
う
き
ょ
く

 
渓 
」
の
こ
と
、

け
い

ま
た
六
六
と
は
、
両
岸
一
帯
に
そ
そ
り
た
つ 
慢
亭
峰 
・
大
王

ま
ん
て
い
ほ
う

峰
・
玉
女
峰
・
天
柱
峰
・
天
遊
峰
な
ど
、
三
十
六
の
奇
峰
を
い
う
（
た
だ
し

三
十
六
は
、
実
数
と
と
る
必
要
は
な
い
）。「 
崖
石 
（
切
り
た
っ
た 
砂  
礫  
岩 
）

が
い
せ
き 

さ 
れ
き 
が
ん

は
、 
悉 
く
紅
紫
の
二
色
に
し
て
、
こ
れ
を
望
め
ば
、

こ
と
ご
と

 
朝 

ち
ょ
う 
霞 
（
朝
焼
け
）
の 
若 

か 

ご
と

し
」（
前
掲
書
）
と
い
わ
れ
る
。

　

南
宋
の
陸
游
は
、「 
朱
元
晦 
（
朱 
熹 
）
の

し
ゅ
げ
ん
か
い 

き

 
武
夷 

ぶ

い 
精  
舎 
（
精
舎
は
学
校
）
に 
奇 

せ
い 
し
ゃ 

き

 
題 
す
（
遠
く
か
ら
詩
を 
寄 
り
、
壁
な
ど
に 
題 
し
て
も
ら
う
）」
の
な
か
で
、

だ
い 

お
く 

し
る

（
１
）

（
２
）

（
３
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

李
白　
「
望
九
華
山
、
贈
青
陽
韋
仲
堪
」（
全
唐
詩
一
六
九
）

（
２
）　

劉
禹
錫
「
九
華
山
歌
」
奇
峰
一
見
驚
魂
魄
、
意
想
洪
炉
始
開
闢
。
疑
是
九
竜
夭

矯
欲
攀
天
、
忽
逢
霹
靂
一
声
化
為
石
（
全
唐
詩
三
五
六
）

（
３
）　

王
陽
明
「
太
白
祠
」
二
首
其
二
、
謫
仙
棲
隠
地
。
千
載
尚
高
風
（
陽
明
全
書
一

九
〔
外
集
一
〕）

　
　
　

� 
武
夷
山
（
福
建
省
）
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「
山
は 
嵩 すう 
少 
（
中
岳
の
嵩
山
）
の
如
く　

三
十
六
、
水
は

し
ょ
う

 　
 　
き
ょ
う   

（ 
岷  
江 
に
そ

ら
い 

び
ん 
こ
う

そ
ぐ 　
 
き
ょ
う 
水 
〔
四
川
省
〕）
に
似
て　

す
い

 
九 

こ
こ
の

た
び 
途 
（
水
路
）
を
折
る
」
と
歌
う
。

み
ち

　

武
夷
山
を
歌
う
詩
は
、
通
常
、
晩
唐
の
李
商
隠
「
武
夷
山
」
詩
（
仙
道
修

業
の
虚
妄
さ
を
諷
刺
）
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
山
の
あ
る
「 　
 びん 
中 
」（
福
建

ち
ゅ
う

省
）
の
開
発
が
大
き
く
進
展
し
、
宋
学
（
朱
子
学
）
の
中
心
地
と
な
っ
た
南

宋
期
、
武
夷
山
は
急
速
に
著
名
な
詩
跡
と
な
る
。
事
実
上
の
�
福
建
人
�
た

る
南
宋
の
大
儒
、
朱
熹
は
、 
淳 

じ
ゅ
ん 

煕 
十
年
（
一
一
八
三
）、
九
曲
渓
の
う
ち
の

き

五
曲
の
北
の 
隠
屏
峰 
下
に
、
武
夷
精
舎
を
造
り
、
数
年
間
、
こ
こ
で
子
弟
の

い
ん
ぺ
い
ほ
う

教
育
に
あ
た
っ
た
。

　

翌
淳
煕
十
一
年
、
朱
熹
は
、「
淳
煕
甲
辰
仲
春
、
精
舎
閑
居
、
戯
作
武
夷
櫂

歌
十
首
、
呈
諸
同
遊
、
相
与
一
笑
」（
淳
煕 
甲
辰 
の
仲
春
、 
精
舎 
に
閑
居
せ
し

こ
う
し
ん 

せ
い
し
ゃ

と
き
、
戯
れ
に 
武
夷 

ぶ

い 
櫂  
歌 
（
舟
歌
）
十
首
を
作
り
、
諸
同
遊
（
一
緒
に
舟
遊

と
う 
か

び
を
し
た
人
た
ち
）
に
呈
し
（
見
せ
）、 
相 
ひ 
与 
に
一
笑
す
」
を
作
っ
た
（
当

あ 

と
も

時
、
五
十
五
歳
）。
こ
の 
櫂
歌 
十
首
は
、
第
一
首
が
「
九
曲
清
渓
」
の
総
述
、

ふ
な
う
た

第
二
首
以
下
が
、
一
曲
ご
と
に
変
化
す
る
風
光
の
美
を
、
清
新
・
明
快
に
歌

い
あ
げ
た
七
言
絶
句
の
連
作
で
あ
り
、
後
世
の
唱
和
者
を
生
む
ほ
ど
影
響
力

を
も
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　

い
い
か
え
れ
ば
、
武
夷
山
の
詩
跡
化
は
、
こ
の
朱
熹
の
名
高
い
詩
に
も
と

づ
く
、
と
評
し
て
よ
い
。
第
三
首
の
前
半
に
は
、
神
女
を
思
わ
せ
る
魅
惑
的

な
山
容
を
擬
人
化
し
て
、
こ
う
歌
っ
た
。

　

二
曲
亭
亭
玉
女
峰　
 
二 に 
曲 

き
ょ
く

は 
亭
亭 
た
り　

て
い
て
い

 
玉 

ぎ
ょ
く 
女  
峰 

じ
ょ 
ほ
う

　

挿
花
臨
水
為
誰
容　

花
を
挿
し
水
に
臨
み
て　
 
誰 
が 
為 
に
か

た 

た
め

 
容 
づ
く
る

か
た
ち

―
二
曲
の
西
側
に
は
、
玉
女
峰
が
高
々
と
そ
そ
り
た
つ
。
峰
の
頂
き
に
咲
く

木
の
花
を
、
ま
る
で 
簪 

か
ん
ざ
し

の
よ
う
に
髪
に
挿
し
、 
水 みず 
鏡 
を
見
な
が
ら
、
い
っ
た

か
が
み

い
誰
の
た
め
に
、
美
し
く
化
粧
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
―
と
。
そ
し
て
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
、
こ
う
歌
い
収
め
る
、
彼
女
の
色
香
に
迷
う
こ
と
な
く
、
私
は
さ
ら

に 
翠 
の
山
中
に
分
け
入
ろ
う
、
と
。

み
ど
り

　

武
夷
山
は
、
以
後
長
く
歌
い
つ
が
れ
る
。
明
の 
陳  
経
邦 「
武
夷
に 
夜  
泛 
ぶ
」

ち
ん 
け
い
ほ
う 

よ
る 
う
か

詩
は
、
月
明
下
の
渓
流
の
き
ら
め
き
を
、
こ
う
歌
う
、「
半
輪
の
明
月　

峰
頭

に 
挂 
か
り
、 
万
点 
の
玻
璃

か 

ば
ん
て
ん

は

り

    

（
七
宝
の
一
、
水
晶
の
類
）　
 
碧 へき 
流 
に
散
ず
（
散
乱

り
ゅ
う

す
る
）」
と
。
ま
た
同
じ
明
の 
鍾 

し
ょ
う 
惺 
「 
虎 

せ
い 

こ 
嘯 

し
ょ
う 
岩 
（
二
曲
の
南
）
に 
宿 
る
」
詩
に

が
ん 

や
ど

は
、
岩
の
高
さ
と
渓
谷
の
深
さ
と
が
、
こ
う
歌
わ
れ
て
い
る
、「
身
を
置
く　

 
星
月 
（
星
や
月
）
の
上
、

せ
い
げ
つ

 
魄 

こ
こ
ろ

を 
濯 
ふ　

水
煙
（
水
上
に
た
だ
よ
う 
煙 
）
の
中
」

あ
ら 

も
や

と
。

　

福
建
省
東
南
部
の
海
岸
に
あ
る
都
市
の
名（
現
在
の
泉
州
市
）。 
晋
江 
下
流

し
ん
こ
う

の
北
岸
に
位
置
し
、 
泉 せん 
州 

し
ゅ
う 
湾 
に
の
ぞ
む
良
港
で
あ
る
。
泉
州
城
は
、
唐
の
開

わ
ん

元
六
年
（
七
一
八
）
に
造
ら
れ
（
全
周
一
・
二
キ
ロ
）、
五
代
の
半
ば
ご
ろ
拡

張
さ
れ
て
、 
子 し 
城 

じ
ょ
う

（
内
城
）
と 
羅 ら 
城 
を
も
つ

じ
ょ
う

 
重 

ち
ょ
う 
郭 
構
造
と
な
る
（
全
周
十
キ

か
く

ロ
）。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

陸
游
「
寄
題
朱
元
晦
武
夷
精
舎
」
五
首
其
五
、
山
如
嵩
少
三
十
六
、
水
似　

　

九
折
途
（
剣
南
詩
稿
校
注
〔
銭
仲
聯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
〕

一
五
）

（
２
）　

文
公
集
鈔
（
宋
詩
鈔
）

（
３
）　

陳
経
邦
「
武
夷
夜
泛
」
半
輪
明
月
挂
峰
頭
、
万
点
玻
璃
散
碧
流
（
福
建
風
物

志
〔
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
〕
二
一
六
頁
）

（
４
）　

鍾
惺
「
宿
虎
嘯
岩
」
置
身
星
月
上
、
濯
魂
水
煙
中
（　

中
名
勝
詩
粋
〔
蔡
厚

示
・
盧
善
慶
、
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
〕
二
十
九
頁
）

　
　
　

� 
泉　

州
（
福
建
省
）

巧祁�
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南
宋
末
か
ら
元
朝
を
通
じ
て
、
中
国
最
大
の
対
外
貿
易
港
と
し
て
繁
栄

し
、
ア
ラ
ビ
ア
人
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
を
中
心
と
す
る
多
数
の
外
国
人
が
、

城
南
の
、
晋
江
に
の
ぞ
む 
蕃
坊 
（
外
国
人
居
留
地
）
に
住
ん
だ
。
市
内
に
現

ば
ん
ぼ
う

存
す
る
清
浄
寺
は
、
中
国
最
古
の
イ
ス
ラ
ム
寺
院
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ま

た
華
僑
の
著
名
な
出
身
地
で
も
あ
る
。

　

泉
州
城
は
、
晩
春
・
初
夏
に
な
る
と
、 
深  
紅 
の 
刺  
桐  
花 
（
イ
ン
ド
原
産
の

し
ん 
く 

し 
と
う 
か

マ
メ
科
の
落
葉
高
木
、
デ
イ
ゴ
）
に
つ
つ
ま
れ
た
。
晩
唐
の 
陳
陶 
は
、「
泉
州

ち
ん
と
う

刺
桐
花
詠
、
兼
呈
趙
使
君
（
泉
州
の
刺
桐
花
の 
詠 
、
兼
ね
て

う
た

 
趙 

ち
ょ
う 

使  
君 
〔
大
和

し 
く
ん

三
年
（
八
二
九
）
ご
ろ
、
泉
州
刺
史
と
な
っ
た
趙 　
 
〕
に
呈
す
」
詩
（
六
首

け
い

そ
の
二
）
の
な
か
で
、
朝
焼
け
（
夕
焼
け
）
が
た
な
び
く
よ
う
な
花
城
（
花

の 
城 
）
の
光
景
を
、
こ
う
歌
っ
た
。

ま
ち

　

海
曲
春
深
満
郡
霞　

海
曲　
 
春  
深 
し　

郡
に
満
つ
る 
霞 

は
る 
ふ
か 

か

　

越
人
多
種
刺
桐
花　
 
越
人 
多
く 
種 
う　

刺
桐
の
花

え
つ
ひ
と 

う

―
入
り
組
ん
だ
海
辺
に
あ
る
泉
州
城
は
、
春
が
深
ま
る
と
、 
城 
じ
ゅ
う
、 
紅 

ま
ち 

あ
か

い
雲
気
に
つ
つ
ま
れ
る
。 　
  
越 
（
福
建
）
の
人
は
、
刺
桐
花
を
た
く
さ
ん
植

び
ん 
え
つ

え
て
い
る
の
だ
―
と
。

　

五
代
・ 
南
唐 
の
と
き
、
泉
州
城
を
大
改
築
し
た
留
従
効
は
、
城
壁
の
周
囲

な
ん
と
う

に
刺
桐
樹
を
植
え
た
た
め
、
泉
州
城
は
「 
刺  
桐 

し 
と
う 

城 
」「
桐
城
」
な
ど
と
も
呼
ば

じ
ょ
う

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
方
輿
勝
覧
』
巻
十
二
な
ど
）。
宋
末
・
元
朝
の
こ
ろ
、

ア
ラ
ビ
ア
人
な
ど
が
呼
ん
だ
「
ザ
イ
ト
ン
（
ザ
イ
ツ
ン
）」
の
語
は
、「
刺
桐

城
」
の
刺
桐
の
音
訳
（ 
転  
訛 
）
と
さ
れ
る
（
桑
原 
隲
蔵 
『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』

て
ん 
か 

じ
つ
ぞ
う

〔『
全
集
』
第
五
巻
所
収
〕
参
照
）。

　

泉
州
に
は
、
唐
代
ご
ろ
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
人
た
ち
が
訪
れ
は
じ
め
た
。
と
く

に
南
宋
時
代
、
都 
臨
安 
（ 
浙
江 
省 
杭 

り
ん
あ
ん 

せ
っ
こ
う 

こ
う 
州 
市
）
に
近
い
地
の
利
を
占
め
た
結
果
、

し
ゅ
う

泉
州
は
つ
い
に
広
州
（
広
東
省
）
を 
凌 
ぐ
中
国
第
一
の
外
国
貿
易
港
と
な
っ

し
の

た
。
こ
の
側
面
も
、
詩
中
に
詠
み
こ
ま
れ
る
。
中
晩
唐
の 
薛
能 
は
、 
乾  
符 
二

せ
つ
の
う 

け
ん 
ぷ

年
（
八
七
五
）
に
作
っ
た
「
福
建
（
観
察
使
）
の 
李  
大  
夫 
（
李 
晦 
）
を
送
る
」

り 
た
い 
ふ 

か
い

詩
の
な
か
で
、「
秋 
来 
れ
ば　

海
に
幽
都
（
北
方
か
ら
渡
っ
て
く
る
）
の 
雁 
有

き
た 

が
ん

り
、
船
到
れ
ば　
 
城 
は
外
国
の
人
を 
添 
ふ
（
増
し
加
え
る
）」
と
歌
う
。
外
国

ま
ち 

そ

の
帆
船
は
、
一
般
に
西
南
風
の
吹
く
夏
に
訪
れ
て
、
東
北
風
の
吹
く
冬
に
帰

っ
た
。
つ
ま
り
そ
の
間
の
半
年
間
が
、
蕃
坊
の
最
も
に
ぎ
や
か
な
時
期
に
あ

た
る
（
も
ち
ろ
ん
、
中
国
に
残
る
人
も
い
る
）。

　

北
宋
の 
謝  
履 
「 
泉
南 
（
泉
州
城
南
の
蕃
坊
付
近
）
の
歌
」
に
は
、
ま
ず
住

し
ゃ 
り 

せ
ん
な
ん

民
の
多
さ
と
耕
地
の
不
足
す
る
泉
州
の
事
情
を
述
べ
た
後
、
こ
う
歌
い
収
め

る
、「
州
の
南
に
海 
有 
り
て　
 
浩 
（
広
々
）
と
し
て

あ 

こ
う

 
窮 

き
は
ま

り 
無 
し
、
毎
歳　

舟
を

な

造
り
て　

異
域
（
外
国
）
に
通
ず
」
と
。
こ
れ
は
、
海
外
へ
通
商
に
出
か
け

る
泉
州
出
身
の
人
の
こ
と
を
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。

　
 
広
東 
省
の
省
都
、
広
州
市
は
、 
珠
江 
の
三
角
洲
に
位
置
し
、
秦
・
漢
以

カ
ン
ト
ン 

し
ゅ
こ
う

来
、
南
海
の
珍
貨
（ 
犀
角 
・
象
牙
・ 　

瑁 
・
真
珠
・
香
料
・
沈
香
な
ど
）
を

さ
い
か
く 

た
い
ま
い

積
ん
だ
ア
ジ
ア
各
国
の
船
が
訪
れ
、
絹
織
物
や
陶
器
・
茶
・
銅
銭
な
ど
と
交

（
１
）

（
２
）

（
３
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

全
唐
詩
七
四
六
。

（
２
）　

薛
能
「
送
福
建
李
大
夫
」
秋
来
海
有
幽
都
雁
、
船
到
城
添
外
国
人
（
全
唐
詩

五
五
九
）

（
３
）　

謝
履
「
泉
南
歌
」
州
南
有
海
浩
無
窮
、
毎
歳
造
舟
通
異
域
（
泉
州
名
勝
詩
詞

選
〔
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
〕
十
二
頁
）

　
　
　

� 
広　

州
（
広
東
省
）
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換
し
た
、
著
名
な
貿
易
港
で
あ
る
。

　

広
州
の
名
は
、
三
国
・
呉
の
時
代
に
始
ま
る
。
唐
代
に
は
、
南
中
国
第
一

の
海
外
貿
易
港
と
し
て
繁
栄
し
、
貿
易
船
の
事
務
を
掌
る 
市  
舶  
使 
が
置
か

し 
は
く 
し

れ
、
珠
江
に
臨
む 
蕃
坊 
（
外
人
居
留
地
）
に
は
、
十
二
万
を
越
え
る
外
国
人

ば
ん
ぼ
う

が
住
ん
だ
と
い
う
。
当
時
、
ア
ラ
ブ
人
は
、
広
州
を
「
カ
ン
フ
ウ
」（
広
府
の

音
訳
）
と
呼
ん
だ
。
今
の
広
東
省
を
広
く
治
め
る
嶺
南
節
度
使
が
常
駐
し
、

 
瘴 

し
ょ
う 

気 
（
毒
熱
の
気
）
た
だ
よ
う
流
罪
の
地
「 
嶺
南 
」（
広
東
・ 
広
西 
）
の
な

き 

れ
い
な
ん 

カ
ン
シ
ー

か
で
、
独
特
の
風
気
を
も
つ
宝
貨
の
地
で
あ
っ
た
。

　

東
晋
の
清
廉
の
士
、 
呉  
隠  
之 
は
、
広
州
の
刺
史
（
州
の
長
官
）
に
在
任
中
、

ご 
い
ん 
し

飲
ん
だ
者
は
貪
欲
に
な
る
と
伝
え
る
「 
貪
泉 
」（ 
石
門
水 
と
も
い
う
。
広
州
の

た
ん
せ
ん 

せ
き
も
ん
す
い

西
北
郊
外
十
五
キ
ロ
の
石
門
〔
水
路
の
要
衝
〕
に
あ
っ
た
）
に
赴
い
て
飲
み
、

こ
う
歌
っ
た
、「
古
人 
云 
ふ　

此
の
水
は
、
一
た
び 
歃 
れ
ば　

千
金
を 
懐 
ふ

い 

す
す 

お
も

（
財
貨
を
貪
る
気
持
が
起
こ
る
）
と
。
試
み
に 
夷 
・ 
斉 
（
節
操
の
士
、
伯
夷
・

い 

せ
い

叔
斉
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
自
ら
の
比
喩
）
を
し
て
飲
ま 
使 
む
れ
ば
、 
終 
に
当

し 

つ
ひ

に
心
を 
易 
へ
ざ
る
べ
し
」
と
（

か

 　
 
り
ょ
く 
欽
立 
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
晋
詩
巻

き
ん
り
つ

十
四
に
は
、「 
貪
泉 
を 
酌 
み
て
詩
を 
賦 
る
」
と
題
す
る
）。

た
ん
せ
ん 

く 

つ
く

　

呉
隠
之
の
警
世
の
歌
の 
効
果 
も
な
く
、
歴
代
の
長
官
た
ち
は
、
私
腹
を
肥

か

い

や
し
、
巨
富
を
得
た
。『
南
斉
書
』
巻
三
十
二
、 
王　
 
伝
に
は
、「
広
州
の
刺

お
う
こ
ん

史
は
、 
但 
だ
城
門
を
経
て
一
た
び 
過 
れ
ば
、
便
ち
三
千
万（
銭
）を 
得 
」
と
い

た 

よ
ぎ 

う

う
慣
用
語
を
記
す
。
晩
唐
の
李
群
玉
の
「
石
門
の 
戍 
り
」
と
い
う
詩
に
も
、

ま
も

 
珠  　
 
（
各
種
の
珍
宝
）
を
求
め
る
者
ば
か
り
、
と
嘆
い
て
歌
う
、「
誰
か
詠
ぜ

し
ゅ 
き

ん　

貪
泉　

四
句
の
詩
を
」
と
。

　

広
州
の
南
海
貿
易
は
、
北
宋
期
に
空
前
の
繁
栄
を
見
せ
た
が
、
南
宋
・
元

代
に
な
る
と
、
そ
の
地
位
を
泉
州
（
福
建
省
）
に
奪
わ
れ
た
（
清
朝
後
期
、

再
び
盛
ん
に
な
る
）。

　

広
州
の
歌
は
、
梁
末
の
乱
を
逃
れ
て
訪
れ
た 
江
総 
の
「
秋
日　

広
州
城
の

こ
う
そ
う

 
南
楼 
に
登
る
」
詩
の
、「
秋
城

な
ん
ろ
う

（
秋
の 
城 
）に

ま
ち

　

晩
笛 
韻 
き
、 
危  　
 （
高
楼
）　

清

ひ
び 

き 
し
ゃ

風
を 
引 
く
」
な
ど
に
始
ま
る
ら
し
い
。

ひ

　

な
か
で
も
「
諸
名
賢
の
題
詠 
甚 
だ
富
む
」（『
大
明
一
統
志
』
巻
七
十
九
）

は
な
は

第
一
の
詩
跡
は
、
市
内
北
部
の
遺
跡
「 
越
王
台 
」
で
あ
る
。
秦
末
、

え
つ
お
う
だ
い

 
趙 

ち
ょ
う 
佗 
は

た

自
立
し
て
「 
南
越
国 
」
を
建
て
、
都
を 
番
禺 
（
今
の
広
州
市
）
に
置
き
、
善

な
ん
え
つ
こ
く 

ば
ん
ぐ
う

政
を
施
い
た
。
そ
し
て
前
漢
の
武
帝
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
百
年
弱
、
南
越

国
の
都
城
と
し
て
栄
え
た
（
趙
佗
城
）。
越
王
台
と
は
、
死
後
も
長
く
慕
わ
れ

た
武
王
趙
佗
が
築
い
た
壮
麗
な 
楼
台 
の
名
で
あ
り
、
北
郊
の
越
秀
山
（
観
音

た
か
ど
の

山
）
に
あ
っ
た
（
鎮
海
楼
の
西
南
の
高
い
岡
？
）。

　

中
唐
の
韓
愈
「
送
鄭
尚
書
赴
南
海
」（
鄭
尚
書〔
権
〕の　

南
海〔
広
州
〕に
赴

く
を
送
る
）
詩
に
は
、
嶺
南
節
度
使
と
し
て
着
任
し
た
後
の
状
況
を
、
こ
う

想
像
す
る
（
長
慶
三
年〔
八
二
三
〕の
作
）。

　

貨
通
師
子
国　
 
貨 
は　

か

 
師
子 

し

し 
国 
に
通
じ

こ
く

　

楽
奏
武
王
台　
 
楽 
は　
 
武  
王
台 
に
奏
す

が
く 

ぶ 
お
う
だ
い

―
盛
ん
に 
師
子
国 
と
交
易
し
、
武
王
台
（
越
王
台
の
こ
と
）
の
上
で
音
楽
を

ス
リ
ラ
ン
カ

楽
し
み
な
さ
る
―
と
。

　

越
王
台
は
、
嶺
南
に
左
遷
さ
れ
た
宋
之
問
「 
粤
王 
（
＝
越
王
） 
台 
に
登
る
」

え
つ
お
う 

だ
い

詩
の
中
に
、「
地
は 
湿 
ひ
て　

う
る
ほ

 
煙 

け
む
り

（
も
や
） 
嘗 
に
起
こ
り
、
山
は
晴
れ
て　

雨

つ
ね

 
半 
ば
（
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
） 
来 
る
」
云
々
と
歌
わ
れ
る
の
を
始
め
と
し
て
、

な
か 

き
た

中
唐
の 
崔  
子 

さ
い 
し 
向 

き
ょ
う

「
越
王
台
に 
題 
す
」、
晩
唐
の
李
群
玉
「
中
秋　

越
台
に
て

し
る

月
を
看
る
」、
許
渾
「
冬
日　

越
王
台
に
登
り
て
帰
る
を
懐
ふ
」
詩
に
も
見

え
、
以
後
、
長
く
広
州
を
代
表
す
る
詩
跡
と
し
て
歌
い
つ
が
れ
た
（
南
宋
末

の
文
天
祥
「
越
王
台
」、
明
の 
黄  
佐 
「
越
王
台
に
登
る
」、
明
の 
黎
民 

こ
う 
さ 

れ
い
み
ん 
表 

ひ
ょ
う

「 
粤 えつ

 
台
山 
（
越
秀
山
）
懐
古
」
な
ど
）。
ち
な
み
に
、
許
渾
の
詩
に
は
、「
海
辺
の

だ
い
さ
ん

（
１
）（

２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

辷�祿�

瑞混�

瑞機�

樹謝�

註1
呉隠之「酌貪泉賦詩」古人云此水、一歃懐千金。試使夷斉飲、終当不易心。

註2
李群玉「石門戍」誰詠貪泉四句詩（全唐詩570）

註3
68P　註（3）を参照

註4
全唐詩344。

註5
宋之問「登粤王台」地湿煙嘗起、山晴雨半来（全唐詩53）
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花
は
盛
ん
な
り　

越
王
台
」
と
い
う
。

　

明
初
（
一
三
八
〇
）
に
な
る
と
、
北
の
越
秀
山
上
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た
広

州
城
の
城
壁
の
上
に
、
五
層
（
高
さ
二
十
八
メ
ー
ト
ル
）
の 
鎮
海
楼 
（
望
海

ち
ん
か
い
ろ
う

楼
）
が
建
て
ら
れ
、
城
内
を
一
望
で
き
る
「
嶺
南
第
一
の 
勝 

し
ょ
う 
概 
（
景
勝
）」
と

が
い

な
る
（
現
在
、
広
州
博
物
館
と
し
て
利
用
）。
清
の 
沈
元
滄 
は
、「
鎮
海
楼
に

し
ん
げ
ん
そ
う

登
る
」
詩
の
中
で
、
眼
下
に
広
が
る
繁
華
な
広
州
城
を
、
こ
う
歌
っ
た
、「 
沙 さ

 
洲 

し
ゅ
う

（
珠
江
の
中
洲
）
は 
漠
漠 
と
し
て
（
い
ち
め
ん
に
広
が
り
）　

波
濤
静
か

ば
く
ば
く

に
、 
瓦  
屋 
は 
鱗
鱗 
と
し
て
（

が 
お
く 

り
ん
り
ん

 
鱗 
の
ご
と
く
び
っ
り
と
並
ぶ
さ
ま
）　

煙
火
（
炊

う
ろ
こ

煙
） 
稠 
し
」
と
。

し
げ

　

広
州
は
、
羊
   
よ
う 
城 
・
五

じ
ょ
う

   

羊
ご   
よ
う 
城 
・

じ
ょ
う

 
穂 すい 
城 
な
ど
と
も
呼
ぶ
。
こ
れ
は
昔
（
戦

じ
ょ
う

国
？
）、
五
人
の
仙
人
が
五
色
の
羊
に 
騎 
り
、「
六
つ
の 
穂 
の

の 

ほ

 
秬 

く
ろ
き
び

を 
執 
り
て
至

と

り
」（『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
五
七
、
広
州
南
海
県
、「
五
羊
城
」
に
引
く
『
続

南
越
志
』）、
人
々
に
与
え
て
祝
福
し
た
、
と
い
う
伝
承
に
も
と
づ
く
。
晩
唐

の
李
群
玉
「 
蒲  
澗 
（
広
州
市
の
北
郊
、
白
雲
山
の

ほ 
か
ん

 
菖 

し
ょ
う 
蒲  
澗 
）
寺
（
衍
字
？
）

ぶ 
か
ん

の 
後 
う
し
ろ

の 
二  
巌 
に
登
る
」（
三
首
そ
の
一
）
に
、「
五
仙　

五
羊
に 
騎 
り
、 
何 
れ

に 
が
ん 

の 

い
ず

の 
代 
に
か　
 
茲 
の
郷
（
広
州
）
に 
降 
り
し
」
と
歌
わ
れ
、
皮
日
休
の
詩
に
も
、

よ 

こ 

く
だ

「
五
羊
城
は　
 
蜃
楼 
（
蜃
気
楼
）
の 
辺 
り
に
在
り
」（「
李
明
府
の　

任
に
南

し
ん
ろ
う 

ほ
と

海
に 
之 
く
を
送
る
」
詩
）
と
見
え
る
。

ゆ

　

広
州
市
内
に
は
、
越
王
台
や
鎮
海
楼
の
ほ
か
に
も
、 
光
孝  
寺 
や 
六
榕  
寺 
な

こ
う
こ
う 
じ 

ろ
く
よ
う 
じ

ど
の
詩
跡
が
あ
る
。
光
孝
寺
は
、
前
漢
の
南
越
王 
趙 

ち
ょ
う 
建  
徳 
の
旧
宅
あ
と
と
さ

け
ん 
と
く

れ
、
三
国
・
呉
の 
虞  
翻 
の 
謫
所 
と
な
っ
た
後
、
寺
と
な
る
。

ぐ 
ほ
ん 

た
く
し
ょ

 
梁 
の
と
き
、
禅

り
ょ
う

宗
の
始
祖 
達
磨 

だ
る
ま

が
た
ち
よ
り
、
唐
の
と
き
、
六
祖 
慧  
能 
が 
剃
髪 
し
た
名
刹
と

え 
の
う 

て
い
は
つ

さ
れ
、
広
州
の
仏
教
の
中
心
で
あ
っ
た
。
中
唐
の
劉
言
史
は
、「
広
州
の 
王
園 

お
う
え
ん

 
寺 
（
光
孝
寺
の
旧
称
）
に
て 
伏
日 
（
三
伏
の
日
）
即
事
、
北
中
の
親
友
に 
寄 

じ 

ふ
く
じ
つ 

よ

す
」
と
い
う
詩
の
な
か
で
、
炎
熱
の
異
郷
に
身
を
置
く
憂
愁
を
、
こ
う
歌
う
、

「
誰
か 
憐 
ま
ん　

あ
は
れ

 
炎 

ほ
の
ほ

に
在
る 
客 
（
旅
人
）、
一
夕
に
（
一
晩
の
う
ち
に
）　

壮

か
く

容 
銷 
ゆ
る
（
元
気
盛
ん
な
容
貌
が
、
す
っ
か
り
や
つ
れ
は
て
る
）
を
」
と
。

き

　

ま
た
六
榕
寺
は
、
六
朝
・
梁
の
創
建
（ 
宝
荘
厳  
寺 
）、
北
宋
の
と
き
、

ほ
う
そ
う
ご
ん 
じ

 
浄 

じ
ょ
う 
慧 え

 
寺 
と
改
称
し
た
。
し
か
し
北
宋
の
文
豪 
蘇 

じ 

そ 
軾 

し
ょ
く

が
、
境
内
に
あ
る
六
本
の 
榕
樹 

よ
う
じ
ゅ

（
ガ
ジ
ュ
マ
ル
）
の
古
木
を
見
て
、「
六
榕
」
の
二
字
を 
題 
し
て
以
来
、
一
般

し
る

に
「
六
榕
寺
」
と
呼
ば
れ
、
九
層
の
華
麗
な
寺
塔
（
梁
代
の
創
建
、
北
宋
期

の
再
建
）
も
「
六
榕
塔
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

こ
の
塔
は
、
八
角
形
の
花
の
柱
を
思
わ
せ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
「 
花  
塔 
」
の

か 
と
う

通
称
を
持
つ
（
高
さ
五
十
七
メ
ー
ト
ル
）。
南
宋
の 
方
信
孺 
は
、「
浄
慧
寺
の

ほ
う
し
ん
じ
ゅ

 
千
仏
塔 
（
花
塔
の
こ
と
）」
詩
の
な
か
で
、
珠
江
の
船
上
か
ら
眺
め
た
仏
塔
の

せ
ん
ぶ
つ
と
う

偉
観
を
、
こ
う
歌
っ
た
、「
常
に 
識 
る　
 　
 

し 

り
ん 　

 
と
し
て
（
高
々
と
そ
そ
り
た
っ

し
ゅ
ん

て
）　

雲
外
に
浮
か
ぶ
を
」
と
。

　

南
越
国
の
古
都
広
州
は
、
南
海
貿
易
で
繁
栄
し
た
、
嶺
南
の
行
政
・
軍
事

の
中
心
で
あ
る
。
亜
熱
帯
特
有
の
風
土
を
持
ち
な
が
ら
、
海
外
の
珍
し
い
文

物
に
も
触
れ
え
る
、
不
思
議
な
都
市
で
あ
っ
た
。
清
の 
王  
士  　
 
は
、
こ
の
特

お
う 
し 
し
ん

異
な
風
土
に
接
し
た
驚
き
を
、
こ
う
歌
う
、「
洋
船
よ
り
新
た
に
買
ひ
し 
紅 
き

あ
か

 
鸚  
鵡 
は
、
却

お
う 
む

か
へ

   

つ
て
苦
し
む　

羊
城
（
広
州
）　
 
特  
地 
に
（
ひ
ど
く
）
寒
き
を
」

と
く 
ち

（「
広
州
竹
枝
」
の
一
）
と
。
詩
跡
広
州
の
も
つ
、
別
の
側
面
で
あ
る
。

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（　

）
１０

（　

）
１１

（　

）
１２

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

呉
隠
之
「
酌
貪
泉
賦
詩
」
古
人
云
此
水
、
一
歃
懐
千
金
。
試
使
夷
斉
飲
、
終

当
不
易
心
。

（
２
）　

李
群
玉
「
石
門
戍
」
誰
詠
貪
泉
四
句
詩
（
全
唐
詩
五
七
〇
）

（
３
）　

江
総
「
秋
日
登
広
州
城
南
楼
」
秋
城
韻
晩
笛
、
危　

引
清
風
（
先
秦
漢
魏
晋

南
北
朝
詩
・
陳
詩
八
）

嶮隣�
嶮殉

禮愼

樹謝�
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恵 けい 
州 
市
の

し
ゅ
う

西
北
、 
博  
羅 
・
増
城
・
竜
門
の
三
県
に
ま
た
が
り
、「

は
く 
ら

 
峨
眉 （
四

が

び

川
の
名
山
）
は
高
く
西
極
（
西
の 
極 
）
の
天
に 
出 
で
（
そ
そ
り
た
ち
）、

は
て 

い

 
羅
浮 

ら

ふ

は 
直 
に 
南
溟 
（
南
海
）
と
連
な
る
」（
李
白
「 
当  
塗 〔
県
〕の

ま
さ 

な
ん
め
い 

と
う 
と

 
趙 

ち
ょ
う 

炎 えん 
少 

し
ょ
う 

府 
の 
粉 

ふ 

ふ
ん

図
   
ず

〔 
粉 
い
壁
に
描
い
た
色
彩
画
〕山

し
ろ

水
の
歌
」）
と
歌
わ
れ
る 
南
粤 
（
広
東
・

な
ん
え
つ

広
西
）
の
名
山
で
あ
る
（
長
さ
二
五
〇
キ
ロ
。
四
三
二
の
峰
々
〔
八
〇
〇
メ

ー
ト
ル
前
後
〕
か
ら
な
り
、
主
峰
の
「 
飛  
雲 

ひ 
う
ん 
頂 
」
は
一
二
八
二
メ
ー
ト
ル
）。

ち
ょ
う

　

山
中
は 
飛
瀑 
や
泉
、
豊
富
な
薬
草
に
め
ぐ
ま
れ
、『
抱
朴
子
』
の
著
者
と
し

た

き

て
有
名
な
東
晋
の
道
士 
葛
洪 
が
、　
 
丹

か
っ
こ
う

    

と
著
述
に
は
げ
ん
だ
霊
山
で
も
あ

れ
ん
た
ん

る
。
東
麓
の
道
教
の
寺
院
「 
冲 
虚

ち
ゅ
う
き
ょ

   
（ 
古 
）

こ

 
観 
」
は
、
そ
の
跡
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

か
ん

　

そ
も
そ
も
羅
浮
山
は
、
羅
山
と
浮
山
の
総
称
と
も
い
う
。
浮
山
と
は
、
東

海
の
仙
島
「 　
　

山 
」
中
の
一
つ
の 
阜 
が
、
海
に
浮
か
び
た
だ
よ
っ
て
、
羅

ほ
う
ら
い
さ
ん 

お
か

山
の
そ
ば
に
来
た
と
い
う
伝
承
（『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
三
十
四
、
循
州
博
羅

県
）
を
も
つ
神
山
で
あ
っ
た
。「
謫
仙
人
」
李
白
が
、
山
中
に
隠
棲
し
た
い
と

願
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る（「
王
昌
齢
と 
同 
に
族
弟
の

と
も

 
襄 

じ
ょ
う

の　
 
桂
陽 
に
帰
る
を

け
い
よ
う

送
る
」
二
首
そ
の
一
）。

　

羅
浮
山
は
梅
花
の
名
所
で
も
あ
る
。
隋
の 
趙 

ち
ょ
う 
師  
雄 
は
、
山
中
で
一
人
の
若

し 
ゆ
う

い
娘
と
出
会
っ
た
。
彼
女
と
語
る
と
、
芳
香
が
た
だ
よ
い
、
言
葉
も
清
ら
か

に
美
し
い
。
彼
は
一
緒
に
酒
を
飲
ん
で
酔
い
、
目
が
さ
め
る
と
、
大
き
な
梅

の
樹
の
下
に
い
た
。
彼
女
は
梅
の
花
の
精
（
仙
女
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
柳

宗
元
の
作
と
さ
れ
る
『
竜
城
録
』
巻
上
）。

　

こ
れ
以
降
、「 
羅
浮 

ら

ふ

の 
夢 
」
は
、
梅
花
を
詠
む
典
故
の
一
つ
と
な
る
。
中
唐

ゆ
め

の 
殷 いん 
尭 

ぎ
ょ
う 
藩 
「
友
人
の
山
中
の
梅
花
」
詩
に
い
う
、「
好
風
吹
き 
醒 
ま
す　

羅

は
ん 

さ

浮
の
夢
、
聴
く 
莫 
か
れ　

空
林
（
人
け
の
な
い
林
）　
 
翠  
羽 
（

な 

す
い 
う

 
翠 
の
鳥
）
の
声

み
ど
り

を
」
と
。

　

羅
浮
山
の
詩
跡
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
北
宋
の
蘇
軾
が 
紹 

し
ょ
う

 
聖 
三
年
（
一
〇
九
六
）、
恵
州
流
罪
中
に
作
っ
た
「
食
茘
枝
」（ 
茘  
枝 
を
食
ら

せ
い 

れ
い 
し

ふ
）
詩
二
首
そ
の
二
で
あ
ろ
う
。

　

羅
浮
山
下
四
時
春　

羅
浮
山
下　
 
四  
時 
春
な
り

し
い 
じ

　

盧
橘
楊
梅
次
第
新　
 
盧  
橘 　
 
楊
梅 　
 
次  
第 
に
新
た
な
り

ろ 
き
つ 

よ
う
ば
い 

し 
だ
い

　

日
啖
茘
枝
三
百
顆　
 
日 
び 
茘  
枝 
を 
啖 
ら
ふ
こ
と　
 
三 

ひ 

れ
い 
し 

く 

さ
ん 
百 

び
ゃ
く 
顆 か

　

不
辞
長
作
嶺
南
人　
 
辞 
せ
ず　

長
く 
嶺
南 
の
人
と 
作 
る
を

じ 

れ
い
な
ん 

な

―
こ
こ
羅
浮
山
の
ふ
も
と
（
恵
州
）
は
、
一
年
中
、
お
だ
や
か
な
春
の
陽
気
。

 
盧
橘 

び

わ

（
一
説
に
、
き
ん
か
ん
）、 
楊
梅 
な
ど
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し
い
果
物
が
採

や
ま
も
も

れ
る
。
毎
日
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
茘
枝
を
三
百
個
も
食
べ
ら
れ
る
な
ら
、

嶺
南
に
永
住
し
て
も
か
ま
わ
な
い
の
だ
―
。

（
４
）　

全
唐
詩
三
四
四
。

（
５
）　

宋
之
問
「
登
粤
王
台
」
地
湿
煙
嘗
起
、
山
晴
雨
半
来
（
全
唐
詩
五
三
）

（
６
）　

許
渾
「
冬
日
登
越
王
台
懐
帰
」
海
辺
花
盛
越
王
台
（
全
唐
詩
五
三
三
）

（
７
）　

沈
元
滄
「
登
鎮
海
楼
」
沙
洲
漠
漠
波
濤
静
、
瓦
屋
鱗
鱗
煙
火
稠
（
歴
代
名
人

入
粤
詩
選
〔
黄
雨
、
広
東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
〕
三
八
〇
頁
）

（
８
）　

李
群
玉
「
登
蒲
澗
寺
後
二
巌
」
五
仙
騎
五
羊
、
何
代
降
茲
郷
（
三
体
詩
）

（
９
）　

皮
日
休
「
送
李
明
府
之
任
南
海
」
五
羊
城
在
蜃
楼
辺
（
全
唐
詩
六
一
四
）

（　

）　

劉
言
史
「
広
州
王
園
寺
伏
日
即
事
、
寄
北
中
親
友
」
誰
憐
在
炎
客
、
一
夕
壮

１０
容
銷
（
全
唐
詩
四
六
八
）

（　

）　

方
信
孺
「
浄
慧
寺
千
仏
塔
」
常
識　
　

雲
外
浮
（
歴
代
名
人
入
粤
詩
選
二
六

１１
六
頁
）

（　

）　

王
士　

「
広
州
竹
枝
」六
首
其
六
、洋
船
新
買
紅
鸚
鵡
、却
苦
羊
城
特
地
寒（
漁

１２
洋
山
人
精
華
録
九
）

　
　
　

� 
羅
浮
山
（
広
東
省
）

（
１
）

（
２
）

嶮隣�
嶮殉

禮愼

來�

蓬
莱

煉諫�

註1
殷尭藩「友人山中梅花」好風吹醒羅浮夢、莫聴空林翠羽声（全唐詩492）

註2
蘇軾詩集40
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嶺
南
は
今
の
広
東
・
広
西
を
指
し
、
歴
代
の
流
刑
地
で
あ
る
。
茘
枝
は

「
南
中
（
南
国
）
の
珍
果
」
と
さ
れ
、
楊
貴
妃
の
大
好
物
で
あ
っ
た
。
詩
は
、

逆
境
に
強
い
作
者
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
て
い
る
（
六
十
一
歳
）。

　

広
東
省
の
名
勝
「
羅
浮
山
」
は
、
南
の
辺
境
（
南
蛮
）
に
位
置
し
た
た
め
、

そ
の
詩
跡
化
は
や
や
遅
い
。
そ
れ
で
も
北
宋
の 
祖  
無  
択 
は
、
山
と
別
れ
る
名

そ 

む 
た
く

残
り
惜
し
さ
を
、こ
う
歌
っ
た
、「 
我 　

羅
浮
に
到
り
て　
 
看 
れ
ど
も
足
ら
ず
、

わ
れ 

み

山
を
下
ら
ん
と
し
て　
 
還 
ほ 
解 
す　
 
肩  
輿 
を

な 

か
い 

け
ん 
よ

 
倒 
に
す
る
を
（

さ
か
し
ま

 
肩
輿 
の
向
き
を

か

ご

逆
に
し
て
、
下
り
な
が
ら
山
の
姿
を 
賞 
で
る
手
だ
て
を
）」（「
羅
浮
山
の 
行 
」）

め 

た
び

と
。

　

雲
南
省
の
省
都
、 
昆
明  
市 
の
西
南
郊
外
に
横
た
わ
る
、
約
三
〇
〇
平
方
キ

こ
ん
め
い 
し

ロ
（
南
北
約
四
十
キ
ロ
、
東
西
の
平
均
約
十
キ
ロ
）
の
湖
の
名
。
古
く
は

『
史
記
』
巻
一
一
六
、 
西
南  
夷 
列
伝
の
な
か
に
見
え
、「
方
三
百
里
」（
三
百

せ
い
な
ん 
い

里
四
方
）
と
記
さ
れ
る
。
別
名
は
「 　
  
池  
沢 
」「 
昆
明  
池 
」「

て
ん 
ち 
た
く 

こ
ん
め
い 
ち

 
昆
明 

こ
ん
め
い 
湖 
」。
昆
明

こ

も　

も
、
と
も
に
こ
の
地
域
に
住
ん
だ
部
族
の
名
で
あ
る
。

　

昆
明
市
は
、
標
高
約
一
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
原
に
あ
っ
て
、
厳
寒
も
酷

暑
も
な
く
、
年
中
、
花
の
咲
き
乱
れ
る
別
天
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「 
春 

し
ゅ
ん

 
城 

じ
ょ
う

」（
春
の 
城 
）
と
呼
ば
れ
る
。
と
り
わ
け
残
雪
の
な
か
に 
紅 
く
燃
え
た
つ 
山 

ま
ち 

あ
か 

ツ

 
茶
花 

バ

キ

は
、
雲
南
を
代
表
す
る
花
で
あ
り
、「 
冷
艶 
」
な
美
し
さ
で
知
ら
れ
た

れ
い
え
ん

（
清
の 
担
当 
「 
山
茶  
花 
」
詩
）。

た
ん
と
う 

さ
ん
ち
ゃ 
か

　

中
国
の
西
南
の
辺
境
「
雲
南
」
は
、
元
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
少
数
民
族
が
峻

険
な
地
勢
に
割
拠
し
た
「
蛮
地
」
で
あ
っ
た
。
唐
代
に
は 
南 なん 
詔 

し
ょ
う 
国 
、
宋
代
に

こ
く

は 
大  
理  
国 
が
、
独
立
王
国
を
築
い
た
。
元
朝
の
制
圧
以
降
、
雲
南
は
中
央
の

だ
い 
り 
こ
く

支
配
下
に
入
り
、
漢
族
が
移
住
し
て
、
急
速
に
漢
化
が
進
ん
だ
。
た
だ
当
地

は
、
明
・
清
期
を
通
じ
て
、 
配  
流 
の
地
で
も
あ
っ
た
。

は
い 
る

　

雲
南
の
雄
麗
な
山
河
や
、
辺
境
特
有
の
風
物
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
紹
介
し

た
の
は
、
明
の 
嘉  
靖 
三
年
（
一
五
二
四
）、
三
十
七
歳
の
と
き
、 
世
宗 
の 
逆
鱗 

か 
せ
い 

せ
い
そ
う 

げ
き
り
ん

に
触
れ
て
左
遷
さ
れ
、
以
後
、
赦
免
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
約
三
十
五
年
間
、

当
地
に
住
ん
で
没
し
た 
楊
慎 
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
雲
南
で
心
の
慰
め
を
詩

よ
う
し
ん

と
酒
に
見
い
だ
し
、
余
暇
に
は
著
述
に
専
念
し
た
。
彼
の
「 　

海 

て
ん
か
い 
曲 
十
二
首
」

き
ょ
く

（　

海
は　

池
の
別
名
）
は
、「 　

海 

て
ん
か
い 
竹 ちく 
枝
詞 
二
首
」
な
ど
と
と
も
に
、　

池

し

し

周
辺
の
風
土
や
民
情
を
歌
っ
た
代
表
作
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
首
、

　

蘋
香
波
暖
泛
雲
津　
 
蘋 ひん 
香 

か
ん
ば

し
く
波
暖
か
に
し
て　
 
雲
津 
に 
泛 
べ
ば

う
ん
し
ん 

う
か

　

漁　

樵
歌
曲
水
濱　
 
漁　
 

ぎ
ょ
え
い 

樵 
し
ょ
う 

歌 
す　

か

 
曲 

き
ょ
く 

水 
の 
浜 

す
い 

ひ
ん

　

天
気
常
如
二
三
月　

天
気
は
常
に
二
三
月
の 
如 
く

ご
と

　

花
枝
不
断
四
時
春　

花
枝 
断 
え
ず
し
て　
 
四  
時 
春
な
り

た 

し
い 
じ

― 
雲
津 

う
ん
し
ん 
橋 
か
ら
乗
船
し
て
湖
面
に
浮
か
べ
ば
、
浮
き
草
が
芳
し
く
に
お
い
、

き
ょ
う

波
も
暖
か
。
入
り
く
ん
だ
水
辺
に
は
、
漁
師
が 　
 
を
鳴
ら
し
て
舟
を
こ
ぐ
音

か
い

や
、
木
こ
り
の
歌
声
が
ひ
び
き
あ
う
。
天
候
は
い
つ
も
二
三
月
（
仲
春
・
晩

春
）
の
よ
う
。
枝
先
に
は
、
花
が
絶
え
る
こ
と
な
く
、
一
年
中
、
春
の
気
は

い
―
と
。

　

じ
つ
は
、
明
初
、
当
地
に
配
流
さ
れ
た
日
本
の
僧
、 
機  
先 
も
、
月
夜
の
舟

き 
せ
ん

（
３
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

殷
尭
藩
「
友
人
山
中
梅
花
」
好
風
吹
醒
羅
浮
夢
、
莫
聴
空
林
翠
羽
声
（
全
唐

詩
四
九
二
）

（
２
）　

蘇
軾
詩
集
四
〇

（
３
）　

祖
無
択
「
羅
浮
山
行
」
我
到
羅
浮
看
不
足
、
下
山
還
解
倒
肩
輿
（
歴
代
名
人

入
粤
詩
選
一
三
四
頁
）

　
　
　

� 　
　

池
（
雲
南
省
）

（
１
）

消槇�

消槇�

消槇�

消槇�

消槇�

消槇�

消槇�

格泄�

格泄�

格泄�

消槇�

註1
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遊
び
を
歌
っ
た
清
麗
な
七
言
律
詩
「 　
  
池 
の
夜
月
」
を
残
す
。「 
白
月 
（
輝
く

て
ん 
ち 

は
く
げ
つ

月
）　

人
に
随
ひ
て　

相
ひ
上
下
し
、
青
天　

水
に
在
り
て
（
映
っ
て
）　
 
与 とも

に
沈
浮
す
」
と
。
そ
し
て
夜
、
赤
壁
に
遊
ん
だ
蘇
軾
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
、

し
ば
し
配
流
の 
憂 
さ
を
忘
れ
て
詩
作
に
没
頭
し
た
、
と
。

う

　

し
か
し
、
僻
遠
の　

池
が
詩
跡
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
す
で

に
述
べ
た
明
代
の
著
名
な
学
者
・
詩
人
で
あ
る
楊
慎
の
功
績
で
あ
る
、
と
い

っ
て
よ
い
。

　

現
在
、
北
岸
の
三
層
の 
大
観
楼 
（
清
代
創
建
）
や
、
西
岸
に
そ
そ
り
た
つ

だ
い
か
ん
ろ
う

西
山
は
、
一
望
の
も
と
に　

池
を
見
お
ろ
す
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
昆
明

市
文
化
局
編
注『
歴
代
詩
人
詠
昆
明
』（
雲
南
人
民
出
版
社
、一
九
八
二
年
）は
、

有
用
な
参
考
書
で
あ
る
。

（
２
）

　
　
　
　
　

註

（
１
）　

楊
慎
詩
選
（
王
文
才
、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
一
六
六
頁
。

（
２
）　

機
先
「　

池
夜
月
」
白
月
随
人
相
上
下
、
青
天
在
水
与
沈
浮
（
歴
代
詩
人
詠

昆
明
三
十
一
頁
）

　
　
　
〔
追　
　

記
〕

　

本
稿
は
、
本
年
、
大
修
館
書
店
か
ら
刊
行
予
定
の
松
浦
友
久
編
著
『
漢
詩
の
事
典
』

（
宇
野
直
人
・
松
原
朗
・
植
木
久
行
共
著
）
の
主
要
部
の
一
つ
、「
名
詩
の
ふ
る
さ
と

（
詩
跡
）」
の
章
に
載
せ
る
た
め
に
執
筆
し
た
文
章
で
あ
る
。
し
か
し
当
初
予
定
し
た

枚
数
を
大
幅
に
超
過
し
た
た
め
、
一
部
掲
載
で
き
な
く
な
り
、
こ
こ
に
紀
要
の
紙
面

を
借
り
て
発
表
す
る
。
こ
の
割
愛
部
分
に
も
、
捨
て
る
に
は
惜
し
い
指
摘
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
、
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
典
拠
は
、『
漢
詩
の
事
典
』
の
体
例
に
ほ
ぼ
従
っ
て
、
通
行
の
テ
キ
ス
ト
を
掲

げ
た
が
、
文
字
（
詩
題
や
作
者
を
含
め
て
）
は
、
必
ず
し
も
当
該
テ
キ
ス
ト
に
全
面

的
に
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
九
九
八
年
八
月
三
十
日　

筆
者
謹
識

　
　
　
〔
補　
　

記
〕

　

前
述
の
『
漢
詩
の
事
典
』
は
、
予
定
よ
り
や
や
遅
れ
て
、
一
九
九
九
年
一
月
十
五

日
に
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
本
稿
中
の
「
杜
甫
誕
生　

」
の
写
真
は
、
高
木
達
氏
か
ら

借
用
し
た
も
の
、
ま
た
「
李
白
の
住
居
あ
と
？
（
隴
西
院
の
中
）」
の
写
真
は
、
筆
者

が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
木
達
氏
の
御
好
意
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

一
九
九
九
年
一
月
二
十
日　

筆
者
再
識

消槇�

消槇�

消槇�

消槇�
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